














王家の裁縫師レリン




春呼ぶ出逢いと糸の花








藤咲実佳





[image: ]

角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「お兄ちゃん、だいじょうぶ？」

　見て見ぬふりができなくて、思わず声を掛かけてしまった。

　母親と共に公園に遊びに来ていたレリンは、ベンチに腰こし掛かけてうつむく少年を見つけた。頭こうべを垂れて脱だつ力りよくする姿がなんだか辛つらそうで、寂さびしそうで、心配になってしまったのだ。

　レリンに話しかけられた少年は、ゆっくり顔を上げる。やや吊つり気味の目が、戸と惑まどったようにレリンを見上げてきた。少年の額に赤い筋が走っているのを目にし、レリンは息を吞のむ。

「けがしているよ！　えーっと……これ、あげるね」

　ごそごそとエプロンのポケットを探さぐり、たたんだハンカチを取り出した。木も綿めん生き地じの市し販はん品だが、隅すみには拙つたない刺し繡しゆうが施ほどこされている。レリンが刺繡の練習で母に教わりながら仕上げたものだ。

　少年はぽかんとしたままハンカチを受け取ろうとしないので、ちょっと強ごう引いんだとは思いつつも、彼の額の血を拭ぬぐってあげる。血液はほとんど乾かわいていたようだが、少し力を入れてこすると大半は拭ふき取ることができた。

　困った人がいたら助けてあげなさい、と両親から教わってきたレリンは、一仕事終えて満足し、少年の手にハンカチを持たせた。一方の少年はハンカチが赤黒い染しみまみれになったのを見、ぎょっと目を見開く。先ほどまで無気力状態だったとは思えない狼狽うろたえぶりだ。

「ご、ごめん！　せっかくのきれいなハンカチを……」

「いいの。それね、レリンがししゅうしたの。まだお店には出せないから、いいの」

　きれいなハンカチ、と言われたレリンは、ぽっと頰ほおを赤らめてしまう。まだ母のようにはうまく刺繡できないし店先に出せるものでもないが、褒ほめられると嬉うれしい。

　少年は目を丸くし、手の中のハンカチをしげしげと見つめた。

「君がししゅうしたの？」

「ん、そうなの。レリンね、大きくなったらさいほうしさんになるの。だから、れんしゅうしてるんだ」

「へえ、すごいね。これだけきれいなししゅうをするんだから、きっとすてきなさいほうしになれると思うよ」

「ほんと!?」

「うん、君ならできるよ」

　レリンは目を輝かがやかせる。両親のような立派な裁さい縫ほう師しになって、店を持つこと。それがレリンの夢だった。その夢を肯こう定ていされ、応おう援えんしてもらったことが、嬉しい。

「ありがとう！　それじゃあ、お兄ちゃんには、夢はある？」

「ぼく？」

「うん。レリン、お兄ちゃんの夢も聞きたい──」

「レリン？」

　背後から母親の声がする。残念、もう時間のようだ。

　本当はもうちょっと、この少年と話をしたかった。レリンだって、彼に夢があるのなら応援したい。でも、もう家に帰らないといけない。

　はーい、と返事をし、レリンはベンチに座る少年に手を振ふり、駆かけ出した。遊歩道の先で待っていた母は、上じよう機き嫌げんで飛びついてきたレリンを見、首を傾かしげる。

「何かいいことでもあったの？」

「うん！　とってもいいこと！」

　力作のハンカチは譲ゆずってしまったけれど、それ以上にたくさんのものを得られた。

　──また、会えるかな。

　吊り気味の目を優やさしく緩ゆるめ、レリンの夢を応援してくれた彼に。

　これからの楽しい日々と明るい未来を信じるレリンの笑え顔がおは、眩まぶしいくらい輝いていた。
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　フランチェスカ王国の中央に位置する王都サランは、秋という物寂しい時季に突とつ入にゆうしても華はなやかさを失わない。大通りは赤や黄色、色とりどりの広葉樹に彩いろどられていた。

　そろそろ市街地を吹ふき抜ぬける風も肌はだ寒ざむいものになってきたため、市民たちは上着やショールを羽織って秋冷えから身を守る。店先に季節の野菜や果実、珍めずらしい外国の織物や骨こつ董とう品を並べる商売人が、声を嗄からして客引きに勤いそしむ。女王陛下のお膝ひざ元もとであるサランの街は、一年中どの季節でも賑にぎわっていた。

　そんな大通りを外れると、一いつ般ぱん市民の暮らす住宅エリアに入る。穏おだやかな街並みが広がるこの一帯を抜けると、王都でもひときわ閑かん静せいな場所に出る。聖堂学校は、この王都の外れに位置していた。

　もともとは純白だった壁かべは、流れる年月の中でやや灰色っぽくくすんでしまった。だからといって、みすぼらしい雰ふん囲い気きではない。王国の中でも長い歴史を誇ほこる聖堂学校は、若い生徒たちの学びの場にふさわしい、落ち着きと気品を湛たたえていた。




　少女たちの笑い声がさざめき合う、聖堂学校の廊ろう下か。今は休きゆう憩けい時間なので、生徒たちは友人とお喋しやべりしながら教室移動をしていた。

　由ゆい緒しよ正ただしく歴史も古い聖堂学校であるが、ここに通うのは十代の女子生徒。授業中は真しん摯しな眼まな差ざしをしていても、彼女らとて年とし頃ごろの少女。休憩時間は肩かたの力を抜いて、雑談に興じている。

「……ってことで、三番区カフェのオーナー、昔はうちで学んでいたらしくて。この制服で行くとちょっとだけオマケしてくれるの。先生には内ない緒しよだよ、って言って」

　そう語る女子生徒はあどけなさの残る顔をほころばせ、友人の顔を覗のぞき込む。

「レリンも、一度は制服で街に行ってみたら？　オマケしてもらいなさいよ」

「私？」

　同級生と共に廊下を歩きつつ、彼女らのお喋りを専もつぱら聞く側になっていたレリンは急に名を呼ばれ、茶色の目をおっかなびっくり見開いた。

「制服で行くだけで、そんなに違ちがうものなの？」

「そうそう。しかも、お店でオマケしてもらえるだけじゃないのよ。街のお兄さんや上級学校の素す敵てきな先せん輩ぱいたちから声を掛けられたって、フローラも言ってたもの」

「素敵な先輩……かぁ」

　レリンは呟つぶやき、自分の体を見下ろしてみた。

　十六歳のほっそりとした体を包むのは、ここフランチェスカ王国が抱かかえる女学校の制服。フード付きの上着はすっきりとしたボレロタイプ。上着の落ち着いた臙えん脂じ色の中に、スカートのレースと胸むな元もとのリボンの愛らしさが同居している。この制服は城下街でもかなりの評判で、「かわいい！」と街の少女たちにも大人気なのだそうだ。

　頭にはフードを被かぶるので、髪かみのほとんどが隠かくれてしまう。目元まで引き下げるのが模も範はんではあるが、額の位置でピンで留めたり少しずらして被ったりと、生徒たちも校則に反しない程度に個性を見せていた。

　ちなみにレリンは制服などの身だしなみのほとんど全すべてを校則の模範通りにしているが、フードだけはほんの少しだけ後ろにずらしている。頭部全部すっぽり覆おおおうとすると、内巻きの癖くせのある茶色の髪がフードの中で大暴れし、背後から見られたときのシルエットがもこもこしたものになると、友人たちに教えられたからだ。

　この聖堂学校は教師も生徒も女性ばかりの女子校だが、入学・編入する生徒の身分は問わない。履り修しゆう内容や受講科目に差はあれど、平民でも貴族でも、資金と身元保証書があれば学ぶことができる。レリンも二年前の初秋に平民枠わくとして入学し、現在三年生である。

「レリン、裁縫師を目指しているからって、常に校則ガッチガチである必要はないのよ」

　友人ヨランダに言われたので、レリンは苦く笑しようした。将来の夢のことを話題に出されると、少しだけくすぐったい気持ちになる。

「うーん……でも、品行方正である方が後にも有利だって、シスター・イデアもおっしゃるし」

「ま、確かにね。授業もあれだけ真ま面じ目めに受けてるんだし、裁縫では誰だれも、レリンには勝てないものね」

「でも、制服で遊びに行くのは校則違い反はんじゃないでしょ？　そりゃあ、厳しいシスターからのウケはよろしくないけど……あ、まずっ」

　廊下の向こうから、背筋をぴっと伸のばした女子生徒の一群がやってくる。彼女らはレリンと同じ三年生だが、生まれが違う。貴族の令れい嬢じようだ。お喋りしていたレリンたちは口を閉とざし、何も言わず彼女らのために道を空けた。

　道を譲られた女子生徒たちは、レリンたちには一いち瞥べつもくれることなく歩き去っていった。彼女らがだいぶ遠ざかってから、レリンたちはふうっと息をついて顔を上げる。

「……ああ、やだやだ。何が嫌いやって、貴族のために反射的に道を譲ってしまう自分が、嫌だわ」

「仕方ないわよ……何か問題が起きてもいけないし」

　己おのれの身の上を嘆なげくヨランダを宥なだめるレリン。別の友人も、肩を落として呟く。

「これってまだましらしいわよ。私のお母さんがここにいた頃ころは、今以上に貴き賤せん格差が激しかったそうだから」

「メルテル陛下の御み代よになる前よね。噂うわさでは、その頃は私たちみたいな平民が貴族のお嬢さんと衝しよう突とつすると、気絶するほど叩たたきのめされたそうだから」

　皆みな、そのことを想像してぶるっと身み震ぶるいする。たとえ貴族の令嬢相手に無礼をはたらいたとしても、公衆の面前で折せつ檻かんされるなんてあんまりだ。

「メルテル陛下のご温情よね。……きっとルディア様もすばらしい女王陛下になられるわ」

「……そういえば、近いうちにルディア様がうちに編入されるって噂が流れているけれど、本当かしら」

　少女の呟きに真っ先に反応したのは、ヨランダ。

「え？　ルディア様って、もう王太子位を継つがれているでしょう？」

「そう、だから私も半信半疑。フランチェスカは女性しか王位を継げないでしょう？　ルディア様には上と下に王子様がいらっしゃるだけ。王太子に就任したというのに、ひょっこりと学校に編入できるものなのかしらね？」

　友人たちの噂話を耳にし、レリンは自分が知っている王女の情報を頭から引っ張り出す。

　ルディア・レイ・ステイラー王女は、確か今年で十六歳。レリンと同い年だ。ずっと城で教わっていたので、学校に通ったことはないとのことである。

「もし本当に編入されたなら、私たちと同じ学年ね」

「レリン……それはそうだけど、どうせそうなっても親衛隊が発ほつ足そくして、王女様は四六時中包囲されるわ。私たちじゃ、後頭部を拝むことすらできないわよ」

「……そうよね」

　しゅん、とレリンは気落ちする。もし本当に王女が編入するなら、才さい色しよく兼けん備びで有名な彼女──とそのドレスを見てみたいという野や次じ馬うま精神があったのだが、確かに叶かないそうもなかった。




　お喋りをしつつ、レリンたちは次の教室へ向かう。次の授業のことを考えると自然と足取りは軽くなり、だんだんと胸も高鳴ってくる。

　次の授業は、レリンの一番得意な裁縫だ。

　本校の教育課程では、貴族は刺し繡しゆう、平民は裁縫、と履修科目が決まっている。貴族の令嬢は生きていく上で、大判の布を切って縫ぬってペチコートや肌はだ着ぎを作る必要なんてないからだ。

　三年生で裁縫の授業を受講しているのは、二十名ほど。そしてレリンたちが入室したときには、彼女ら以外全ての女子生徒たちがそこに揃そろっていた。

　……とはいえ、着席して大人しく授業開始を待っているわけではない。

「……ほら、あそこ！　今、木の陰かげに……」

「えええ……ちょっと避よけてよ！　もう十分見たでしょ！」

　きゃっきゃと弾はずんだ声。机にぽつんと放置された裁縫箱たちと、窓辺に密集して押し合いへし合いする女子生徒たち。

　クラスメートたちはこぞって、南向きの窓に殺さつ到とうしていた。南向きの窓は複数あるが、彼女らが集まっているのは一番東側の一角。その窓ガラス二枚分のわずかなスペースに、十数名の少女たちが殺到している。

　彼女らが授業開始時間ギリギリまで窓に張り付く理由。それはレリンも知っていた。

「あー！　っもう、邪じや魔まなのよ！　あのでっかい見習い！……あら、ヨランダたちじゃない。遅おそかったわね」

「今日もいらっしゃっているの？」

　自分の席に裁縫箱を置き、レリンはとことこと窓に歩み寄った。押し合いへし合いしていたクラスメートも今し方到とう着ちやくしたレリンたちを見て、ちょいちょいと手招きしてくる。

「そうそう。……ヨランダたちも見たら？」

「今日もあの格好いい『王子様』、来てるんだよ！」

「え、あの噂のお方？」

「そうそう！」

　クラスメートに手を引かれ、ヨランダたちと同様にレリンも窓辺に立った。そして、ドキドキしつつ窓から外を覗き込む。

　聖堂学校は王都サランの郊こう外がいに位置している。この辺りは王都の喧けん騒そうから離はなれているため、若者が勉学に励はげむにはもってこいの立地である。聖堂学校の東側には同じ理由で、上級学校が建っていた。女子ばかりの聖堂学校とは対照的に、この上級学校は男子校である。

　聖堂学校と上級学校の間には高い壁かべが設置されているので、会話や恋こい文ぶみのやり取りはもちろん、覗のぞき見さえすることができない。あの高い壁をよじ登ってまで隣となりに侵しん入にゆうする猛も者さはいなかった。いたらいたで、通報されて巡じゆん回かい兵に引きずり下ろされるだけだ。

　だが、この裁縫教室だけは別だった。偶ぐう然ぜんにもこの教室は上級学校のグラウンドに面している。校舎周辺は壁で囲まれているが、グラウンドは囲まれていない。この教室のこの窓からはぎりぎり、樹木の隙すき間まを縫って騎き士したちの訓練風景を覗き見することができるのだ。

　この位置からはちょうど、グラウンド脇わきにある教官用のベンチが見える。裁縫教室の仲間たちの狙ねらいは、これだ。普ふ段だんは中年の教官がいるだけなのだが──

　広葉樹の陰から、背の高い人物が姿を現した。とたん、裁縫教室を黄色い歓かん声せいが飛び交かう。

「きゃああ！　来たわ、来たわよ王子様！」

「ちょっ！　どけて！　見せて！」

「嫌よ！　さっき見たばかりでしょ！　そっちで見習いでも見ててよ！」

「何言ってるの、芋いもと花のどっちがいいって言われたら、花を選ぶに決まってるじゃない！」

　見せろ、嫌だ、のやり取りをするクラスメートをよそに、レリンは呼吸も忘れて「王子様」を凝ぎよう視ししていた。噂には聞いていた「王子様」だが、ちゃんと垣かい間ま見みたのは今日が初めてだった。それは、いつもレリンと同じく遅めに教室に到着するヨランダたちも同じで、彼女らも息を吞のんで、「王子様」に見入っている。

「見て……あの赤茶色の御お髪ぐし！　きらきらしてて、お日様みたいね！」

「なんかもう、神こう々ごうしい……どうして私の髪かみは、王子様みたいにさらさらじゃないの!?」

「なんて引き締しまった体！　私、あの『黒騎士団』の漆しつ黒こくの軍服が大好きなのよ！」

「そういえば、ヨランダは軍服が大好きだったね」

「くうっ……こっちを、こっちを見てくれないかしら……ご尊顔を拝見したいのに……」

　口々に「王子様」を褒ほめ称たたえる同級生たち。レリンは何も言わずに「王子様」の後ろ姿を凝視しているが、既すでに心臓はバクバク鳴っている。

　上級学校の剣けん術じゆつの授業に、精せい鋭えい騎士団である「黒騎士団」の若手騎士が数名、師し範はんとしてやって来ていた。泥どろにまみれながら特訓する上級学校の男子生徒と違ちがい、本場の騎士の佇まいは凜りんとしており、美しい。少年たちが「黒騎士団」に憧あこがれる気持ちも、よく分かる。

　ふいに、革かわ鎧よろい姿の男子生徒が彼の元に駆かけてくる。彼と騎士は数度言葉を交かわした後、それぞれ腰こしに下げていた剣を抜ぬいた。あっ、と隣で誰かが熱っぽいため息をつく。

　おそらく少年は、騎士に教えを請こうたのだろう。騎士の剣が翻ひるがえり、少年の剣と数度打ち合わせた後、ここまで届く澄すんだ鋼の音を立てて剣を打ち払はらった。

　きゃあっ！　とレリンのすぐ隣にいたヨランダが悲鳴を上げてふらつき、その隙に別の少女が身をねじ込ませてくる。

「かっこいい……！」

　思わず、レリンの薄うすい唇くちびるからも感かん嘆たんの声が漏もれてしまった。それくらい、騎士の剣技は見事だった。

　騎士は相手の少年に何かを言い、その背を押してグラウンドに帰してやった。きっと先ほどの打ち合いでのアドバイスをしてやったのだろう。

「あああああっ！　もう、せっかく王子様の剣技が見られたと思ったのに！」

　剣技を拝見することができなかったクラスメートが苦く悶もんの声を上げ、バシバシと窓まど枠わくを叩く。それも、騎士の耳に届くくらいの音で。

　剣を鞘さやに収めた騎士が、ゆっくりと振ふり返った。てっきり背後から誰だれか来たのかと思いきや、彼が見つめるのはこちら、裁さい縫ほう教室の窓。

　あまりにもうるさかったからだろうか。教室の窓から女子生徒が覗き見しようと歓声を上げようと、今まで一いつ切さい構ってこなかったということで評判の彼が、こちらをちらと見た。

　彼がこちらを見たのは、ほんの数秒のこと。だが、視力が悪くないレリンはその数秒で、しっかり彼の容姿を確かく認にんできてしまった。

　美しい顔立ちだ。目は吊つり気味で、薄い唇をきゅっと引き結んでいる。騎士、というと厳いかつくてゴツゴツした印象があるのだが、彼はそれこそ、物語に出てくる王子様のように優美な顔つきをしている。

　だが、その表情は険しかった。おそらく眉み間けんには深い縦たて皺じわが刻まれているのだろう。

　こちらを見つめる──というより睨にらんでくるので、その眼力たるや凄すさまじい。簡単に言うと、怖こわい。「やかましい」と、その双そう眸ぼうが語っている。

「……睨まれちゃった」

「何言っているの、レリン。私のハートは今、騎士様の眼まな差ざしに射い貫ぬかれたわっ！」

「──ハートを射貫かれるほど素す敵てきな騎士様もいいですが、そろそろ授業に致いたしませんか？」

　──いつからそこにいたのだろうか。

　教きよう卓たく脇わきの椅い子すに座っていた裁縫教師のおっとりした声で、少女たちは我に返ったのだった。







　──裁縫師は、貴人の前に出てはならない。

　これは、今から約二十年前までのフランチェスカ王国における常識だった。

　貴婦人がドレスを仕立てるとする。顧こ客きやくの注文をデザイナーが受け、裁縫師が指示通りに商品を作製する。完成したら、デザイナーが完成品の入った箱を持って貴婦人の屋や敷しきを訪問し、その場で着付けやアクセサリーのアドバイスなどを行う。

　つまり、ドレスを製作する立場の裁縫師が顧客の前に出ることはない。むしろ、出てはならない。裁縫は、平民の仕事だから。

「……しかし、当代女王メルテル陛下の御み代よになってからは、その風習も変わりました」

　二年前、一年生だったレリンが最初に受けた裁縫の授業で、教師はそう語った。

「皆みな様さまもご存じの通り、メルテル陛下は先代女王メリジェンヌ様の妹君。即そく位い前は、騎士団に所属してらっしゃいました。メリジェンヌ様が若くして崩ほう御ぎよなさった後、即位した陛下ですが……やはり、十数年間騎士として鍛たん練れんを積んだ陛下には、当時の王宮の風習は非常に息苦しく、不可解なものだったのでしょうね。陛下が服ふく飾しよく史に関することで改革なさったことを、誰かご存じで？」

「陛下は、ドレスを仕立てるときにデザイナーだけでなく必ず裁縫師を呼ぶようにと命じられる、って聞きました」

　同級生の誰かがきびきびと発言し、教師は頷うなずいた。

「そうです。陛下はそれまでの常識を覆くつがえしたのです。──なぜ平民だから、裁縫師が自分の前に出てはならない？──なぜ製作者本人の話を聞かずに服を仕立てさせる？　陛下はドレスの製作過程に関心を持たれ、陛下自ら裁縫師とデザインの打ち合わせをし、完成した際には裁縫師にドレスを運ばせ、裁縫師の意見を聞いて着付けを行うようになさったのです」

　メルテルの思想の柱は、大きく分けて二つ。「使える人間は誰でも使う」ことと、「自分の目で見たものを信じる」こと。

　服飾関係のみならず、女王は様々な「常識」の壁にぶつかり、それらの壁を叩たたき潰つぶし、己おのれの道を切り開いてきた。

　メルテルの思想は斬ざん新しんで、保守的な貴族からは反発の声も上がった。だが数年もすれば、皆が女王に倣ならうようになった。貴族の屋敷に平民の裁縫師が招かれ、気に入った者は貴婦人の専属クチュリエールとなる。平民の雇こ用ようを奨しよう励れいする女王の方策により、城にも裁縫師が多く招かれるようになった。城下街には、貴族の女性も来訪するような平民裁縫師の店ができた。

　女王の偉い業ぎようはそれ以外にも数多く存在するが、レリンの夢を叶かなえる上で、裁縫師に対する女王の改革は非常に有り難がたいばかりだった。昔ならば、レリンのような平民が王家に認められる裁縫師になるなんて、夢のまた夢だった。だが今は、実力と機会があれば夢を叶えられる。

　夢を叶えるために、レリンは──




　レリンは針を進めていた。今日の課題は、木も綿めんのハンカチ製作。

　教師が指示した通りのハンカチができたならば、残りの時間でステッチを入れてもいいということになった。俄が然ぜん、やる気が湧わいてくる。

「……もしもーし。お隣、いいかしら？」

　レリンはこの裁縫の授業を受講する誰より、作業が速い。速さだけでなく、縫製や糸の始末など、クラスメートの模も範はんとなっている。詩しい歌かや歌唱など、他ほかの授業ではよくても平均点といったレリンが唯ゆい一いつ首席を取れる、大好きな科目だった。

「えーっと、こんにちはー。隣、座ってもいいですか？」

「……え？」

　ポンポンと肩かたを叩かれたので、レリンは目を瞬またたかせて顔を上げる。どこからか声がしているな、とは思っていたが、自分に向かって呼びかけられていたとは。

　そこには見慣れない少女が立っていた。真新しい裁縫箱を大切そうに胸に抱かかえており、制服のフードを目ま深ぶかに被かぶっているので顔立ちはうまく読み取れない。彼女が小首を傾かしげると、フードの隙すき間まから三つ編みにした金色の髪の毛がこぼれ落ちてきた。

「初めまして。私、今日から裁縫の授業を受けるの。シスター・イデアから、あなたに教わるといいと言われて」

　シスター・イデアとは、今教きよう壇だんで別の少女に縫ぬい方を教えている教師のことだ。四十代くらいの落ち着いた女性で、裁縫が大好きなレリンは今までにも何度も、シスターの世話になっていた。彼女からの推すい薦せんとあらば、断る理由はない。

　レリンは体ごと少女の方に向け、隣となりの席の椅子を引いた。

「そういうことなら……隣、どうぞ」

「ありがとう！　私、ジェーンっていうの」

　ぴょんと跳はねるようにレリンの隣に着席した少女は、弾はずむ声で自己紹しよう介かいした。校内の規則に則のつとり、自己紹介の際に家名は名乗らない。貴族と平民の垣かき根ねを取り払はらおうという方針のためだ。

　この教室の机は、二人が掛かけられる長机だ。ジェーンのエリアまで進出していた自分の道具を引き寄せていると、ジェーンがにこにこと話しかけてくる。

「私ね、今日編入してきたばかりなの。それでね、裁縫の教室がどこにあるのか分からなくって、迷って遅ち刻こくしちゃったの」

　えへへ、と舌を出して笑うジェーン。

　編入生、知らない少女、ということで最初こそ戸と惑まどっていたレリンだが、饒じよう舌ぜつで人ひと懐なつっこいジェーンの様子に、すぐに肩の力を抜ぬいた。

（明るい子……私と同い年なんだよね……？）

「そうだったの……私はレリン。よろしくお願いします」

「レリンね。こちらこそ、よろしく！」

　差し出された手を、レリンは迷わず取った。

　その手は、レリンが思っていた以上に滑なめらかで小さかった。




　シスター・イデアがレリンをジェーンの「お世話係」に任命した理由は、ジェーンの手先を見ていれば──否いな、それ以前に「どうやって開けるのかしら？」と裁縫箱を上下に揺ゆすって開けようとする姿を見ればすぐに分かった。

　針に糸を通す方法、型紙通りに布を鋏はさみで裁たつ方法など、基き礎その基礎から丁てい寧ねいに教えていく必要がある。いざ作業を始めると、縫ったそばから糸が抜け落ちていく。玉結びを教えると、「なんてすばらしい発想なの！」と大いに喜んでいた。

　レリンは作業が速いので、隣でジェーンの補助をすることができる。これをシスター一人に任せると確かに、骨も折れるし他の生徒の面めん倒どうを見られなくなるだろう。

　しかしジェーンは不器用なのか、丸一時間かけてもまともに直線縫いすることもできなかった。他のクラスメートは、とっくに課題を完成させているというのに。

「私ね、お裁さい縫ほうって今まで一度もやったことがなくって」

　授業後、ジェーンはあっけらかんと教えてくれた。喋しやべりながら片づけをしているので、裁縫箱の中がごちゃ混ぜになっている。当然、これでは蓋ふたを閉められそうにない。

「私、家の都合でなかなかここに入学できなかったのよ」

「ジェーンは王都にお住まいなのですか？」

「そんな堅かた苦くるしい言こと葉ば遣づかいしなくていいわよー。……そう、私は王都生まれの王都育ち。今までは、実家の仕事を手伝っていたの」

　子どもが入学可能年ねん齢れいになっても、入学金や授業料が足りない場合は資金に余よ裕ゆうができてから編入させるし、実家が商家の場合は経営の手伝いで忙いそがしい時期を外して、遅おくれて編入することもある。平民の娘むすめが編入してくるのは珍めずらしいことではないので、ジェーンの生おい立ちについても「そういうものか」と、レリンは納なつ得とくした。




　ルディア王女が編入するという噂うわさは、生徒たちの間で密ひそやかに流れていった。きっと噓うそだ、いや本当だ、と仲間同士で議論する者もいたのだがある日、「ルディア・レイ・ステイラー殿でん下かの編入について」の告知が為なされ、噂が真実であったと証明された。

　編入当日は午前中の授業が全すべて休講になった。別に授業をしても構わないのだが、生徒たちは王女お越こしの行列を見に行くのでどうせ授業が成り立たないだろう、という学校側の判断ゆえだったそうだ。

「レリンは本当にいいの？」

「ええ。なんだかもみくちゃにされて、怪け我がでもしそうだから」

　レリンは苦く笑しようして、ヨランダたちを見送った。

　ヨランダたちはこれから、王女のお越し行列を見に行くのだという。今朝から学校内は王女お迎むかえの準備万ばん端たんで、王女が通る廊ろう下かは立ち入り禁止のロープが引かれている。それでも皆は王女の姿をひと目でも見ようと廊下に殺さつ到とうしていた。休講の判断は賢けん明めいだったということだ。

（ヨランダにはああ言ったけれど、本当はちょっとだけ、見たかったかも。……ドレス）

　自室に戻もどったレリンは、椅い子すの上で膝ひざを抱える。

（王家御ご用よう達たし「ロイヤル・クチュリエール」のマダム・ローレル渾こん身しん作という、一級品のドレス！　見たいけれど……）

　レリンは寮りようの自室の窓から開放廊下を見下ろした。そこは遠目でも、女子生徒集団でごった返しているのがよく分かる。

　最前列争そう奪だつ戦に負けた生徒たちがぺいっと列から弾はじき出され、もみくちゃになりながら人ひと混ごみの中に消えていく。今日ばかりは、清せい廉れんな聖堂学校も何もあったものではない。

「……うん、無理だ」

　午後からは通常授業が始まる──はずだ。楽しみな裁縫の授業もある。これだけは休講にならなくて本当によかった。

　しばらく椅子の上でため息をついた後、裁縫箱を鞄かばんに入れた。自室で大人しく裁縫してもいいのだが、今日は天気もいいのでせっかくだから外で日光を浴びながら作業したい。

　人混みで混雑する廊下を避さけて中庭に降り、レリンは一人、秋色に染まる小道を歩く。二年前、入学したての頃ころは校舎の白しろ塗ぬりの壁かべや頑がん丈じような鉄製の面めん格ごう子しが、まるで監かん獄ごくのように思われて怖こわかったものだ。

　校舎を壁伝いに進むと、ブーツが地面に降り積もった落ち葉を踏ふみしめる。ここしばらくは天気もよいので落ち葉はからりと乾かわいており、さくさくと軽快な音がした。赤や黄色の落ち葉に彩いろどられた小道はさながら、おしゃれなカーペットのようだ。

　この小道を抜けた先の中庭は、他ほかの広い中庭よりは日当たりが悪い。貴族生まれの生徒が日当たりのいい中庭を使うので、レリンのような生徒はこちらの中庭でくつろぐことが多かった。

「もしもし、誰だれかいらっしゃい……ませんね、よし」

　一応声は掛けたが、誰もいない。好条件だ。

　ベンチの脇わきに等とう間かん隔かくに生えた広葉樹は、夏場は木こ陰かげを作ってくれる有り難がたい存在だったが、今は落ち葉を大量に落としている。レリンはベンチにこんもり積もる落ち葉を払はらいのけて腰こし掛かけ、裁縫セットを広げた。

　今日の授業用の課題は既すでに仕上がっている。そのため今は、余り布を使ってパッチワークを作っていた。生徒用の布にはそれほど余裕はないのだが、シスター・イデアにお願いすると破は棄き用の余り布を譲ゆずってくれる。端は切ぎれでは衣類やハンカチを縫うことは難しいが、パッチワークでクッションカバーや布ふ団とんの上掛けを作ることができる。

「布団……そうだ、枕まくらカバー、そろそろ新調したいな」

　呟つぶやきつつ、きれいに折りたたんでいた作りかけのパッチワークを目の前で広げ、模様を確かく認にんする。譲ってもらった布の色や素材はまちまちなので、思った通りの絵え柄がらを作るのは難しい。難しいが、与あたえられた布や糸を駆く使しし、どのように活用しようかと考えるのもまた楽しい。

「秋……落ち葉、赤、黄色……いいかも」

　ちょうど、先ほど払い落とした落ち葉のように。落ち葉と一言で言っても、赤や黄色、オレンジ色に緑が残った色など、様々だ。イメージが膨ふくらみ、自然とレリンの口元が笑えみを形作る。

　こうやって、思いの向くままに針を進めるのが好きだ。もちろん、授業で課題を仕上げるというのも創作意欲を刺し激げきされるが、のんびりと過ごしたいときは自分のその時の気分や好みに応じたものを作りたい。

　裁縫をしていれば、余計なことを考えずに済む。

　そう、余計なことを──




『あら、あんたにしてはいいものを作ってるじゃないの！　寄よ越こしなさい、これなら店に出せそうだわ！』

　どうして。それは一いつ生しよう懸けん命めい作ったものなのに。どうして持っていくの？

『……何なの、その目？　養子のくせに、生意気な！』

　悪あく趣しゆ味みな宝ほう飾しよく品ひんに飾かざられた手が、レリンから布を奪うばおうとする。

　レリンは泣いて抵てい抗こうする。返して、返してと訴うつたえる。

『お黙だまり！　さっさと次のを作りな！　汚きたない手でこれ以上触さわるんじゃないよ！』

　必死に伸のばした手は、無情にも打ち払われる。泣いても叫さけんでも、一生懸命作ったパッチワークは戻ってこない。

　代わりに与えられたのは、製図用の定規による冷れい徹てつな一いち撃げきで──




「あれ、レリン？」

　のほほんとした明るい声が、暗い靄もやを振ふり払う。

　レリンは目を瞬またたかせ、顔を上げた。柔やわらかな秋の日光が差す中、とことこと歩いてきたのは、頭からすっぽりフードを被かぶった少女。

「ごきげんよー。日向ひなたぼっこ中？」

　間延びした喋り方は、彼女の特とく徴ちようでもある。目元はフードで影かげになっているが、唇くちびるが笑っていた。

　ひらひらと手を振りながらやって来る彼女を見ているととたんに、鼓こ膜まくの奥でがなり立てていた女性の怒ど鳴なり声がかき消え、胸に温かな熱が灯ともる。

　レリンは強こわばっていた頰ほおを緩ゆるめ、少女に微笑ほほえみを返した。

「こんにちは、ジェーン。……午前中は休講だしいい天気だから、お外で裁縫の練習をしようと思って。……ジェーンは？　ルディア様を見に行かなくていいの？」

「ん？　興味ないから」

「ないの？」

「わざわざ見に行かなくても、これから学校でいくらでも見られるでしょう？　それに私、あんな人混みの中に突つっ込む気力はないし」

「ああ、それは私も。ヨランダたちに誘さそわれたけれど、お嬢じよう様さまたちに跳はね飛ばされそうで……」

「だよね」

　レリンの隣となりに腰掛けたジェーンが、レリンの顔を見上げて笑う。笑うと、瑞みず々みずしい唇の隙すき間まから真っ白な歯が覗のぞいた。

（ジェーンは、不思議な子）

　とても人ひと懐なつっこく、裁さい縫ほう教室の他のクラスメートにも積極的に話しかけていく。裁縫の才能がなかなか上達しない彼女だが、失敗しても指を刺さしても、いつも楽しそうに笑っている。

　それでいて、気が強い。彼女は現在の聖堂学校の、「平民の生徒は貴族の生徒に道を譲る」などといった風習を快く思っておらず、編入して十日程度だというのに早さつ速そくあちこちで貴族の女子生徒と衝しよう突とつを繰くり返している問題児である。一昨日おとといは、平民の女子生徒が上級生の貴族の令嬢に難なん癖くせを付けられている現場に突とつ撃げきし、貴族相手に勇ましく啖たん呵かを切っていた。

　レリンは床ゆかに座り込んでぼろぼろ泣く下級生を見かねて助け起こしたのだが、かといって貴族の令嬢に物申せるだけの勇気も勝算もなかった。

　そこへジェーンが駆かけつけた。

　ジェーンはレリンと下級生を背に庇かばい、「貴族は平民を守るものではないのか」「これはメルテル陛下のご意思に反することだ」と正論を並べ立てたのだ。

　最初はジェーンを張り飛ばさんばかりの勢いだった相手も、「女王の思想に逆らう」と言われると額に青筋を立てつつ、退散していった。女王メルテルは貴族相手でも、己おのれの臣下にふさわしくないと判断した場合は即そつ刻こく切り捨てる。そういう人間であると、貴族だからこそよく理解していたのだろう。

　そういうわけでジェーンは早速貴族の生徒たちに目を付けられてしまい、昨日はついにどこぞの令嬢に裁縫授業の後で呼びだされていった。レリンはヨランダたちと一いつ緒しよにひやひやしながら待った。そして十数分後に戻もどってきたジェーンは、「話がつまらないから逃にげてきた」とけろっとして答え、レリンたちを仰ぎよう天てんさせたものだ。

（ジェーンは、強い）

　体の中に清らかな光を宿しており、周りの者たちにその温ぬくもりを惜おしみなく分け与えるような少女。真っ直すぐな心を持つがちょっぴり無む謀ぼうで、見ているとはらはらしてしまう。

　彼女の側にいると、レリンまで温かな気持ちになれる。

　ジェーンの声を聞いていると、体に染しみこんだ闇やみが、罵ば声せいが、激痛が、癒いやされていく。

　レリンはジェーンに気づかれないよう、ぎゅっと自分の腕うでを摑つかむ。制服に隠かくされた肌はだ。そこに刻まれた傷きず痕あとは、誰にも見せるわけにはいかない。

　あと数年、我が慢まんすれば。約束を果たせば、レリンはあの家から解放されるのだから──

　レリンは眉み間けんに皺しわを寄せ、ささっと糸の処理をした。

「おっ、素す早ばやい玉留め。やめちゃうの？」

「ええ、別のことを考えていると、思い通りの形にならないから」

「そういうもんなんだ……」

　ジェーンの視線を浴びつつ、レリンが糸切り鋏ばさみで木綿糸を切断した直後。

　──ひゅっ、と悪戯いたずらな秋の風が背後から吹ふき付けてきた。

「あっ」

「おっ」

　並んで座るレリンとジェーンの間に、鋭するどい風が吹く。風はベンチに置いていたレリンの裁縫箱の中を漁あさり、数枚の布地をふわりふわりと宙に巻き上げた。二人が見上げる中、青い秋晴れの空に様々な色の布地が舞まう。

「わー、見事に飛んだね」

「そ、そうね！……ごめんなさい、ジェーン！　ちょっと回収するの手伝って！」

「了りよう解かい！」

　ジェーンは嫌いやな顔一つせず了りよう承しようしてベンチから降り、地面に落下した布を拾い上げていく。

　彼女の周りに落ちているのは、ほとんどが端切れ。先ほどまで作っていたパッチワークは重量があるからか、飛ばずに済んだ。

（……あっ、刺し繡しゆうを入れたハンカチ……）

　はっとして裁縫箱を見るが、そこにはほとんど何も残っていない。箱の底の方に作りかけの刺繡入りハンカチを入れていたはずだ。刺繡の授業を受講できないため、独学による作品だ。

　それも、ない。

　さあっと青ざめたレリンの背後で、ジェーンが声を上げた。

「おっ、あっちに一枚行ったよ、レリン。あのサイズは……ハンカチかな？」

「っ、ありがとう、取ってくるわ！」

「はーい！」




　ジェーンが教えてくれた方へ、レリンは急いだ。以前の授業で製作したハンカチと違ちがい、これは貴重な純白の木も綿めん製だ。お小こ遣づかいを貯ためて生き地じを購こう入にゆうし、丁てい寧ねいに刺繡を入れようと時間を掛かけて作っていた。一いつ般ぱん的な木綿よりもデリケートなので、小枝などに引っかかると破れてしまうかもしれない。

（穴や解ほつれだけは勘かん弁べんして……！）

　そう祈いのりながら校舎の角を曲がり、砂じや利り道の広がる広場に出る。この辺りは馬車停どめの場所にもなっており、足元はでこぼこしているし砂すな埃ぼこりも激しい。

　泥どろならば洗えばなんとかなるが、破損だけは免まぬかれたい。不安に胸をざわめかせつつ白いハンカチを捜さがすレリンだが。

　ここからはちょうど、隣りん接せつする上級学校の校舎が見える。そんな砂利道の先で、背の高い人物が腰こしをかがめ、何かを拾い上げたところだった。

　その人が手に持っているのは、白いハンカチ。

「あっ……！　あの、すみません……！」

　走りながら声を上げたため、途と中ちゆうから咳せき込んでしまう。昔から体力には自信がないのだ。

　ハンカチを拾った人物は驚おどろいたように顔を上げ、砂利道の途中で立ち止まってぜえぜえ息をつくレリンを見て動きを止めた。そしてレリンもまた、こちらを見つめる人物を目にして息を吞のむ。

　学校の誰だれかかと思った。教師か、女子生徒か。

　だがその人は女性ですらなかった。聖堂学校の敷しき地ち内だというのに。

「……男の人？」

　秋風が吹く。

　レリンのフードが外れ、内巻きの茶色の髪かみが露あらわになる。

　レリンの目の先でも風が吹く。ハンカチを拾った男性の、柔らかそうな赤金きん髪ぱつが揺ゆれる。

　体たい軀くを引き締しめる漆しつ黒こくの軍服姿に、胸には階級を示すバッジ。レリンは軍事階級に明るくないのでそれがどの階位を表すものかは分からないが、一般兵でないことは確かだ。

　女子校の敷地内に男性がいること、その男性がレリンのハンカチを持っていることに戸と惑まどい、レリンはすぐには動けなかった。

（こ、こういうときは、どうするんだっけ？）

　ここはハンカチを拾ってくれたことに素す直なおに礼を言うべきか、それとも男子禁制の校内にいる男に対して悲鳴を上げて警備兵を呼ぶべきか。

　逡しゆん巡じゆんするレリンよりも先に、男性の方が行動を再開した。彼はレリンがハンカチの持ち主だと察したのだろう、長い脚あしで歩み寄ってきて恭うやうやしく礼をする。学校で一応の礼れい儀ぎ作法を習っているレリンでもはっとするような、気品に満ちたお辞儀だ。

「こんにちは。聖堂学校のお嬢じよう様さまですね。ひょっとして、このハンカチはあなたのものですか？」

　男性の声は、耳じ朶だをくすぐる心地ここちよいテノールボイスだった。

「……は、はい、そうです」

　舌がもつれそうになる。

　相手はとても丁寧な紳しん士しのようだ。レリンは今まで、男性と接したことがほとんどないため、どう話を続ければいいのか分からない。だが、だからといって礼もせずにハンカチを取り返すのはよろしくない。

　ハンカチを拾ってくれた恩人の顔を見ようと、レリンは面おもてを上げ──

「……『王子様』？」

　つい、ぽろっと出てしまった。

「え？」

　不思議そうな声が返ってくる。レリンははっと己の口を手で塞ふさぐが、時既すでに遅おそし。
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　見み目め麗うるわしい、「黒くろ騎き士し団」の青年。眩まぶしい赤茶色の髪に、鋭い青緑色の目。成人男性にしては体の線は細いようだが、グラウンドで見かけたあの剣けんの太刀たち筋すじから、「黒騎士団」の実力を量り知ることができる。

　そんな彼の姿から裁さい縫ほう教室のクラスメートが勝手に付けた渾あだ名なが、「王子様」。捻ひねりも何もない呼び名だ。

　レリンのハンカチを拾ってくれた紳士はまさに、あの「王子様」である。皆みながあまりにも王子様王子様と連呼するので、つい口を衝ついて出てしまった。今までは教室の窓から覗のぞき見するだけだった高たか嶺ねの花が、今ここで、レリンの前に立っている。白手て袋ぶくろが塡はめられた手にレリンの粗そ末まつなハンカチを持ち、恭しく差し出してくる。

　──そう、まさに絵本に出てくる、王子様のように。

　ぼん！　とレリンの顔から火が出る。おそらく今、自分は紅葉した落ち葉のように、はしたないくらい赤面していることだろう。

（わ、私ったら何てことを！）

　真っ赤な顔のまま硬こう直ちよくしてしまったレリンをよそに、青年は「王子様か……」と口の中で呟つぶやいた後、持っていたハンカチを改めてレリンの方に差し出してきた。

「申し訳ありませんが、私は王子と名乗れるような身分ではございません。それでもよろしければ、こちらを受け取っていただけませんか？」

「っ！　もちろんです！　ありがとぶございます！」

　慌あわてて返事をするものだから、途中で舌を嚙かんでしまった。痛い。舌よりも、心が。

（恥はずかしい……せめて少しでも上品に、優ゆう雅がに対応したかったのに……！）

　みっともない失態にますます頰ほおに熱が上り、いよいよ涙なみだがこぼれそうだ。男性からハンカチを受け取って胸むな元もとに抱だきしめ、レリンは頭がぐつぐつ煮にえたぎりそうになって俯うつむく。

　直視するだけで心しん拍ぱく数すうが上がってしまうような、美しい騎士の青年。ハンカチを差し出す動作は洗練されており、彼の手に泥にまみれたハンカチを持たせたことさえ、凄すさまじい罪であるかのように思われた。

　ヨランダたちがきゃあきゃあはしゃいで「王子様」と呼ぶ気持ちもよく分かる、おとぎ話に出てくるような騎士様。それに対して、はしたなく赤面するし貧相な身なりだし舌も嚙むしで、残念な自分。

　これ以上泥を付けないようにハンカチを上着のポケットに入れたレリンは迷いつつも、青年に声を掛ける。もう舌を嚙まないよう、努めてゆっくりと。

「あの、本当にありがとうございました。……その、どうしてこちらへ？」

「男性である私がなぜ聖堂学校内に、ということですね。実は私は本日、フランチェスカ王国王女ルディア殿でん下かの護衛として参りました。普ふ段だんであれば男子禁制の聖堂学校にも、特例ということで入校許可をいただきました。もうじき殿下が到とう着ちやくされるので、見回りをしております」

「そう、でしたか……お勤め中にお手を煩わずらわせてしまい、申し訳ありません……」

　やはり相手は、自分ごときが気軽に接することができるようなお人ではなかった。

　普段は剣術師し範はんとして上級学校に招かれ、本日はルディア王女の護衛に選ばれるような「黒騎士団」のエリート。

（どうしよう、こういう時って改めて丁てい重ちようにお礼を申し上げるべき？　それともお仕事の邪じや魔まにならないように、さっさと退散するべき？）

　これからどう動こうか迷うレリン。今まで「黒騎士団」と話をすることなんてなかったので、これからどういう風に話を持っていけばいいのか、分からなかった。

　──レリンは俯いていたので、気づかなかった。

　戸惑うレリンの旋毛つむじを、騎士の青年が見つめていたことに。

　何かを思い出そうとしているかのように、目を細めて──

「レリーン！　ハンカチ見つかったー……あれ？」

　のほほんとした明るい声。この声に助けられたのは、本日で二度目だ。

　校舎の陰かげからのんびりと歩いてきたのは、ジェーン。拾った端は切ぎれを腕うでに抱かかえているが、彼女はレリンと、レリンと向かい合う青年を見て片かた眉まゆを跳はね上げる。

　そしてジェーンの小さな唇くちびるがすぼまり、ぷふっ、とおどけたような音を立てた。

「あらやだー、お取り込み中？」

「それはこ」

「ちっ、違うわよっ！」

　青年が何か言いかけたがそれより早く、レリンは振ふり返って大声で否定する。

（わ、私が騎士様と「お取り込み中」なんて！　ありえない！）

　騎士の前で無礼な行こう為いをしてはならないとレリンは全力で否定するが、レリンの隣となりまで来たジェーンはニヤリと笑えみを浮うかべ、青年を見上げて小さく口笛を鳴らす。

「格好いいお兄さんじゃない。学校内でレリンをナンパするなんて、やるわねぇ」

「……めっそうもございません」

「レリンはかわいいから、声を掛かけたくなる気持ちは分かるけど。取り込むならよそでやってねー。ここは人目もあるから」

「ジェーンっ！」

　声が裏返る。

　見ず知らずの青年にもズバズバと失礼なことを言うジェーンに、レリンは気を取られていた。そのため、青年がヒクヒクと頰を引きつらせ、射殺すような眼まな差ざしでジェーンを睨にらんでいたことに気づかなかった。

「あのねっ、こちらの騎士様は私のハンカチを拾ってくださった親切な方で……すみません、ジェーンに悪気はないのです」

　ジェーンに説明した後、急ぎレリンは振り返って青年に謝罪する。

　とたん、青年はそれまでジェーンに向けていた険悪な眼差しを引っ込め、目め尻じりを垂らしてレリンに微笑ほほえみかけた。その変わり身の早さたるや。一部始終を見ていたジェーンは、ククッと低く笑う。

　青年は萎い縮しゆくするレリンを労いたわるように優やさしく見つめ、首を横に振った。

「構いませんよ。さあ、そろそろ殿下の馬車が到着します。この辺りは行列になるでしょう」

「そう、ですね……あの、本当にありがとうございました」

「いいえ、こちらこそ」

　何が「こちらこそ」なのかは分からないが、青年の機き嫌げんは始終よさそうだったので、気にすることではないのだろう。

　謝罪は述べた。やるべきことは終わった、はずだ。

　レリンは頭を下げた後、ジェーンが抱えていた布をごそっと回収し、逃にげるように青年に背を向けた。胸が、ドキドキ鳴っている。

（とても、素す敵てきな人だった）

　足早に歩きながら、レリンは思う。

（王子様みたいに格好よくて、優しい人。でも、私とは全然違ちがう人）

　今日の出来事は、一生に一度、あるかないか──なくても当然と言えること。平民の娘むすめが「黒騎士団」にハンカチを拾ってもらい、しかも少しではあるが言葉も交かわせるなんて。

（もう二度と、お話しすることなんてできないよね……）

　明日からはまた、上級学校のグラウンドに立つ彼を遠くから見つめるしかできない。優しい甘さを含ふくんだ低い声はもう二度と、聞くこともできないだろう。

　レリンはそっと、自分の頰に冷たい手の平を当てた。

　まだそこは、ほんのりと温かかった。




　茶色の髪かみの女子生徒が、足元も怪あやしげに立ち去っていく。

　後に残された「ジェーン」はしばし、友人の背中を見つめていた。そして青年を振り返り見、ニヤリと──とてつもなく意地の悪い笑みを浮かべ、とてとてと友の後を追っていった。

　青年は腕を組み、片頰を引きつらせて「ジェーン」を見送る。

「……何やってるんだ、あの人は……」

　低い声で呟く。先ほど茶色の髪の少女に別れの挨あい拶さつをしたときとは雲うん泥でいの差の、苛いら立だちを含んだ唸うなるような声だ。

　青年はくしゃりと己おのれの前髪を握にぎり潰つぶす。「ジェーン」を見ているとついつい表情を引きつらせてしまい、先ほどは茶色の髪の少女──レリンに己の歪ゆがんだ顔を見せないよう、取り繕つくろうので必死だった。

「……フォルス」

　ざわり、と風が吹ふく。

　名を呼ばれ、青年は振り返った。そこには自分とお揃そろいの「黒くろ騎き士し団」の制服を着た騎士が。

　彼の身長は自分よりも高く、体格もいい。大おお柄がらな騎士は、聖堂学校の正門の方を手で示した。

「『姫ひめ様』の馬車が到着する。路程は始終良好。そろそろ配置に付くぞ」

「了りよう解かい、ジオ」

　青年は片手を挙げて答え、先に歩きだした同どう僚りようを見送った後、ふと顔を上げた。

　緩ゆるい茶色の巻き毛を持つ少女。

　拾ったハンカチには作りかけの刺し繡しゆうが施ほどこされていた。きっと、彼女の手作りだろう。

　あの頃ころから、彼女は刺繡の練習を頑がん張ばっていたのだから。

　──レリン、とその名を呼ぶ。

　その声は自分でも驚おどろくほど甘く、とろけるような響ひびきを持っていた。
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　ジェーンが編入してきて、半月ほど経たった。

　不思議な少女ジェーンはあっという間に同級生に馴な染じみ、ヨランダたちともお喋しやべりする姿が見られるようになった。一方、単独行動を取ることもあり、一人でふらふらと廊ろう下かを歩く姿もしばしば目もく撃げきされる。

　明るく活発な彼女だが、裁さい縫ほうの上達に関してはまだまだ厳しいものがあった。

「とても独創的なのだけど、評価の材料にするのは難しいってさ」

　席に戻もどってきたジェーンは、たった今返へん却きやくされたばかりの自作品を目の高さに掲かかげ、首を捻ひねっている。

「私としては、とってもいい出来なんだけどなぁ。レリンはどう思う？」

「えっ」

　意見を求められたレリンは、返答に窮きゆうした。

　ここ十数日のレリンの努力により、ジェーンの作品は糸の固まりになることなく、なんとかハンカチとしての原形を保てるようになっていた。

　しかし。

（どうやったらこんなに糸が飛び出るの……？　玉結びは巨きよ大だいだし、生き地じは伸のびてるし──この黒い水玉模様って、血だよね？）

　そっと、隣の席のジェーンを見る。満面の笑みでレリンの評価を待つジェーンの左手の指には、包帯が巻かれている。何度も指を刺さすので、その都度レリンが手当てをしてやっているのだ。いちいち教きよう壇だんまで救急用品を取りに行くのも面めん倒どうなので、今ではレリンとジェーンのテーブルの脇わきに、小さな救急箱を置いておくようにしていた。

　そんなジェーン渾こん身しんの作品は、シスター・イデアが返却する気持ちもよく分かる、たいへん前衛的な逸いつ品ぴんであった。

「……うん、まあ、今まで見たことないような斬ざん新しんなデザインね」

「うふふ、ありがとう！　ここまで作れるようになったのはレリンのおかげだからね。それ、シスターには返されちゃったし、よかったらもらってくれる？」

　言葉に詰つまったのは、一いつ瞬しゆんだけだった。

　ジェーンは、自分の裁縫の腕うで前まえが壊かい滅めつ的である自覚はないようだ。だが彼女は一度始めたことを途と中ちゆうで投げ出したり、やけになったりしない。糸が解ほつれ、布が伸びながらも、文字通り血と汗あせで作ったジェーンの渾身の作品なのだ。受け取らない理由はない。

　すぐにレリンは笑顔になり、ハンカチを受け取った。デザインが弾はじけているだけでなく、異様に重い。糸を大量に使ったからだろうか。

「ええ、もちろん。大切に持っておくわ」

「できたら毎日、手て拭ふきに使ってね！」

　さすがにその言葉には、諾だくの返事をすることはできなかった。




　裁縫の授業が終わり、レリンとジェーンは並んで教室を出た。

　のんびり廊下を歩くレリンたちの脇を、「今日提出の課題がー！」と絶ぜつ叫きようしながら猛もうスピードでヨランダたちが駆かけ抜ぬけていく。廊下を走るのはご法はつ度となのだが、彼女らは一刻も早く図書館に行きたいのだろう。レリンはヨランダたちの邪じや魔まにならないように道を譲ゆずった──のだが。

「あっ……！」

　裁縫箱の上に載のせていたジェーンのハンカチが落下する。普ふ通つう、ハンカチが落ちたくらいなら音はしないはずだが、このハンカチは落ちたときにコトンと音がした。重量がある証あかしだ。

　ハンカチを拾おうと、レリンはその場にしゃがむ。それに気づいたジェーンも足を止め、振ふり返った──が。

　──ぐしゃり、とレリンの目と鼻の先で、ジェーンのハンカチが踏ふみにじられた。

「あら……嫌いやだわ、雑ぞう巾きんを踏んでしまいました」

　おほほ、と頭上で響く高笑い。おそるおそる視線を上げたレリンは、自分を見下ろす女子生徒とばっちり目線を合わせてしまう。

　とたん、どくっ──と心臓が大きく拍はく動どうし、直後には冷水を浴びせられたかのように体中が震ふるえてくる。

（貴族の、お嬢じよう様さまだ……！）

　ハンカチに気を取られて、彼女らが接近していることに気づかなかった。いつもならすぐさま道を空けて、面倒事に巻き込まれないよう自衛に努めるのに。

　レリンよりひとつかふたつほど学年が上だろう、艶あでやかな美び貌ぼうの女子生徒。彼女は取り巻きの友人たちがくすくす笑う中、ぐりぐりとハンカチを踏みつけてくる。その行動で、彼女が偶ぐう然ぜんハンカチを踏んだのではないことが分かった。

「……立って。行こう、レリン」

　その場に固まってしまったレリンの肩かたに、温かい手の平が触ふれる。囁ささやいてくるジェーンの声も、いつもより少しだけ強こわばっているように感じられた。

「あれなら、もういいから」

　気き遣づかうようなジェーンの声。だが今はその言葉に、素す直なおに頷うなずくことができなかった。

「……よく、ない」

「え？」

　──立ち向かうのは、怖こわい。体が震える。

　でも──どうして、あのハンカチを見捨てられるだろうか。

　指を何度も刺しながら、傷を拵こしらえながら、ジェーンが一いつ生しよう懸けん命めい作ったものなのに。

　震える己の体を叱しつ咤たし、レリンは唇くちびるを嚙かみしめて令れい嬢じように向かって頭こうべを垂れた。

　──レリンの行動に、周りにいた者たちがざわめく。

「申し訳、ありません。どうか……それを返してください。大切なものなのです」

「はい？……このような雑巾が？」

　令嬢も、まさかレリンが頭を下げてまでしてハンカチの返却を求めるとは思わなかったのだろう。声が若じやつ干かん裏返っている。

「っ、はい！　お願いします！」

「…………馬ば鹿かみたい。行くわよ、皆みんな」

　嘆たん息そくと共に、足が退どかれる。興を削そがれた令嬢が取り巻きと共に去っていくのには目もくれず、レリンはボロボロになったハンカチをそっと手に取った。

（ひどい泥どろ……でも、よかった。穴は空いてないし、大きな解れもなさそう）

　これくらいなら、軽く手洗いすれば大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ほっと息をついて立ち上がったレリンだが、傍かたわらに立っていたジェーンは戸と惑まどったように眉まゆを寄せていた。

「……レリン、そこまでしてくれなくてよかったのに」

「ううん……ごめんなさい、ジェーン」

「ん？　なんで謝るの？」

「……言い返せなかった」

　──雑巾、とジェーンのハンカチを詰なじった令嬢。

（違ちがう、と言えなかった……）

　それは雑巾なんかじゃない、と言えなかった。これでは令嬢と同じように、レリンもまたジェーンの渾身の作品を馬鹿にしたことになる。

　レリンの思いを察したジェーンが、息を吞のんだ。目ま深ぶかに被かぶったフードの奥で、赤茶色の目が見開かれている。

「何を言っているの！……私一人ならなんとでもしてやったけど、レリンはそうもいかないじゃない。それに、あんな連中に頭を下げるくらいなら、ハンカチ一枚くらい見捨ててくれてもいいのよ！　私だって、それがレリンたちのよりお粗そ末まつなのは分かってる。言い返す必要なんて、もともとないのに！」

　眦まなじりを決して、ジェーンは声高く主張する。貴族の令嬢を「あんな連中」なんて呼ぶのも末すえ恐おそろしいことだが、それでもやはり、ジェーンの言葉に頷けなかった。

（私に、もっと勇気があれば）

　もっと勇気があったら。嫌なことは嫌と言い、理り不ふ尽じんに立ち向かえるほどの力があったなら。

（いろいろなことが、もっとうまくいったのに）




　とぼとぼと歩き去っていくレリンの背中を、ジェーンはしばし見つめていた。やがて、その瑞みず々みずしい唇の端はしが持ち上がる。

「……やっぱり、あなたがいいわ。レリン」

　フードに隠かくれて周りの者には見えないが、そう呟つぶやいた時のジェーンは何かを企たくらむような、不敵な笑えみを浮うかべていた。







「そろそろ倉庫の端は切ぎれもいっぱいになってきました。今回も、よかったら譲りますよ」

　シスター・イデアがそう教えてくれたのは、今朝のことだった。

　去年くらいから、シスターは倉庫に溜たまった端切れをレリンに譲ってくれていた。レリンが裁さい縫ほうの授業を誰だれよりも楽しんでいるところに目を付け、「布たちを有効に活用してほしい」と、逆にシスターからお願いされたのだ。

　端切れでも、縫ぬい合わせればクッションカバーにもぬいぐるみにもなる。細切れになってしまったものでも、枕まくらなどに入れれば綿代わりの詰つめものに生まれ変わる。練習用にいくら布があっても足りないくらいのレリンにとっては、これ以上ないご褒ほう美びだった。

　おかげでレリンは、一日の授業を上じよう機き嫌げんで過ごすことができた。苦手な詩しい歌かの授業も、放課後のことを思うとちっとも苦だとは思わない。ジェーンにも「何かいいことあった？」と聞かれてしまうくらいだ。

　裁縫教室準備室の奥には、シスター・イデアが端切れをしまっておく倉庫がある。それ一枚ではハンカチさえ縫えないだろう様々な形の布であるが、すぐ捨てるのはもったいないからとひとまず保管しているのだ。

　レリンは本日の授業を終えると、シスターから鍵かぎ束を借りて倉庫へと急いだ。

　生徒は普通、準備室には入らない。そのため室内は教材や教科書などが積まれており雑多な様子であるが、奥にある倉庫は違った。レリンが今日の夕方に来ることが分かっていたからか、シスターはレリンが作業しやすいよう、倉庫の中はきちんと整えてくれていたのだ。

「……ふわっ！」

　倉庫をランプで照らしたとたん、思わずレリンは声を上げてしまった。

　寮りようにあるレリンの自室の四分の一ほどのあまり広いとは言えない小部屋だが、壁かべ際ぎわの棚たなには所ところ狭せましと箱が載せられている。そこにこんもりと積まれた、端切れたち。素材と色ごとに箱を分けてくれていて、大小様々な布がレリンの到とう着ちやくを待ってくれていた。

「素す敵てき！　ありがとうございます、シスター！」

　今ここにシスターはいないが、レリンは何度目になるか分からない裁縫教師への感謝の言葉を口にする。そして持っていたランプを壁かべに吊つるし、上着の袖そでをまくった。

（よし、待っていなさい、可愛かわいい布たち！）

　ポケットから「作りたいものリスト」を取り出し、レリンは目を輝かがやかせて布入りの箱に飛びついた。




　端切れを保管している倉庫があるのは、準備室のさらに奥。面積は狭せまいが壁の素材は頑がん丈じようなので、辺りの音も人々のざわめきも耳に入らないし、時の流れさえ意識から追い出してしまう。

　レリンの端切れ捜そう索さく意欲の炎ほのおがようやく収まった頃ころには、準備室はすっかり濃こい闇やみで包まれていた。

（ついつい長居しちゃった）

　箱いっぱいに端切れを詰め、レリンは倉庫に鍵を掛かける。長時間、箱を持ち上げたり背せ伸のびしたりしゃがんだりを繰くり返したので、体の節々が痛い。しかも倉庫はひんやりとしていたので、体は冷えてしまっている。

　それでも、たくさんの戦利品を手にできたレリンはほくほくの笑顔だ。

（すぐに取りかかろう！　冬用の布ふ団とんカバーを新調しないと！　あ、ジェーンへのお返しに何か作ろうか……いや、先にご飯か）

　食事抜ぬきにしてでも作業をしたいところではあるが、育ち盛りの体に一食抜きは後で辛つらくなると、分かっている。夕食抜きで作業に没ぼつ頭とうし、夜中に空腹で目が覚めてしまったことが前にもあるのだ。

　空腹で眠ねむれぬ夜を過ごすのは、もうこりごりだ──

　ふっと意識が遠のきそうになり、慌あわてて首を振ふって踏ふん張る。ここは、聖堂学校。あの湿しめっぽい地下室ではない。

　端切れから勇気をもらうようにぎゅっと、箱を抱かかえる。ランプを一いつ旦たん脇わきのデスクに置き、レリンは準備室から教室に繫つながるドアを開けようと、ノブに手を伸のばす。

　──だが、レリンがノブを摑つかむより早く。

　ドアが反対側から叩たたき開けられた。

（えっ？）

　状じよう況きようを察するより早く、黒くて大きな何かが目の前に立ちふさがる。そして太い腕うでが伸びてきて、啞あ然ぜんとするレリンの首の後ろを摑んでその場に引きずり倒たおしてきた。

「きゃっ!?」

　目の前の世界がひっくり返り、体に鈍にぶい衝しよう撃げきが走る。

　気が付くと、床ゆかに叩きつけられるように俯うつぶせにされていた。顔面を床に打ち付けなかったのは、こんな非常事態でも布入りの箱を手放さなかったおかげである。

「貴様がレリンだな」

　頭上で響ひびく、唸うなるような男性の声。レリンの後頭部と背中を押さえて拘こう束そくしてくるその男の声に、じたばたもがいていたレリンは息を吞んだ。

　レリンが親の敵でもあるかのような、明らかな殺意を孕はらんだ低い声。それを耳にし、レリンののどからヒッと悲鳴が上がる。

　ぐっとレリンの後頭部が圧あつ迫ぱくされる。呼吸すらままならず咳せき込むレリンだが、次に飛んできた声を耳にして目を瞬またたかせた。

「待ちなさい、ジオ！　誰が引きずり倒せと言ったの！」

　一いつ瞬しゆん、聞き間ま違ちがいかと思った。

（い、今の声は……？）

「ジェー……げほっ」

「黙だまれっ！」

「やめろ、ジオ」

　冷静な声。どこかで聞いたことのある、艶つやのある男性の声。

　とたん、レリンの体を押さえつけていた腕がすっと遠のいた。しかし拘束が解かれても、意識がもうろうとしていたレリンは、自力では立ち上がることすらできない。

　そんなレリンの体を、別の腕が抱だき上げてくれた。レリンを容よう赦しやなく押さえつける腕ではない。硬かたい筋肉で包まれているが、レリンを労いたわってくれる優やさしい両腕。

　両脇から腕を差し込まれ、上体を持ち上げられる。レリンの胸と床に挟はさまれてぺたんこに潰つぶれてしまった紙製の箱が、ぽてっと床に落ちた。

　そのまま背中を支えられ、レリンは床に座り込む形で起き上がることができた。少しだけぶれる視界の向こうから、こちらに駆かけてくる少女は──

「ジェーン……？」

「そうよ！……ああ、嫁よめ入いり前の乙女おとめの肌はだに、なんてこと！」

　今のジェーンは、いつも目ま深ぶかに被かぶっているフードを取り払はらい、三つ編みを解ほどいて柔やわらかな金きん髪ぱつを露あらわにしていた。窓から差す月光を受け、整った横顔が輝く。

　ジェーンは心配顔でレリンの顔に触ふれ、頰ほおに付いていた埃ほこりを取り払ってくれた。

「ごめんなさいね、乱暴して……ジオドール、わたくしの話を聞いていなかったの!?」

「……レリンという少女が準備室にいるはずなので、連れてこいと」

「そうね。でも続けて、彼女はわたくしの友人だから話がしたい、とも言ったわよね？」

「それは……まあ、そうですが……」

　ジェーンの叱しつ責せきに、狼狽うろたえたような男の声が答える。レリンを問答無用で引きずり倒した、あの大おお柄がらな男の声だ。先ほどの暴行を思い出し、びくっと体が震ふるえる。

　大柄な男性におびえるレリンに視線を戻もどし、ジェーンは申し訳なさそうに眉まゆを垂らす。

「……本当にごめんなさい、レリン。うちの暴走騎き士しには後できつーく言っておくから」

「……いえ、あの、それよりも……」

　ジェーン。聖堂学校内にいる男性。騎士。

（これって、どういう状況？）

　レリンの疑問を受け取ったジェーンは、ふーっと息をつく。

「……本当はもっと穏おん便びんに事を進めたかったのよね。もし気分が優すぐれないなら、一旦休んでもらって後日話をするけれど……」

「いえ、今聞くわ」

　レリンははっきりと答えた。ジオドール、という男に引きずり倒されたのはなかなかショックな出来事だが、だいぶ気持ちも落ち着いてきた。ジェーンに叱責されたからかジオドールは部屋の隅すみに引っ込んでいるし、近くにはジェーン以外いない──

（……ん？　この、私の体を支える腕は？）

　ゆっくり、振り返る。何も言わずレリンを支えてくれていた人も、レリンを見下ろしてくる。

　薄うす暗ぐらい教室内では、彼の髪かみや目の色を正確に読み取ることは難しい。だが月光に照らされる端たん整せいな顔立ち、そして優しい眼まな差ざしは間違えようもない。

　──もう、話すことなんてないと思っていた。

「王子様……？」

「おや、またそのように呼んでくれましたね」

　またしても彼を「王子様」呼びしてしまったレリンだが、対する彼は頰を緩ゆるめ、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　先日、校内の広場で出会った「黒騎士団」の青年。ハンカチを拾ってくれた紳しん士しな彼が、今、大きな手の平でレリンの背中を支えている。それに気づき、レリンはぎょっと目を瞠みはった。

（……わ、私、「王子様」に抱えられている!?）

「も、申し訳ありません！」

　慌てて彼と距きよ離りを取ろうとしたレリンだが、青年は首を横に振り、立ち上がろうとするレリンの肩かたを押さえてジェーンに向き直らせた。

「このままで構いません。……どうか、彼女の話を」

「あ……」

「王子様」再来の驚おどろきで、目の前にいるジェーンの存在を忘れていた。

　急ぎ姿勢を正すレリンだが、ジェーンは無視されて憤いきどおるどころか、何かおもしろいものでも見つけたかのように唇くちびるの端はしを上げ、くつくつと笑っている。

「……ふふ。やっぱりあなたでよかったわ」

「……私？」

「そう。わたくしはあなたに、お願いしたいことがあるの」

　ジェーンの一いち人にん称しようが変わった。レリンはごくっと唾つばを吞のみ、いつもの飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きの欠片かけらもないジェーンを見つめる。

「わたくしはあなたのような人がほしかったのよ。だから、伝えるわ。……わたくしの本当の名は、ジェーンではないの」

　ジェーンは──否いな、ジェーンであった少女は、ほんの少しだけ寂さびしそうに微笑む。

「わたくしは、ルディア・レイ・ステイラー。フランチェスカ王国第二十三代女王メルテルの娘むすめよ」

　ルディア。王国の王女で、次期女王の座を約束された王太子。

　取り巻きに囲まれているはずの王女が、平民である自分ではお目に掛かかることもできないと思っていた王女が、今目の前でしゃがんでいる。

（ジェーンが……王女様……？）

　レリンは目を瞬かせた。どうやらジェーンはとてもおもしろいジョークを言っているようだ。

「噓うそ……？」

「貴様！　姫ひめ様が噓を吐つくとでも……！」

「黙ってろ、ジオ。姫様たちの邪じや魔まをするな」

「フォルスの言う通りよ。ちょっと黙ってて、ジオ」

　ジオドールと、フォルスと呼ばれた「王子様」が言い合っている。だが彼らの言葉が、これが夢でも噓でもない、真実であると告げていた。

　ジェーン──「姫様」と呼ばれた少女はレリンの言葉に気を悪くした様子もなく、「本当よ」と微笑む。

「まあ、すぐに信じろという方が難しいわね。でも、これは真実。わたくしはいろいろと事情があって、聖堂学校に編入した。詳くわしいことは言えないけれど、わたくしにはあなたのような人が必要だったのよ」

「王女様に、私が……？」

　まだどことなくぼんやりとしたまま、レリンは問う。

（王女様が私を必要とするなんて……あり得ないわ）

　レリンがまだ夢ゆめ見み心地ごこちなのに気づいたのか、ジェーン──ルディア王女はぷくっと頰を膨ふくらませ、レリンの額を指先でつついてきた。

「もー、本当だって。お城とかでは猫ねこを被っているだけで、わたくしはルディアなの」

「で、でもそうだとしても、どうして王女様が私を？」

「ん、理由はいろいろよ。でも、王女が一いつ般ぱん市民と仲良くなっちゃいけないって法律はないわ。むしろこれからの世の中、交友関係は広げていくべき。簡単に言うと、レリンはわたくしにとっての、一般市民の友だち一号よ」

　レリンは目を瞬またたかせ、ルディアの顔を凝ぎよう視しする。さすがに頭ははっきりしてきたし、これが夢ではないとも分かってきた。

（王女様に、平民の友だちが必要……）

　ルディアは、全すべてを語っているわけではないのだろう。どうして中ちゆう途と半はん端ぱな時期に編入をとか、どうして平民ととか、どうして正体を明かしたのかとか、疑問はいくらでもある。

　だが、王女はレリンを必要としている。部下や使用人としてではなくて、友だちとして。

　ルディアは微笑む。

「わたくしは、これから先もあなたのよき友でいたい。いつものように一いつ緒しよに裁さい縫ほうをして、お喋しやべりをして、怪け我がをしたときには手当てをしてもらったりもして──」

「なっ！　姫様のそのお怪我は、この女が──」

「もうおまえ黙だまれ、ジオ」

　言い合いをする男二人には目もくれず、ルディアは厳おごそかな口調で続ける。

「……今はまだ、全てを語ることはできない。でも、どうかこれからもあなたのクラスメートでいさせてほしい。……あなたをわたくしたちの問題に巻き込ませることは、決してしないわ」

「王女様……」

「私のことは、これからもジェーンと呼んで。今くらいは、ただの女子生徒でいたいからね」

　そう言って儚はかなく笑うルディアの顔を、レリンは見つめる。

　レリンはフランチェスカ王国国民である。民たみの忠誠は、偉い大だいなる女王にある。

　だとすれば、王女ルディアの願いを受け入れ、彼女の友としてこれからも生活することがレリンの、国民としての義務である。

（……ううん、義務だけじゃない）

　レリンは、気づいていた。

　先ほどからルディアは、笑う時にほんの少し寂しそうにしている。王女の命令ではあるが、レリンに拒こばまれることを危き惧ぐしているかのように。

（私は、ジェーンと共にいたい）

　それが、レリンの願いでもあるから。

「……分かりました──いえ、分かったわ、ジェーン」

「……ありがとう、レリン」

　王女はほっと息をつき、その美び貌ぼうに貼はり付けられていた悲ひ哀あいの表情をかなぐり捨てて手を差し出してきた。

　差し出された手を、迷うことなく握にぎり返す。

　握った手の指には、あちこち包帯が巻かれていた。
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　夕ゆう闇やみに包まれる教室。レリンはジェーンと並んで、椅い子すに座っていた。

（今日は、満月だな）

　いつの間にか夜になっていた。夕食を食べ損そこねてしまったが、それほど空腹は感じない。

　並んで腰こし掛かける二人の脇わきでは、ジオドールとフォルスがしゃがんでいた。何をしているのかというと、先ほどジオドールがレリンを引きずり倒たおした際にぐしゃぐしゃに潰つぶしてしまった端は切ぎれの皺しわを、一いつ生しよう懸けん命めい伸のばしているところだった。

「ジオドールとフォルスは、私の専属騎き士しよ。空き教室を探して、皆みなが食事に出ている間に呼んで、定期連れん絡らくを取り合っていたの」

「でも、ここは男子禁制でしょう？　入ってくるのも困難なんじゃ……」

「いーえ、このジェーンの手に掛かればちょろいものよ」

　やけに自信満々に胸を張るジェーン。なにがちょろいのか、気にはなるが聞いてはいけないような気がした。代わりに、別のことを尋たずねてみる。

「そういえば……ジェーンって、王女編入の日よりも前にここに来ていたわよね？」

　ジェーンが編入してきたのは、今から約十五日前。王女編入の日、ジェーンは「興味がない」と言っていて、中庭で一緒にお喋りをしたではないか。

（そう、その時に「王子様」とも出会って……）

　自然と、レリンの視線は床ゆかにしゃがむ青年に注がれる。

　ジオドールと一緒に布の皺伸ばし作業をする青年の名は、フォルス。裁縫教室のクラスメートが黄色い声を上げて褒ほめ称たたえる貴公子。

　今は宵よい闇やみに紛まぎれるためか、「黒騎士団」の豪ごう奢しやな制服ではなくシンプルな黒の装束姿だが、決して見み劣おとりすることはない。額に落ちてきた髪かみを搔かき上げる動作さえ、洗練されている。

　彼はレリンの視線に気づいたのだろうか。作業の手を止めてこちらを向き、微笑ほほえんできた。

「私の顔に何か付いていますか、レリン嬢じよう？」

　優やさしく囁ささやかれ、ぞくぞくと背筋に痺しびれが走る。だがそれは決して、不快な感情ではない。

（嬢！　嬢って呼ばれるなんて！）

「い、いえ！　何でも！」

　顔に熱が上り、慌あわててフォルスからジェーンへと視線を戻もどす。

　フォルスを見てケタケタ笑っていたジェーンはレリンに見つめられ、表情を改めた。

「えーっと……何だっけ？……ああ、編入のことね。ルディア王女編入の日に来たのは、私の影かげ武む者しや。正確に言うと、その日に私の装いで編入したのが本物のジェーン。私と彼女は時々他ほかの授業中に入れ替かわっているのよ」

「そ、そんな重要なことを言ってもいいの!?」

「他の人ならともかく、レリンを騙だましきるのはちょっと難しいとは思っていたから。他にも理由はあるけど……まあ、それはおいおいね。いずれ、裁縫の授業に本物のジェーンって子が行くと思うけど、いつも通り接してくれればいいわ。ジェーンの変装は、かなりの腕うで前まえだから」

　ジェーンの説明を受け、なるほどとレリンは頷うなずく。

　ルディアはジェーンとして、先に学校に編入した。王女編入の日にやって来たのは、ルディアのふりをした本物のジェーン。架か空くうの人物を立てているのではなくルディアとジェーン、二人の人間が実存するのならば、入れ替わり作戦も通じる。

（どうして王女様が平民のふりまでして編入したのか、それは分からない──ううん、きっと私に知らされることはない）

　レリンにできるのは、ジェーンの友として彼女の学校生活のサポートを行うこと。よき友として、隣となりに立つこと。

（それが、私の願いでもあるから）

　ジェーンと離はなればなれになりたくない。

　せっかく手にした光を、失いたくなかった。







[image: ３章　夢を追うひと]




　ある日、いつも通り裁縫教室に向かったレリンは、先に着席していたジェーンの隣に荷物を下ろした。そしてジェーンに挨あい拶さつしようと顔を上げる──が。

（……あれ？）

　レリンは隣の席で教科書を読んでいたジェーンを見、内心首を傾かしげた。

（……ジェーン、だよね？）

　顔を覗のぞき込むと、ジェーンが教科書から顔を上げた。レリンの姿を見ると、その口元が笑えみを象かたどる。

「や、お疲つかれレリン」

「あ、うん」

　いつも通りの、ジェーンとのやり取りだった。

　授業が始まっても、ジェーンは相変わらずの様子だ。

「あ、あの、針をそう持つと左手が危ないわよ……」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　ほら、ちゃーんとサクサク縫ぬえ……いった──い！」

　危なっかしい割に猛もうスピードで縫っていたジェーンは、レリンの心配通り左手の親指に思いっきり針を突つき刺さして、悲鳴を上げた。最初の頃ころは驚おどろいていたクラスメートたちも、今では「ああ、またか」とばかりに苦く笑しようをこぼすのみ。壇だん上じようのシスター・イデアも新しい包帯を差し出しつつ、「いずれジェーンの指は蜂はちの巣すになりそうですね」と慈じ愛あいの笑みを浮うかべていた。

　ジェーンの手当てをするのは、レリンの役目である。ジェーンは裁さい縫ほうのみに限らず、指先を使う作業全ぜん般ぱんが苦手である。そんな彼女が、自力で左手の手当てをできるわけがない。フランチェスカ王女は、少々手先が不器用でもやっていけるようだ。

　いつも通りジェーンの指に包帯を巻こうとしたレリンは、はたと動きを止めた。

　にこにこの笑顔で左手を差し出してくるジェーン。その左手に触ふれて、気づいた。

（手の感かん触しよくが、違ちがう──）

　いつものジェーンより、少しだけ皮ひ膚ふが厚い。爪つめの形も微び妙みように違い──そして何より、一いつ瞬しゆんだけ指先をかすめた彼女の手の平には、硬かたいタコがあった。ハンドクリームをたっぷり塗ぬって隠かくしているようだが、普ふ段だんから触れているので違いが分かる。

（……ああ、ひょっとしてこれは、前にジェーンが言っていた──）

　驚き戸と惑まどったのは一瞬のこと。すぐにからくりに気づいたレリンは、何食わぬ顔で手当てをしつつ、そっとジェーンに囁いた。

「……あなたは、『ジェーン』様ですね？」

「……ご名答です」

　返ってきたのは、それまでとは全く違う、落ち着いたアルトボイス。それまでのはつらつとした声とのギャップに、レリンは一瞬怯ひるむ。容姿と動作だけでなく、声までも完かん璧ぺきに真似まねていたということだ。

　本物のジェーンが、レリンの顔を覗き込んでくる。フードの奥からちらと見える茶色の目は、王女ルディアのそれよりもほんの少し色が濃こい。

「やっとご挨拶願えましたね──レリン様。『薔ば薇ら騎士団』所属、ルディア様付き護衛騎士のジェーン・ファシエでございます」

「ば、薔薇騎士団!?」

　思わずはしゃいだ声を上げてしまい、ジェーンにシッと注意されてしまった。

　王国の騎士団は、大きく分けて二つ。男性で構成される「黒騎士団」と、女性のみの「薔薇騎士団」。フランチェスカ王国は女王を立てているため、女主君の護衛には男性騎士では難しい場面もある。そういう時、女王の側に控ひかえるのが「薔薇騎士団」の女性騎士たちである。

　白銀の鎧よろいを纏まとう凜りんとした女性騎士たちは、国の女性たちの羨せん望ぼうの的である。レリンだって幼い頃、裁さい縫ほう師し以外にも、「薔薇騎士団」に憧あこがれていた時期がある。ちなみに騎士団名に「薔薇」が入っているのは、フランチェスカの国花が薔薇だからである。

（本当のジェーン様は、騎士だったんだ……）

　レリンは咳せき払ばらいして姿勢を正し、ジェーンに向き直った。

「え、ええ！　はじめまし──て？」

「どうか気を遣つかわれずに。……姫ひめ様は現在、市民に扮ふんして街に降り、フォルスたちと打ち合わせをしております。……とはいえ、それは口実で食べ歩きでもなさりたかったのでしょう」

「はあ……」

「この後、わたくしは姫様の姿に戻って別の授業に出ます。よろしければこの後、姫様を連れ戻してきてくれませんか」

「……いいのですか？」

「はい。どうせフォルスたちの報告は数分で終しゆう了りようしていることでしょう。姫様が向かわれたのは、『フォント菓か子し店』。おおかた、あそこの新作スイーツを貪むさぼってらっしゃるのでしょうね」

　にっこり言うジェーン。彼女は王女の言動と性格を熟知しているようだ。

　ジェーンに頼たのみ事をされたレリンはしばし考えた後、頷く。

（この後なら空きコマだし……いいかな）

　それに。

（フォルス様にも、また会えるかな……）

　自分で勝手に思っておきながら、じわじわと頰ほおに熱が上り始める。

　レリンはごまかすようにせっせとジェーンの手当てをしたが、急いだせいか、いつもよりも不格好になってしまった。




「フォント菓子店」は、安くて美味おいしいスイーツが売りの老舗しにせである。店を訪おとずれるのはほとんどが女性で、たまにカップルの姿も。学校の皆みなの間では「三番区カフェ」と呼ばれている人気スポットであった。そのスイーツを食べたかったジェーンは、打ち合わせの場に無む理り矢や理りそこを指定したのだろう。

「制服で行くとお得」というヨランダの助言を胸に、レリンはドキドキしつつ街へ降りる。休み時間に街に降りるのは、校則違い反はんではない。生徒によって受講科目や授業時間が違うので、学校側としてはむしろ、自由時間を指定する方が難しいのだ。

　時間帯によっては長ちよう蛇だの列に並ばなくてはならない「フォント菓子店」だが、今はほどほどに空いていた。美男子二人を侍はべらせてパフェを頰ほお張ばる美少女の姿は、非常に目立つ。

　女店主は制服姿のレリンを見ると、口元に指を当ててウインクしてくれた。レリンは女店主に曖あい昧まいに微笑ほほえみを返し、客の少ない店内を横切って美男美女のテーブルに向かう。

「あら、やっほーレリン！　パフェ食べる？」

　パフェ用の柄えの長いスプーンを手に、ジェーン──ルディア王女が朗ほがらかに笑う。頰にクリームをくっつけてとても楽しそうな彼女の両りよう隣どなりには、ジオドールとフォルスの姿が。本日の彼らは、城下街の市民が着る簡素な普ふ段だん着ぎ姿だった。

　真っ先にジオドールが顔を上げ、レリンを睨にらみ付けてくる。今は椅い子すに座っているのでまだましだが、彼は非常に背が高くて体格もいい。胸の前で組んだ腕うでは太く、以前あの腕に引きずり倒たおされたのだと思うと、つい体が強こわばってしまう。おまけに彼は目つきが怖こわい。三白眼でレリンをじろじろ睨むものだから、近づきがたかった。

　一方フォルスは振ふり返ると、前のように優やさしく微笑んでくれた。質素な普段着を纏っていても、フォルスは格好いい。青緑色の目は目め尻じりが垂れ下がっており、甘い笑みでレリンを迎むかえる。

「こんにちは、レリン嬢じよう。うちのお嬢さんを引き取りに来たのかな？」

　辺りが大衆の場であることを慮おもんぱかってか、フォルスは以前よりも砕くだけた口調で話しかけてくる。

「は、はい。ジェーン様が呼んでまして……」

「……だそうだ。用事も終わったし、そろそろ帰るぞ」

　レリンの言葉を受け、フォルスは王女を見て告げる。先ほどレリンと挨拶した時とは全く違うぶっきらぼうな言いように、レリンは目を丸くした。

（えっ、そんな話し方でいいの？）

　不敬罪になるのではないかと心配するレリンをよそに、ルディアはつんと唇くちびるを尖とがらせてフォルスを見上げた。

「えー、まだたくさん食べたいのに」

「だめだ。……ほらジオ、パフェ魔ま神じんを連れて帰るぞ」

「フォルス、なんだその呼び名は！」

「仕方ないだろう、店の中なんだし。だいたい、情報交こう換かんだけなのにこんな場所に俺たちを連れ込んだ魔神が悪いんだろう」

「おまえ、いくら場所が場所とはいえ、何が魔神だ──」

「あーはいはい。帰ればいいんでしょ、帰れば」

　やけくそのように言ったルディアは、カップの底に残っていたコーンフレークをスプーンで搔かき集め、それをあろうことかジオドールの口に突っ込んだ。王女の暴挙に三人が啞あ然ぜんとしている間に、彼女はテーブル上のものを片づけ、荷物を担かつぐ。

「パフェ魔神はお利口で物わかりがいいので、大人しくお家うちに帰りまーす。……ほら、お会計するわよ、ジオ。あ、フォルスはレリンを送ってあげて」

「は？」

「え？」

「ぐ？」

　王女の言葉に、三人がそれぞれ声を上げた。ジオドールだけ、ルディアに「あーん」されたコーンフレークを咀そ嚼しやくしているので声がくぐもっている。レリンも、目をぱちくりさせた。

（……送る？　でも、私もジェーンも帰り先は同じなんだけど……？）

「あの、ジェー──」

「ごめんね、レリン。そこにいるムッツリ野や郎ろうを置いていくから、好きにこき使っちゃって」

「いえ、こき使うって……」

　突つっ込むのはそこではない気がしたが、レリンは動どう揺ようしていたのでそれ以上言えなかった。

（え？　つまりそれって、フォルス様と二人っきりになれってこと？）

　驚おどろいたのはフォルスやジオドールも同じだった。だがジオドールはジェーンに引きずられて会計に行ってしまった。なんだかんだ言ってこれも「王女の命令」であるため、護衛騎き士し二人は、主君の命令に逆らうことができない。

　ジオドールの腕を引っ張ったまま、ルディアが上じよう機き嫌げんで店を出ていく。カランコロン、と賑にぎやかにベルが鳴っても、レリンとフォルスはしばしその場から動けなかった。




　ルディアに放置されてしまったレリンとフォルスは、ひとまず菓子店を出ることにした。

　席を立ったフォルスがツバの広い帽ぼう子しを被かぶったので、レリンはちらちらと彼の方を窺うかがってみる。目元が隠かくれてしまう帽子なので、彼の涼すずやかな美び貌ぼうが見えなくなってしまっていた。

（日焼け防止……じゃないよね？）

　どうして被るのだろうかと気にはなるが、気軽に尋たずねていいものなのだろうか。相手は男性、しかも今まで数度出会ったことがある程度の、赤の他人なのに。

　最初の一声が分からずまごまごしていると、レリンが帽子について尋ねたがっていることに気づいたのか、フォルスは振り返って帽子のツバを指先で軽く弾はじいた。

「ひょっとして帽子、気になりますか？」

「……はい」

「俺はこれでも、結構顔が知れ渡わたっているんですよ。だからプライベートの外出時はこうして、帽子を被るようにしています。似合っていますか？」

「あ、はい。とても丁てい寧ねいな縫ほう製せいだと思います」

　レリンは素す直なおに答えた。答えてから、自分の過あやまちに気づいてはたと動きを止める。

　今、フォルスは「帽子が自分に似合っているか」を尋ねたのだ。「帽子の出来」について聞いたのではない。

（わ、私ったらなんてことを……！）

　体がさあっと冷え、その直後急速に火ほ照てりだす。

　だがフォルスはひとつ瞬まばたきした後、ふっと小さく笑った。そうして店のドアを開け、レリンの腰こしに手を宛あてがって外へと促うながす。非常にスマートな、紳しん士しのエスコートである。

「あなたは本当に、裁縫がお好きなのですね」

「ご、ごめんなさい」

「謝らないで。あなたの素直な気持ちを聞けたのだから、十分ですよ」

　フォルスは、なおも言い訳しようとするレリンの口元にそっと、己おのれの人差し指をかざす。唇に触ふれるか触れないかの位置にフォルスの指先が迫せまり、レリンは瞬きして言葉を飲み込んだ。

「今の俺たちは、騎士と聖堂学校の生徒ではなく、普ふ通つうの男女です。だから、肩かたの力を抜ぬいて街に遊びに行きましょう」

　ね？　と微笑みと共に念押しされ、レリンは言葉を失った。

　生きてきた年数、十六年。

　そんなレリンは、今まで男性と二人っきりで街に遊びに行ったことなんてない。

　しかも初めてのデートのお相手は、「黒騎士団」の見み目め麗うるわしい青年騎士。

（フォルス様と──こんなに素敵な優しい人と街を歩けるの？）

　レリンは何度も唇を湿しめし、視線を彷徨さまよわせ、悶もん々もんと悩なやんだ末、「はい」と蚊かの鳴くような声で肯こう定ていの意を表した。この一言を発するだけでも、かなりの体力を消しよう耗もうした。

（……もう、疲つかれた。一生分の勇気、使い果たしたかも……）

　勇気を振り絞しぼって答えたレリンは、そのまましおしおと俯うつむいてしまう。だがフォルスはとたんに表情を輝かがやかせ、ほっと息をついてレリンに右手を差し出してきた。

「そう言ってくれて助かりました。……それでは、行きましょうか」

「は、はい」

　まだ心臓はバクバク言っているが、心の中は非常にすっきりしている。それに何よりも──

（嬉うれしい）

　レリンは顔を上げ、今の自分に出来る精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで、フォルスの右手に己の手を重ねた。




　秋の色に染まる街を、フォルスと連れ立って歩く。

「うちのパフェ魔神は、ご存じの通り我が儘ままで自分勝手なお嬢様なのですよ。今日だって、書類を渡すだけだから物もの陰かげでやり取りするだけでよかったのに、わざわざ菓子店を指定してきて」

　フォルスは、朗ほがらかに話題提供してくれる。

「昔から、俺とジオをさんざん振り回してきて。あの行動力だけは褒ほめて差し上げたいですね」

「……そんなに昔からの仲なのですか？　あの、さっきお店で、かなり親しそうにお話しされてましたので」

　おずおずとレリンは質問してみる。口を挟はさんでいいのか、かなり悩んだ末の発言だった。

　フォルスはレリンが反応を示したのが嬉しいのか、レリンの顔を覗のぞき込んでにっこりと甘く微笑ほほえむ。おかげさまで、レリンの心臓は先ほどからフル活動しっぱなしだ。

「そうですね。俺とジオがあの人のお守りに命じられたのが、四年くらい前でしょうか。もっと上品できらびやかな職務だと思っていたのに、何度泥どろまみれの粉まみれになり、馬に轢ひかれそうになり塔とうから転げ落ちそうになったことでしょうか。あの人は俺たちに、一人の女の子として扱あつかってほしかったんですよね。だから時と場合によっては、先ほどのように敬語抜きで話をするのです。そうすると、たいそう喜ばれるのでね」

　フォルスの説明で、彼とルディアとの出会いや、フランクな発言をする理由は分かった。

　分かったけれども。

（……えーっと、職務って王女様の護衛、よね？）

　どうやら王女ルディアはレリン──否いな、多くのフランチェスカ国民が思っている以上に行動的な姫ひめのようだ。何をどうしたら粉だらけになるのかは、はなはだ疑問ではあるが。

「ジオも、愛あい想そはないけれど悪い奴やつではないんです。あいつとは見習い時代に知り合ったんですが、昔からあの通り変わっていて。この前も──っと」

　ふいに、腰を強めに引かれた。俯きながら歩いていたレリンは、あっと声を上げてフォルスの胸に倒たおれ込んでしまう。

　反射的に謝りそうになったその直後、二人の目の前を荷馬車が横切っていった。もうもうと土つち埃ぼこりが舞まい上がり、フォルスが空いている方の腕うでを掲かかげてレリンの顔に砂埃が当たらないように庇かばってくれる。

（優やさしいひと）

　たくましい腕に抱だき寄せられると、まるで彼に愛されているかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　だがすぐに、冷静なもう一人の自分が「うぬぼれるな」と叱しつ咤たしてきた。

（うん、そんなことない。彼は紳士だから、女性に優しい人なんだ）

　レリンが特別、というわけではないのだろう。

　レリンは馬車から庇ってくれたフォルスを見上げ、おずおずと微笑んだ。

「ごめんな──いえ、ありがとうございます、フォルス様」

「どういたしまして。お姫様を守るのは、騎士の役目ですから」

　そう言ったフォルスは、帽子の奥でぱちっとウインクした。気き障ざな動作なのにとても自然な感じで、またしてもレリンは言葉に詰つまってしまう。

　自分が特別なのではない。そう己に言い聞かせたばかりなのに。

「……お姫様は、えーっと……パ、パフェ魔ま神じんがいるじゃないですか」

「あれは姫なんかではありません、魔神です」

「はぁ」

　土埃が完全に収まってから、二人は再び歩きだす。フォルスはレリンより脚あしが長いのに、歩ほ幅はばを合わせてゆっくり歩いてくれる。

（楽しい）

　歩き慣れた街なのに、隣となりにフォルスがいるだけで新しん鮮せんな気持ちになれる。彼にエスコートされていると、道みち端ばたに敷しき詰められた赤い落ち葉がまるで、絵本に出てくる王城のレッドカーペットであるかのように思われる。

　素敵な騎士にエスコートされている今だけは、自分がお姫様であるかのように感じられる。

（たまには、お姫様の気持ちになっても……いいよね？）

　嬉しいような、切ないような、胸が苦しくなるような思い。

　十六年生きてきて初めての思いに切なく身を震ふるわせるレリンを、フォルスは優しい眼まな差ざしで見つめていた。




　雑談をしながらぐるりと街を歩き、聖堂学校に続く緩ゆるやかな坂道を上がっていく。

「今日はご一いつ緒しよできて楽しかったです」

　坂の中なか程ほどで立ち止まったフォルスが、恭うやうやしく頭を下げてきた。彼は上級学校の師し範はんとしての面子メンツがあるので、レリンを送れるのもここまでだった。

「いえ、こちらこそ。男の人と街を歩くなんて初めてでしたが、とても楽しかったです」

「そう言っていただけて光栄です」

　微笑むフォルスだが、ふと顎あごに手を当てて眉まゆを垂らす。

「しかし……これっきりというのも寂さびしいですね。あのパフェ魔神繫つながりで今後もお会いすることはできるでしょうが、俺は是ぜ非ひ、今後もこうしてあなたと散歩したい」

　──今後も。

　その言葉に、きゅっと胸が苦しくなる。

（今回だけじゃなくて……今後も、これからも、ご一緒できる……？）

　フォルスが、それを望んでくれている。

（勇気、勇気を出さないと……！）

　レリンは顔を上げた。おそらく本日初めてだろう、きちんと顔を上げてフォルスの目を見つめる。青緑色の目が、真っ直すぐ自分を見つめていた。

「……私も。私もあなたとまた、その……遊びに行きたい、です」

「よく言えました」

　フォルスは微笑む。傾かたむきかけた夕日が、彼の横顔を照らしていた。

「それでは……次回、あなたが縫ぬったという作品を見せてもらえないでしょうか」

「私の……ですか？　ジェ」

「魔神のは興味ないので結構です。大体予想が付きますし。……あなたはとてもすばらしい裁さい縫ほうの才能を持っていると伺うかがっております。さすがに授業風景を参観することはできないので、あなたが作ったものを見てみたいのですが……よろしいですか？」

　遠えん慮りよがちに尋たずねられると、レリンも否とは言えない。

「……分かりました」

「ありがとう、レリン嬢じよう」

　少年のように柔やわらかく微笑むフォルスにぎこちなく笑み返しつつ、最高傑けつ作さくを作っておこうとレリンは胸に誓ちかった。




　──来週の同じ時間、「フォント菓か子し店」で待ち合わせ。

　レリンは自室のカレンダーに、最近街で手に入れた貴重な赤色のペンで予定を書き込んだ。

　全体的に地味な色合いの自室に、そこだけ一足先に春が訪おとずれたかのようだった。







「もうすぐ生誕祭ですね」

　本日、ジェーンの自室にてお茶会が開かい催さいされていた。参加者は、レリンとルディア王女と本物のジェーンの三人。「女子会がしたい！」という王女たっての願いだった。もちろん、外部には極ごく秘ひである。

　本物のジェーン・ファシエの呟つぶやきに、レリンは目を瞬またたかせた。

「生誕祭……ええと、メルテル陛下のお誕生日をお祝いする日ですよね？」

「そう──っていうのは建前で、お母様の誕生日祝いを口実に、カップルがイチャイチャしたいだけなんでしょうけどね」

　ルディア王女はやさぐれ気味に言い、クッキーを頰ほお張ばる。

「親しい間あいだ柄がらの男女で贈おくり物交こう換かんをしあうと、幸福が訪れる──うちのお母様の誕生日にそんなジンクス作ったの誰だれよ、ほんっとに」

「でも、生誕祭のプレゼント交換は国も推すい奨しようしているのでしょう？　生誕祭の時期の城下街は、賑にぎわっているじゃない」

「そう。お母様はね、プレゼント交換によって経済が潤うるおうならむしろ大だい歓かん迎げいってお考えなの。それに、こういうイベント時には調子に乗って不法商売をする連中も出てくるからね。そういうのを取り締しまるのにも好都合なんだってさ」

　剛ごう胆たん敏びん腕わんで知られるメルテル女王は、皆みなが楽しむ生誕祭をも政治において有効に活用する方針のようだ。

「まあ……そんなことをおっしゃりながら、姫様、ジオに贈り物をすると張り切ってらっしゃるではないですか」

　お茶を淹いれていたジェーンが冷静に突つっ込む。彼女は本日、王女とそっくりな金きん髪ぱつをひっつめて簡素な服を着ており、お茶会の給きゆう仕じ役を担になっていた。

　ジェーンに指し摘てきされ、ルディアはえへへと照れたように笑う。

「実はそうなんだ。今年、せっかく学校で裁縫を習っていることだし、ジオに贈り物をしようと思って」

「へえ……えっ？　ということは、何かを作るの？」

「そう！」

　上じよう機き嫌げんな王女。思わずレリンはジェーンを見る。忠実な女騎き士しは何も言わず、首を横に振ふった。彼女も説得は諦あきらめているようだ。

「ジオはどんなものなら喜ぶかしら？　ジェーンとも相談しているのだけれど、いい案が浮うかばなくて……ハンカチなら、持ち運ぶのにも便利だと思うのだけど……」

　ルディアはほっそりした眉を寄せて考え込んでいる。

　彼女の裁縫の腕うで前まえは、この際不問にしておいて。

（本当に、ジオドール様のことを思っているんだ……）

　見上げるほどの巨きよ漢かんのジオドール。今までレリンが見たことがある彼は、いつもしかめ面つらだ。レリンに対しても警けい戒かい心しん丸出しで、威い嚇かくするように睨にらんでくる。

（でも、それもきっと王女様のことが大切だからなんだ）

　王女の護衛騎士であるジオドールがレリンを警けい戒かいするのは、当然のこと。ルディアもまた、そんな彼のことを信しん頼らいして、手製のハンカチを贈ろうと考えている。

（私にも、何かお手伝いできないかな……）

　裁縫の指導はもちろんできるが、それ以外にも。レリンで力になれることはないだろうか。







　フォルスとの約束の日は、あっという間に訪れた。

　いつもより髪かみを念入りにとかし、ヨランダに譲ゆずってもらったっきり引き出しにしまっていた口紅を唇くちびるに載のせてみる。これで、少しは印象もよくなるだろうか。

　そわそわするレリンに、ルディア王女も敏びん感かんに反応した。彼女は最後まで「私も行く！」と主張していたが、ジェーンがそんな彼女の肩かたを摑つかみ、にっこり微笑ほほえんで「今日は授業に出てもらいますよ、姫ひめ様」と囁ささやいていた。

　かくしてジェーンのおかげでルディアは教室に放り込まれ、レリンは無事に学校を出て約束の場所へと向かうことができた。

　今日は明け方まで雨が降っていたので、道みち端ばたの落ち葉は水を吸って煉れん瓦がの道に張り付いている。頭上の街路樹の葉にも水すい滴てきが残っており、ぴとん、と旋毛つむじの辺りに滴しずくが降ってきたので、慌あわててハンカチで髪を拭ぬぐった。水気を吸うと、レリンの髪の毛は元気に撥はねてしまうのだ。

（せっかくのお誘さそいなんだから……）

　自分で思っておきながら、かあっと頰ほおが熱を持った。

　そう、これはフォルスとの二度目のデート。しかも、フォルスの方から申し出てくれた。

　道端に残る水たまりを避よけながら、レリンは近くの店へと駆かけ寄る。きれいに磨みがかれたガラスの前に立つと、ぼんやりと自分の姿が映り込んでいた。急いで学校を出たので、制服が乱れていないかチェックする。

　髪と制服を整えてから、肩から下げたポシェットの中身もあらためる。学生証や小こ銭ぜに入れはもちろん、昨夜ゆうべ仕上げたハンカチの存在を確かく認にんして。

「……よし！」

　ポシェットの留め金を掛かけ、ふんっと大きく鼻を鳴らす。

　ガラスに映る自分の姿は、先ほどよりは少しだけ自信に満ちているように思われた。




「フォント菓子店」の女店主は大体のことを察していたようだ。彼女はレリンを見るとニッと笑い、「お連れ様なら、先週と同じ席だよ」と教えてくれた。

　女店主の言う通り、先週と同じ席でフォルスが既すでに待っていた。今日の彼もラフな普ふ段だん着ぎ姿である。シャツの喉のど元もとはボタンを数個外しているが、だらしなさは一いつ切さい感じられない。むしろ、シャツの隙すき間まから覗のぞく鎖さ骨こつが妙みように色っぽくて、目のやり場に困る。

　フォルスは顔を上げ、おずおず歩み寄るレリンを見てふっと笑え顔がおになった。

「やあ、こんにちはレリン嬢。今日もお美しいですよ」

「こ、こんにちは。フォルス様もとても格好いいです」

　舌がもつれそうになったが、嚙かむことなくちゃんと伝えられた。

　フォルスは立ち上がり、レリンの腰こしに手を回して席までエスコートしてくれた。そんな自然な動作にも、レリンの胸が甘くときめく。

　フォルスが二人分の飲み物を注文し、それらが届く前にレリンはフォルスにハンカチを見せることにした。

「お約束の品です。これは女性物なので、綿の中でも軽く、肌はだ触ざわりのいいものを生き地じに選びました。とはいえ私が扱あつかえる素材は限られているので、華はなやかさを出すために縁ふちにフリルを付けてみました」

「ほう……確かに、可愛かわいらしいデザインだな」

　手に取ってもいいか、と聞かれたので快かい諾だくする。フォルスは丁てい寧ねいな手つきでハンカチを受け取り、目の高さに持ち上げた。

「とてもきれいな縫ぬい目だ。このフリルの素材は、綿なのだろう？　一いつ瞬しゆん絹製なのかと思った」

「綿の中でも光こう沢たくのある素材を選びました。本当はレースにしたかったのですが、残念ながらレース編み用の糸がないので──その分、フリルにも刺し繡しゆうを入れたのですよ」

「本当だ。なんとも神秘的な」

　ハンカチの角度を変え、フォルスが感心したように言う。

　高級な布や糸が使えない分、デザインにこだわった。象ぞう牙げ色のフリル部分に黄色の糸でステッチを施ほどこしたので、日光にかざすとハンカチ全体が光の輪に包まれたように輝かがやいて見えるのだ。

　今手元にある素材を存分に活いかし、高級服ふく飾しよく店にも負けないような作品を作る。それが、レリンが裁さい縫ほうの授業を受けて身につけた技能だった。

「布も糸も、品質だけが命なのではありません。今ある糸や布たちを活かすも殺すも、私たち裁縫師の力量次し第だい──私は、そう考えます」

　レリンが力説すると、ハンカチをテーブルに戻もどしたフォルスが緩ゆるく微笑んだ。

「なるほど。とても勉強になりました。……あなたはとてもすばらしい裁縫師ですね」

「……い、いえ。あくまでも私の持論ですので」

「謙けん遜そんしなくてもいいのですよ。それに、すばらしいのはあなたの腕前だけではありません。布と糸たちの素材を活かそうとするその姿勢が、人としてとても尊敬できます」

「……人として？」

「はい。だからこそ、俺だけでなくあの魔ま神じんも、あなたに心を開いてしまうのでしょうね」

　目を細めて囁くフォルス。耳に心地ここちよいその声を聞いていると、胸の奥がカッカと熱くなってしまう。

（……本当に、心臓に悪いわ）

　これ以上彼の甘い声を聞いていると思考回路まで溶とけてしまいそうで、レリンは話題を変えることにした。ちょうどいいタイミングで、店員が二人分の飲み物を持ってきてくれた。ちなみにブラックコーヒーがフォルス、ハチミツ入りのレモンジュースがレリンである。

　レリンはレモンジュースを一気にあおり、口と頭の中をすっきりさせてから切り出した。

「フォルス様に相談したいことがあるのです」

「俺に？　それは光栄ですね。何でも聞いてください」

「ありがとうございます。実はジェ──パフェ魔神のことでして」

「…………ああ、そう。あの人が、何と？」

　つい先ほどまで上機嫌だったのに、フォルスの声のトーンが急降下した。ルディア王女に関する話題であったことが不服であることを、一切隠かくそうとしていない。

「はい。……どうやら彼女は生誕祭の贈おくり物として、ジオドール様に手製のハンカチを贈ろうと考えているそうなのです」

「へえ、贈り物──え？　あの人自作の？」

「ええ、まあ。……それで、ジオドール様ならどんなデザインのものがお好きなのだろうか、と悩なやんでいたのです。フォルス様ならご存じではないかと思いまして」

「それ、あの人があなたに頼たのんだのですか？」

「いえ、私が助力できないかと思い立っただけです」

　フォルスもルディアの裁縫の腕前は分かっているのだろう。最初は渋しぶい顔をしていたが、レリンの言葉を聞いてゆっくり頷うなずいた。

「なるほど……あの人の我が儘ままならば速そつ攻こう断るけれど、心優やさしいあなたのお願いとならばお受けしましょう。ただ……何というか、ジオの趣しゆ味みというのは俺もよく分からなくて」

「持ち物や、身につけるものに特とく徴ちようはありませんか」

　レリンは問うてみた。同じ護衛騎き士し仲間のフォルスなら、ジオドールの私服や持ち物、買いものをする際の特徴なども知っているのではないかと思ったのだが。

「いや……あいつの私物を見たこともあるけれど、何というか──色や模様には一切頓とん着ちやくしないのですよ。あいつがものを選ぶ基準は、利便性の一点のみ」

（つまり、使い勝手がいいならどんな色でも大だい丈じよう夫ぶっていうこと？）

　これは確かに、非常に難しい。裁縫師としても、非常に難度の高い客である。

　考え込むレリンを見、フォルスは過去を思い出しているのか苦く微笑んだ。

「あいつは何もかも極きよく端たんなのです。以前私物を買うため一いつ緒しよに店に行ったのですが、ひどかったですよ。『これは最高の材質と重量だ』と言って選んだマグカップは、ピンクのハートまみれでした」

「ピンクのハート……」

「次に部屋着を選びに服飾店に行きました。比ひ較かく的てき安価で既き製せい品ひんを購こう入にゆうできる店です。そこであいつが選んだシャツの胸むな元もとには、ウサギのアップリケが付いていました。これならばどんな作業をしても破れることはないだろう、とか言ってね」

「ウサギのアップリケ……」

「総そう括かつすると、ジオドールに色やデザインの好みを問うても無む駄だです。使用感のよいものならば何でもいいのです」

「使用感──あっ、それならジェーンのハンカチは……」

「それなんですけれど。あなたもお察しでしょうが、ジオは主君命です。我らがプリンセスが作ったのであれば、どんなものであろうとあいつは大喜びで受け取るでしょう。それこそ、色もデザインも材質も出来も、何も関係ありません。あの人から贈り物をもらうことが、ジオにとって何よりの喜び。──それが手製ならば、言うことないでしょう」

（……つまり、ジェーンの心配は一切不要だってことね）

　フォルスの言わんとすることを理解し、レリンは曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

「……ジオドール様って、よく分からない人ですね」

「そうでしょう。長年の付き合いである俺も、よく分かっていないのです」

　そう言った二人は、同時に吹ふき出した。

（ああ、やっぱり楽しい）

　同じことを考え、同じように笑う。

　それがとても楽しくて、幸せなことなのだとレリンは身に染しみて感じた。







　その後は軽食を挟はさみつつたわいもない話をして、夕方ごろに店を出た。

　夕日を浴びて銅あかがね色に染まる街は、いつ見ても美しい。

（でも、いつもよりももっときれいだと思えるのは、隣となりにフォルス様がいるからかな）

　二度目だからか、先週ほどドキドキしっぱなしということはなくなった。むしろ、彼の隣に立っていると心が落ち着き、穏おだやかな気持ちになれる。店を出る際にドアを押さえて先に通してくれたり、段差などがあると手を貸してくれたりというさりげない動作一つ一つに、胸がときめく。彼が与あたえてくれる穏やかな優しさに、心が温かくなった。

「……レリン嬢じよう。あなたには、夢がありますか」

「……夢？」

　街並みを見み渡わたしていたレリンは、藪やぶから棒に問われてフォルスを振ふり返り見る。逆光のため、フォルスの表情はうまく読み取れないが、どことなく緊きん張ちようしたような声こわ色いろだった。

　夢。将来の夢。

（私の夢は……決まっている）

「私の夢は……立派な裁縫師になることです」

「やはり服飾関連ですか」

「はい。子どもの頃ころから裁縫師に憧あこがれていて……そのためにまず、目指していることがあるのです」

「ほう……それは？」
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　フォルスが優しく尋たずねてくる。

（フォルス様になら……言ってもいいかな）

　ほんの少し迷ったが、レリンは思い切って口を開く。

「……今度、裁縫の腕うで前まえを披ひ露ろうする王都審しん査さ会があるのです。先生の推すい薦せんも受けて、裁縫クラス代表として挑ちよう戦せんしてみることにしました」

　王都審査会──毎年初春に開かい催さいされるこのコンテストは、身分や経歴を問わず、誰だれもがエントリーすることができる。裁縫ギルドの高位裁縫師が審査員となり、彼らに認められ賞を獲かく得とくしたならば裁縫ギルドでも高い地位を得られ、名めい誉よとなるのだ。

「そうか……裁縫師という仕事には、免めん許きよがあるわけではない。より高みを目指すならば、ギルド主しゆ催さいの審査会などにも積極的に挑いどむべきだということですね」

「はい。とはいえ審査会に出場するのは、貴族出身の方がほとんどで──それもあって、裁縫クラスからは今まで参加者が出なかったのです。でも、夢を叶かなえるためには困難にも立ち向かわないといけませんからね」

　レリンはしっかりと言った。

　今、レリンがフォルスに語った内容に噓うそはない。レリンには、皆みなに認められるような裁縫師になるという目標がある。幼い頃から夢見ていた、憧れの職業だ。

　だが、それだけではない。

　フォルスに気づかれないよう、レリンはきゅっと自分の腕を服の上から摑つかむ。

（……大丈夫。そういう約束だもの）

　レリンが聖堂学校できちんと過ごしていれば。裁縫の腕前を磨みがき、「彼ら」の言葉に従うならば──




『入賞？　はっ、できるものならやってみな！　あんたがそれくらい腕を上げたなら、あいつらを解放してやるよ』

　──約束。

『ああ、約束してやる。分かったなら……さっさと働け！　明日までに六十枚仕上げるんだ！』

　──そう、約束したのだ。

　だから、頑がん張ばれる。辛つらくても、寂さびしくても、耐たえられる。




　レリンはゆっくり、息をつく。

（……うん、大丈夫。私は頑張れる）

　腕を摑んでいた手をそっと離はなし、レリンはフォルスに笑えみを向ける。

「それが、私の目標なのです。……よかったら、フォルス様の夢も教えてくれませんか？」

「俺の？」

　フォルスは瞬まばたきし、そして照れたように頰ほおを搔かいた。

「そうですね……俺はこれでも貴族の出なので、いずれ家か督とくを継つがなければなりません。まずは『黒騎士団』の一員として腕を上げ、当主となるにふさわしい男になること──でしょうか」

　フォルスの言葉に、レリンは一いつ瞬しゆん息を止めた。

　彼の丁てい寧ねいな物もの腰ごしと、洗練された言こと葉ば遣づかい。紳しん士し的な態度から、薄うす々うす分かっていたことなのに。

（フォルス様は、貴族なんだ……）

　それも、跡あと取とりである嫡ちやく子し。平民であるレリンとは天と地ほどもある、身分差。

（分かっていたことなのに）

　フォルスだけではない。同じ「黒くろ騎き士し団」であるジオドールも、女騎士である本物のジェーンも、そして──王女であるルディアも。

　皆、レリンとは住んでいる世界が違ちがう。本来ならば、こうして肩かたを並べて歩くことさえ叶わないこと。偶ぐう然ぜんに偶然が重なり、今に至っているだけ。

　彼はいずれ、家督を継ぐ。王女であるルディアもまた、メルテルの跡を継いで女王となる。

　対するレリンはどれほど頑張っても努力しても、平民の裁縫師である事実は変わらない。いずれ、皆はレリンの手の届かないところに行ってしまう。

　分かっていたのに。いずれ離ればなれになってしまう。それくらいなら、早いうちに手を切ってしまう方が、後で自分が悲しまなくて済むと分かっているのに。

（あなたの側そばから、離れたくない）

　ルディアの、ジェーンの、フォルスの──なんだかんだ言ってジオドールもだ──彼らの近くにいたい。

　そんなままならぬ想おもいを抱いだく自分が、ひどく贅ぜい沢たくで我が儘ままな人間に思われて仕方がなかった。




　その後当たり障さわりのない話をして、二人は先週と同じ坂道の中なか程ほどで別れた。

　フォルスは目を細めて、レリンを見送る。レリンの小さな体が坂道を上り、校門をくぐり、その背中が完全に視界から消え去った後、彼はすっと笑みを引っ込めた。

　先ほどのレリンとのやり取りで、気になったことがある。

　フォルスが身分のことを口にしたとき、彼女は明らかに動どう揺ようしていた。おそらくフォルスが貴族の跡取り息子むすこであると知って驚おどろいたのだろうが、こちらはまだいい。身分のことは、これから先ゆっくり話をして、理解し合えばなんとでもなる。平民であるレリンと貴族であるフォルスが共に歩む道は、これからいくらでも見み出いだすことができるだろうから。

　問題は、それよりも前。レリンに将来の夢について問うたときのことだ。

　会話の途と中ちゆう、彼女を取り巻く雰ふん囲い気きが変わった。

　自分の腕を摑み、呼吸が浅くなり、双そう眸ぼうから輝かがやきが消え去る。

　レリンの様子がおかしくなったのは一瞬のことだったが、その時の彼女の眼まな差ざしが、震ふるえる体が、忘れられない。

「……レリン、あなたは今、何を抱かかえているんだ……？」

　フォルスの呟つぶやきは、丘きゆう陵りようを吹き抜ぬける風の中に消えていった。
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　王都審査会は、一次審査と二次審査に分かれている。

　一次審査では、各自作製した課題作品をあらかじめ裁縫ギルドに送る。審査の末、及きゆう第だい点を与あたえられた者に参加証明書が発行され、二次審査に進める。二次審査では参加者は王都サランの会場に向かい、審査員たちの前で裁縫を行うのだ。

　過去に、購こう入にゆうした既き製せい品ひんをさも自作であるかのように偽いつわって提出した者もいたとか。だがそういう者たちは当然、二次審査で落とされる。審査員は出で来き映ばえだけでなく裁縫に取り組む姿勢や態度にも注目する。彼らの目をごまかすことはできない。

（審査会の方針を固めたのは陛下らしいから、ひょっとしたらジェーンも言っていた、「取り締しまり」の都合もあるのかも？）

　不正をはたらく者をあぶり出して、駆く逐ちくする。女王の性格を鑑かんがみると、十分考えられることだった。

　ここ数日、レリンは王都審査会のためにシスター・イデアにお願いして、特訓に付き合ってもらっていた。一次審査用の課題作品製作はもちろん、二次審査に臨のぞむための技量と心構えを身につける必要がある。

「メルテル陛下は裁縫のみならず、様々な分野でギルドを立ち上げました」

　レリン以外生徒のいない教室で、シスター・イデアは静かに語る。

「裁縫を己おのれの職業とするならば、裁縫ギルドの承しよう認にんを得なければなりません。かく言うわたくしも、ギルドの名めい簿ぼに名を連ねております。ギルドの中でも階級があり、名簿に登録されたならば、店てん舗ぽを持ったり専属裁縫師となったり、わたくしのように裁縫学の教師になったりすることができます。しかしより高みを目指そうと思うならば、ギルドの中でも上位にならねばなりません。──王都審しん査さ会で審査員長を務めるのは、ギルドの最上位、裁縫師の間では『銀の紡つむぎ手』と呼ばれる方です」

　シスターの言葉に、レリンはこくっと唾つばを吞のんだ。

「銀の紡ぎ手」とは、正式な階級称しようではない。裁縫師としての技能に加え、確かな審美眼と王おう侯こう貴族にも臆おくすることのない気品を讃たたえた、最高位の裁縫師の尊称である。あくまでも裁縫師の間で呼ばれている名であるため、公おおやけに知らされてはいない。ギルド内での階級は、一級二級のように数字で表されるのだ。

　裁縫師たちの憧あこがれである、「銀の紡ぎ手」。銀色の針をまるで己の身体からだの一部であるかのように操あやつる、国内の裁縫師たちの頂点に立つ一級裁縫師。

（「銀の紡ぎ手」に、会えるんだ──）

　胸が高鳴る。それは期待と興奮でもあるし、緊きん張ちようと畏おそれでもある。

「……『銀の紡ぎ手』に認められなければならないのですね」

「はい。彼らに認められ、受賞できたならば裁さい縫ほう師しとしての立場も盤ばん石じやくとなります。……しかし何度も申しますように、審査会で対象となるのは腕うで前まえだけではありません。裁縫という職に向かう姿勢と思いが、結果を左右するのです」

　裁縫に対する思いは十分だ。レリンの、熱意と布や糸に対する思いは、そこらの三流裁縫師の遥はるか上を行くとシスターは評価した。資源や物資を大切に、あらゆる存在に感謝を、という聖堂学校の教えの成果が出たと言えよう。

「必ず、自分の縫ぬったものを使ってくれる人のことを想いながら縫うのです。想いは、何よりも強力な後ろ盾だてとなるでしょう」

　そう言うシスターは、微笑ほほえんでいた。




　想いが、力となる。

（シスターのおっしゃったこと、今ほど実感したことはないわ……）

　レリンは苦く笑いながら、自分の隣となりで針を進める友人を見やる。審査会用の練習をするレリンの傍かたわらでは、金色のお下げ髪がみの少女が意い気き揚よう々ようと布に針をぶっ刺さしていた。

「お裁縫って、本当に楽しいわ。どんどん形になっていくのを見ると、達成感があるもの」

「そ、そうね」

　裁縫教室に残って練習をするレリンを見て、ルディアもまた「ジオ用のを縫う！」と一いつ緒しよに作業することにしたのだ。

　今レリンは、デザインボードにチョークでレイアウトを書き込んでいた。いくらかデザイン案を立てて、シスターに相談しに行くのだ。

　柔やわらかい布でチョークの跡を消しつつ、レリンはルディアの作品を横目で見る。そこには、ぶ厚くてあちこち糸が飛び出した、たいへんカラフルな鍋なべ敷しき──ルディア曰いわく「おしゃれなハンカチ」が。

　先日フォルスから教えてもらった、「ルディアからもらったものなら、何でもジオドールは喜ぶ」では解決にならないだろうとレリンは判断した。そこで表現を変え、「ルディアにとって満足のいく出来のものなら、何でもジオドールは喜ぶ」と伝えたところ、ルディアは大喜びで作業に取りかかったのだ。

　その結果が、これである。もう何も言うまいと、レリンはジェーンと口裏を合わせておいた。ルディアが楽しそうなのが、一番である。

「……そういえば、ジェーンはジオドール様以外の男性とは贈おくり物交こう換かんしないの？」

　ふと気になって尋たずねてみた。ジオドールだけでなく、フォルスもまたルディアの護衛騎士である。だが彼女は、フォルスの話題は出さない。

　ルディアは針に新しい糸を──しかも、赤と緑の二本を同時に──通しつつ、小首を傾かしげる。

「しないわよ。後が面めん倒どうなだけだし」

「フォルス様にも？」

「しないしない。ジオが特別なだけだから」

　ジオドールが特別。これを彼が聞けば、たいそう喜ぶのではないだろうか。

　ルディアがジオドールに掛かける「特別」な想おもいというのが恋れん愛あい感情なのか、そこまでは分からない。だが彼女が、フォルスには同じような想いを掛けていないのが分かってほっとした。

　──ほっとしてから、気づく。

（……私、今安心した？）

　ルディアがフォルスに対して、家臣に対する信しん頼らい以外の感情を抱いだいていないことに。

　自分の考えに戸と惑まどうレリンに対し、ルディアがさらなる追つい撃げきを放ってきた。

「そう言うレリンこそ、フォルスに何かあげたりしないの？」

「……えっ」

「レリンがあげるのなら、あのムッツリもぜーったい喜ぶと思うよ」

「そ、そんな、フォルス様に贈り物なんて！」

「なんで？……ああ、別にあいつと何をどうしようと、私が口を出すことはないわよ？」

「そういうわけじゃなくて……」

　ルディアに冷静に突つっ込まれ、レリンは口ごもりつつ言い訳する。

「……その、フォルス様は貴族だし。私のような平民が贈り物をするなんて、恐おそれ多いことだわ。フォルス様は紳しん士し的でとてもお優やさしい方だけど、だからといって私が──」

「ぶっ!?　あっはははは！　何それ傑けつ作さく！」

　突とつ如じよ、ルディアが吹ふき出して盛大に笑いだした。笑いながら針をぶすぶすと布に突き刺しているので、鍋敷きが穴だらけになっている。

　何がツボにはまったのか分からずぽかんとするレリンをよそに、ルディアは目め尻じりに涙なみだを浮うかべて大笑いしている。

「紳士!?　お優しい!?　はっ、あのムッツリめ、レリンの前では素す敵てきな王子様を気取ってるのね！」

「えっ、ジェーンには優しくないの？」

「別に私に限ったことじゃなくて、女性全ぜん般ぱんに関してはそうだけど？　女性なんてめんどくさーい、って顔をしておきながら、レリンだけにはべったべたに甘いのね！　あはは、お母様に教えたら驚おどろかれるでしょうね！」

　ニヤニヤと笑うルディアを横目に、レリンは今まで見てきたフォルスの言動を思い返す。

　街を歩くときはエスコートしてくれるし、馬車が通るときなどは盾たてになるように庇かばってくれる。歩ほ幅はばも合わせてくれるし、レリンの拙つたない言葉にも笑え顔がおで返事をしてくれる。

　しばらくして笑いの発ほつ作さが治まったルディアは、ふと真ま面じ目めな顔になってレリンを見つめてきた。

「……あの面倒くさい堅かた物ぶつを陥かん落らくさせるとは、あなたなかなかやるわね、レリン」

「陥落？」

「そう。……大だい丈じよう夫ぶ。あいつは頭が固くて説教ばっかりしてくるし面倒くさいけれど、いい男だから。私が保証する」

　ほとんど悪口だが、彼女なりにフォルスを信頼しているようだ。

（フォルス様は、私のことを特別に想ってくださっている……？）

　他ほかの女性とは違ちがう。主君であるルディアでさえ、フォルスにとっての「特別」ではない。

（私だけが、特別）

「あの狼おおかみめ」「ムッツリ魔ま王おうめ」とブツブツと呟つぶやきながらハンカチを縫うルディア。そんな友人を見つめつつ、レリンは胸の奥がふわふわと温かくなるのを覚えた。







　城下街は、冬の気配に包まれていた。

　つい先日まで赤や黄色に染まっていた街路樹はすっかり葉を落とし、丸まる裸はだかになった樹木も暗くくすんだ色になっている。街角を吹き抜ぬける風も鋭するどく、外がい套とうを一枚羽織らなければならなくなった。

　そんな、市民たちも冬仕じ度たくを進める初冬の日。フォルスはジオドールと並び馬上の人となって、大通りを闊かつ歩ぽしていた。本日、フォルスはジオドールと一緒に城下街の警備に出ていたのだ。

「……街も、生誕祭に向けて準備をしているな」

「そのようだな」

　ジオドールの呟きに相あい槌づちを返したフォルスは、少しだけ意外な気持ちで左ひだり隣どなりの同どう僚りようを見やる。

　無名状態からメキメキ実力を付けて正せい騎き士しまで上りつめたジオドールは、世間知らずな頑がん固こ者。一方のフォルスは名門バルクール侯こう爵しやく家令息。生まれも育ちも正反対の彼らだが、何かと馬があった。フォルスは、いつジオドールが問題を起こすのかと不安半分、好こう奇き心しん半分で彼と行動を共にしてきた。

　そんなジオドールは、基本的に他人への関心が薄うすい。ルディア絡がらみになると熱血一直線な彼だが、職務に関係のない場合は一いつ切さい興味を示さない。そんな彼が街ゆく人たちの動向をちゃんと把は握あくしているということに、フォルスは感動を覚えた。

　ジオドールは手た綱づなを持ったまま、きょろきょろと辺りの露ろ店てんに視線を向けていた。やけに一いつ生しよう懸けん命めい市場観察しているため、フォルスは意地の悪い笑みを浮かべて馬の距きよ離りを狭せばめる。

「どうした、ジオ。祭りに興味のないおまえにしては、やけに熱心だな」

「……女王陛下生誕祭の日には、親しい間あいだ柄がらの男女で贈り物の交こう換かんをするものだと聞いている」

　ぼそっと答えるジオドール。彼は横目でフォルスを見、フォルスがあっけにとられたように口を開いているため、不快そうに目を細めた。

「何だ、その顔は」

「……ジオが男女間の贈り物なんかに興味を持つなんて──明日、隕いん石せきが降ってくるぞ」

「隕石……だと……？　そ、それはいかん！　すぐさま姫ひめ様に連れん絡らくを！　隕石対応緊きん急きゆう会議を開いて──」

「すまない、今のは俺が悪かった。冗じよう談だんだ」

　今すぐにでも聖堂学校まで飛んでいきそうなジオドールを宥なだめ、フォルスは質問する。

「それで？　どうしておまえが生誕祭に興味を持っているんだ？」

「……ジェーンから連絡が入った。生誕祭の日、姫様は俺に手製の作品を贈ってくださるそうだ。最高傑作とのことだ。おまえにはやらんぞ」

「いや、いらないから。……ということは、おまえは代わりに姫様に贈る品を考えなければならないのだな」

　合点がいって、フォルスは少しだけつまらない気持ちになる。やはり、ルディア関連だった。

　我らが主君ルディア王女のことを語っているとき、ジオドールはきりりとした口元をほんの少しだけ緩ゆるませる。ジオドールの、自分を側近に採用してくれたルディアへの敬愛の情は本物だ。「鉄仮面」と呼ばれる彼がこうも油断丸出しで破顔するなんて、とフォルスは苦く笑しようする。

「姫様のことなら、同じ女性陣じんに聞いた方が早いだろう。ジェーンなら、姫様の好みを知っているんじゃないのか」

「それでは意味がない。俺が自分で見つける」

　ジオドールは即そく答とうし、めぼしい店の前を通るときには馬の歩みをゆっくりにし、後日検討しようとしているのか店の名前が書かれたプレートを熱心に読み込んでいた。

　彼のあとを付いていくフォルスは、なんだかとても面倒くさい気持ちになって肩かたを落とし、そわそわする同僚の背中を眺ながめることにした。

（親しい男女間で贈おくり物──か）

　そういった習慣があることは、フォルスももちろん知っていた。だが、フォルスはこのイベントに格段の思い入れはない。それどころか、毎年この時期になると大量の贈り物を抱かかえた郵便係がやってくるので、いい加減どうにかしてほしいとうんざりしているくらいだ。

　決まった恋こい人びとがいるわけでもないフォルスは毎度、こういったイベントで妙みよう齢れいの女性のターゲットになっていた。「手の早そうな色男」と呼ばれる見た目に反して硬こう派はなフォルスにとっては、厄やつ介かい以外の何物でもない。

　去年の生誕祭では、三十を上回る数の贈り物が届けられた。カードに記されていた送り主名はどれも記き憶おくにないようなものばかりだったので、適当な言い訳をして送り返しておいた。

　そして、「『黒騎士団』の男性陣」と「『薔ば薇ら騎士団』の女性陣」間での贈り物交換だけ行った。ただしこちらから贈ったのは、酒だったり魚の干ひ物ものだったりトレーニング用のダンベルだったりと色気はない。それに対して女性陣も、明らかに女性向けの石せつ鹼けんやファンシーな文具などを返してきた。要するにお互たがい、ただの冗談である。

　そういうわけで、フォルス個人から女性に何か贈ったことも、もらったこともない。

（姫様はジオと交換するからいいとして。……彼女は、こういった風習を知ってるだろうか）

　彼女──緩やかな癖くせのある茶色の髪かみと茶色の目を持つ、控ひかえめな少女。顔立ちは、とりわけ美人でもないが、かといって不美人でもない。丸い目はほんの少しだけ吊つり気味で、笑うと右みぎ頰ほおにだけえくぼが浮かぶ。

　レリン。聖堂学校の少女。

　やっと会えた。やっとその声を聞けた。

　微笑ほほえんでくれた。名前を呼んでくれた。

　──だが。

　ふとした拍ひよう子しに見せる、表情の翳かげり。何かに怯おびえるような眼まな差ざし。自分の腕うでをきつく摑つかんだときの、見ているこちらの方が恐ろしくなるような凍こごえた横顔。

　彼女に、何があったのか。

　十年の間に、何が起きたのか。

　聖堂学校は、校内の生徒に対しては比ひ較かく的てき寛かん容ようだが外部には手厳しい。男子禁制の学校が、余所よそ者ものの男性であるフォルスに生徒の情報を明かすわけがない。

　──レリンの、心からの笑えみを見たい。

　フォルスはちらと、大通りの出店に視線を送る。ちょうどジオドールも最大限まで馬を減速させ、銀細工の露店の前で目を皿のようにしていた。

（少々、ジオを利用させてもらうか）

「ジオ、そんなに気になるなら少し、馬から下りてみたらどうだ」

　肩に手を置いてそう提案すると、ジオドールはゆっくり振ふり向く。彼は先ほど品物を見ていたときとは全く違う、うろんな眼差しでフォルスを見返していた。

「……俺たちは一応、職務中ではないのか？」

「そんな職務の中、既すでにジオは十分道草を食っていると思うが」

「っ……」

「巡じゆん回かい警備も兼かねて、少し歩いてみたらどうだ。言い訳なら何とでもなる。そうだな……生誕祭に向けて悪質な販はん売ばいをしている店がないか調査している、とか。小物店を重点的に見ていたのは、若い女性をターゲットにした悪質商売人がいないか巡回している、とかね。ものは言い様だ」

「むっ……だが、おまえは退たい屈くつだろう」

　案の定、ジオドールはフォルスの下心には気づいていない。それどころか、純じゆん粋すいに仲間を気き遣づかっている。そんな彼に小さな罪悪感を覚えつつも、フォルスは笑顔で肩をすくめてみせた。

「いや、俺も社会勉強を兼ねておまえに付き合うよ。おまえ、趣しゆ味みが悪いし」

「失礼な」

「じゃあ俺からアドバイス。……おまえがさっきからじっと見ている馬ば鹿かでかいブローチ、あれは中高年の女性向けだ。それをあの人に贈ると、たぶん嫌きらわれる」

「…………」

「分かった？……ほら、馬から下りて、たまには歩いてみるぞ」

「……分かった」

　ジオドールはいつも通りぶすっとしたように言うが、馬から下りる動作は感心してしまうほど滑なめらかで素す早ばやい。そのまま手綱を引いて近くの小物屋に足を向けるジオドールを見、フォルスは小さく笑って自分も馬から下りる。

　──茶色の髪の少女にはどんなものが似合うだろうか。どんなものなら、再び笑ってくれるだろうか、と考えながら。







　女王メルテルの誕生日は、真冬。生誕祭は数日間掛かけて行われるので、その間王女であるルディアは城に戻もどらなければならなかった。

　ルディアが城に戻る日はお越こしの時と同じように盛大に迎むかえがやってきて、皆みなが見守る中帰城する。つまり生誕祭の期間中は、本物のジェーンが裁さい縫ほうの授業などを受けるのだ。

　そしてルディアやジェーン曰いわく、フォルスたちも上級学校師し範はんの職務期間がここで終わるため、しばらくこちらには戻ってこなくなるという。フォルスに贈り物を渡わたすとなれば、ルディアが帰る日が最後のチャンスだ。

　冬が深まる中、ルディアのハンカチはギリギリで仕上がった。完成品は思わず目を背そむけたくなるような出で来き映ばえだが、当のルディアは大満足でラッピングをしていた。彼女の傍かたわらでは、ジェーンが頭痛を堪こらえるかのように額に手を宛あてがっていたが。

　そしてレリンもまた、フォルスへの贈り物を作っていた。贈るのはルディアと同じく、手製のハンカチ。自分の少ない小こ遣づかいで買える最高品質の純白の生き地じを、様々な野草を使って紫むらさき色いろに染めた。糸も、可能な限りは白いものを自力で染めてみた。

　ルディアと違ちがってレリンは審しん査さ会用の準備もしなくてはならないので、どうしても時間が掛かってしまった。一次審査用の課題は早いうちに仕上げて発送しており、一次審査突とつ破ぱの証あかしである参加証明書も受け取っている。

　後は二次審査に向けた練習だ。シスター・イデアに課題を出してもらい、その場で完成させる。本番に近い形式で何度も練習していた。

　いよいよルディアが城に戻る日になっても、レリンは裁縫教室で黙もく々もくと針を進めていた。ルディアの様子を見に行かないことは、事前に彼女に了りよう承しようをもらっている。ルディアも、「帰ると言っても、十数日だし。また今度ね！」とからっと笑っていた。

　ルディアが通行する廊ろう下かはいつぞやのように、人だかりになっていた。ヨランダたちは今回もめげずに廊下へ突とつ撃げきしていたが、廊下から遠く離はなれたこの教室の周辺は静かだった。

　窓の外に広がる中庭は、うっすらと雪ゆき化げ粧しようが施ほどこされている。王都サランの冬は厳しい。もう十日ほどもすれば辺りはぶ厚い雪に包まれ、日によっては前も見えないくらいの豪ごう雪せつに見み舞まわれることになる。あまりに天候の悪い日は外出を諦あきらめ、暖かい室内でぬくぬくと過ごすのだ。

　喧けん騒そうから離れた教室は、暖だん炉ろの火が爆はぜる音のみが響ひびく。レリンは一心不乱に針を進め、フォルスへの贈り物を仕上げていた。

「……あら、熱心ですね、レリン」

　ふいに声を掛けられ、レリンはぎょっとして針を取り落としそうになった。振り返ると、準備室から上半身を覗のぞかせるシスター・イデアが。あまりに熱中していたので、シスターが出てきていることにも気づかなかった。

「す、すみません、シスター」

「構いませんよ。ただ……それは、審査会用の作品ではないようですね」

　歩み寄ってきたシスターが目を細め、レリンの手元の紫色のハンカチを見つめる。彼女の視線が上がり、真っ直すぐレリンを見つめてきた。

　──シスターが、これほどまで厳しい眼差しをしているのは初めてだった。

　思わずハンカチを握にぎり潰つぶしそうになり、レリンは俯うつむく。

「……すみません。すぐ片づけます」

「なぜですか？」

「それは、その……審査会用の練習をせずに、別のことをしていたから……」

「あら、わたくしがそのことで叱しかるとでも思ったのですか？」

　穏おだやかな口調に、レリンは顔を上げる。

　シスターは先ほどまでの厳しい眼差しを緩ゆるめ、微笑んでいた。いつも彼女が教きよう壇だんで見せる、慈じ愛あいの眼差しだ。

「それは、生誕祭用の贈おくり物ですね。愛いとしい殿との方がたに贈るのですか？」

「う、あ……いえ、そういうほどじゃないですけど……その、お世話になった男性に……」

「あらあら。あの引っ込み思案で小さなレリンが、男性に贈り物をする日が来るなんて。裁縫を教えてきた甲か斐いがあったというものですね」

　どこかはしゃいだように言うシスターを、レリンは目を丸くして凝ぎよう視ししていた。シスターがここまで声を弾はずませたのは、今まで一度たりともなかった。

「しかし……レリン、あなたは何か勘かん違ちがいしていませんか？　審査会に挑いどむにあたり、実力が全すべてではないと教えてきたでしょう」

　レリンは瞬まばたきし、手元のハンカチに視線を落とす。

　紫色のハンカチ。隅すみには生き地じよりも濃こい紫色の糸で、繊せん細さいな薔ば薇らを刺し繡しゆうしている。あとは、薔薇の葉に当たる部分を刺繡するだけ。

（これを縫ぬうとき、私が思っていたのは──）

　審査会で、切り札になるのは。

「……想おもいが、力になる」

「その通りです。……正直に申し上げます。わたくしは今まであなたを指導しながら、このままでは二次審査突破は難しいだろうと考えていました」

　容よう赦しやない評価に、レリンはぐっと喉のどを鳴らす。

　シスターはそんなレリンを見、どこか厳おごそかな口調で続けた。

「なぜだか分かりますか？……練習中、あなたの目は輝かがやきを失っていました。何が何でも審査会で受賞しなければならない、他ほかの参加者を蹴け落おとさなければならないという執しゆう念ねんに追われていたのです。……闘とう志しの炎ほのおを燃やすのは、結構なことです。控ひかえめなあなたにはむしろ、必要なことでしょう」

　ゆっくり、シスターは教室内を歩きだす。レリンは呼吸を浅くして、シスターの動きを凝視する。彼女の足運び一つ、指先の動き一つ、見み逃のがすまいとするかのように。

「──勝利への執念のみでは、審査会は突破できません。だからこそ、その時のあなたでは落選するだろうと思っていました。しかし……どうやらそれも杞き憂ゆうに終わりそうですね」

　シスターが立ち止まる。ちょうどレリンの左ひだり隣どなりに来た彼女は、紫色のハンカチを柔やわらかな笑えみで見下ろしていた。

「……あなたは大切なものを見つけたのですね。そのハンカチを縫う眼まな差ざしで、分かりました。今のあなたはとてもすばらしい表情をしています。その想いを忘れずに、精しよう進じんなさい」

「シスター……！　あ、ありがとうございます！」

　急ぎ立ち上がり、深々と頭を下げる。喉が、胸が、熱く震ふるえる。

（そうか、これなんだ）

　レリンに足りなかったもの。裁さい縫ほう師しとして求められる、最後の条件。

　シスターは微笑ほほえみ、踵きびすを返した。彼女が足音もなく教室から出ていくのを見送り、レリンはすとんと椅い子すに座る。

　テーブルに広がるハンカチ。それを見つめるレリンの目に、柔らかな炎が灯ともる。

（……できる。私なら、できる）

　そう思わせてくれた人たちがいる。

　だからきっと、大だい丈じよう夫ぶだ。




　ルディアお見送りの会もいよいよお開きとなる頃ころ。

　教室のドアがノックされ、糸の始末をしていたレリンは顔を上げた。シスターが戻ってきたのかと思ったが、どうやら違うようだ。

「はい、どちら様？」

「レリン嬢じよう？」

　聞こえてきたのは、今まさに胸に思い描えがいていたその人。まさか、あちらから訪ねてきてくれるなんて。

「フォルス様!?」

　レリンは急ぎ立ち上がり、ドアを開けた。そこにいたのは願った通り、端たん整せいな顔を優やさしく緩めたフォルスだった。今日はルディアの護衛をしているからか、いつぞやこの教室の窓から覗き見たときと同じ、漆しつ黒こくの軍服姿だ。軍服が大好きなヨランダがいれば、さぞ大喜びしたことだろう。

　ルディアが帰ってしまう前にはなんとか中庭に降りてハンカチを渡そうと思っていたので、一いつ瞬しゆん対応に困ってしまう。だがフォルスはレリンを見、緩く首を横に振ふった。

「もうすぐ姫ひめ様が帰られるので、あなたにも一言ご挨あい拶さつにと思ってお邪じや魔ましました。ジェーンから、あなたならここにいるだろうと聞いていたので」

「そんな……わざわざありがとうございます、フォルス様」

「しばらくの間、俺は城に拘こう束そくされるのであなたとも会えなくなってしまいます。……ご挨拶も兼かねて、こちらをあなたに」

　そう言って、後ろ手に回して背後に隠かくしていたものをレリンに差し出した。

　彼の手の中には、正方形の紙包みが。中身は平たいものなのか、厚みはそれほどない。

（……これは？）

　目を白黒させ、手を宙ぶらりんにしたままのレリンを見てフォルスはくすくす笑う。そうして、レリンの右手をそっと持ち上げて紙包みを摑つかませた。

「生誕祭の贈り物です」

「せ──えっと、フォルス様が、私に？」

「はい」

　フォルスはにこやかに答えるが、レリンは紙包みを引き寄せることもできず、そのままの格好であんぐり口を開けてしまう。

　フォルスに贈り物をしようとは思っていた。彼はとても優しいし見み目め麗うるわしいので、きっとたくさんの女性から贈り物をもらうだろう。レリンのハンカチなんてその中に埋うもれてしまうだろうが、それでもいいと思って。

（私に？　フォルス様が、私に？　贈り物？　どうして？　私に？）

　大混乱中で口をぱくぱく開閉させるしかできず、「ありがとう」も言えないレリン。フォルスは何か勘違いしたのか、ふと表情を引き締しめてレリンの右手をきゅっと握った。

「……先に申し上げます。騎き士し団ではジェーンなどと交こう換かんをすることもありましたが、それは『黒騎士団』一同から、ジェーンたち『薔薇騎士団』一同に宛あてたもの。俺個人から誰だれかに何かを贈ったことなど、一度たりともありません」

「え？」

「あなただから、贈りたいと思ったのです。……中を開けてくれませんか？」

　優しく促うながされ、レリンはこわごわ紙包みを受け取り、中に入っていた平べったいものを取り出した。

　それは──

「……ブローチ？」

「はい。あなたのことを想って、あなたには何が似合うだろうと考えながら選びました」

　フォルスの言葉も、霧きりの彼方かなたから聞こえてくるかのようにおぼつかない。現に、彼の言葉の半分もレリンの耳には届いていなかった。

　レリンは目を丸くし、手元のブローチに見入る。それは五枚の白い花弁を持つ花をモチーフにしていて、花弁は先せん端たんがくるんと内巻きになっていた。雄おしべと雌めしべに当たる部分には、ダイヤモンドを模した水すい晶しようの欠片かけらが輝いている。全体の幅はばは、親指一本分程度。裏返すと、服に留めるための針が取り付けられていた。

　窓の外の雪景色のような、真っ白な花のブローチ。それを持つ手が、震える。

「きれい……これを、本当に、私に……？」

「あまり高価なものではないのですが、城下街の露ろ店てんで見かけて。……店主によると、それは北国の山辺に咲さく、春の訪おとずれを告げると言われて愛される花だそうです。それを聞いて、まるであなたのようだと思ったのです」

「私？」

「冬はいずれ終わります。どれほど厳しくても、どれほど酷こくな時でも、いずれ終わりを迎むかえて春がやってきます。……俺はあなたも、この花のように春を迎えてほしいと思ったのです」

　フォルスの言葉を聞き、レリンはドキッとした。

（フォルス様は……気づかれている？）

　レリンの過去に。レリンの家族のことに。レリンが彼らから受けた、仕打ちに。

　思わず意識が過去へと飛ばされそうになり、慌あわてて踏ふみとどまる。

　家族のことは、今まで誰にも気づかれたことはない。二年間一いつ緒しよにいるヨランダたちでさえ気づいていないのだから、フォルスがレリンの過去を知ることはないはずだ。

（でも……ひょっとしたら、なんとなく察してしまわれたのかも）

　レリンは目を瞑つむった。数秒掛かけて呼吸を整え、ゆっくり瞼まぶたを開く。

「……フォルス様、少しお待ちください」

「え？……ああ」

　レリンはブローチを握にぎりしめ、踵を返す。そうしてテーブルに広げたままだったハンカチを手に取り、軽く手で叩はたいて糸いと屑くずを落としてからフォルスの元に戻もどる。

「フォルス様、素す敵てきな贈おくり物をありがとうございました。これは、私からの贈り物です」

「えっ？」

　ハンカチを差し出すと、フォルスは戸と惑まどいの声を上げた。彼が落ち着いた大人の男性の表情をかなぐり捨て、ここまで動どう揺ようするのを見るのは初めてだった。

　彼が来るまでに完成できてよかった。シスター・イデアも言っていたが、想おもいを込めて縫ぬったこのハンカチは、過去最高傑けつ作さくだ。

（フォルス様は貴族だから、普ふ段だん使われているものよりずっと、粗そ末まつだろうけど……）

　縫ほう製せいには気をつけたし、色落ちしないように時間を掛けて媒ばい染せんもした。ちょっとやそっとでは破れたり染せん料りようが溶とけ出したりはしないだろう。

「これを、俺に？　俺がもらってもいいのか？」

　よほど驚おどろいているのか、フォルスはいつもの丁てい寧ねいな口調も忘れ、早口になっている。

　レリンはそんな彼の新しい一面にきゅんっと胸をときめかせつつ、頷うなずいた。

「はい。これでおあいこです。その……あまり素材はよくないのですが、縫い目や刺し繡しゆうには気をつけました、それに、たくさんの想いも込めました！」

　なんとか彼に受け取ってほしくて熱を込めて解説する。フォルスは「想い……」と呟つぶやいた後、ふっと表情を緩ゆるめた。

「そうか……それなら受け取ろう。ありがとう、レリン嬢。一生の宝物にする」

「えーっと、できたら毎日使ってください」

「分かった。では布地が擦すり切れるくらい、しっかり使おう」

「そうしてください。……その、私も男の人に贈り物をするなんて初めてのことで、男の人が好む柄がらとかがよく分からなかったんですけれど……気に入っていただけたのなら、幸いです」

　照れながらそう言うと、フォルスはふっと寂さびしげな表情になる。伏ふし目がちになっているので、瞼のラインを飾かざるまつげがはっきりと見えた。

「……この後すぐに城に戻らなければならないのが、残念ですね。もっと、こうしてあなたと語らっていたいのに……」

「……そう、ですね。この後しばらくはこちらには戻ってこられないのでしょう？」

「はい。しかし、これっきりではありませんよ」

　フォルスはやおら、レリンの耳元に唇くちびるを寄せた。彼の湿しめった吐と息いきが耳じ朶だをくすぐり、甘い痺しびれに思わず身み震ぶるいしてしまう。

「フォルス様？」

「……約束をしませんか？　俺は、春になったらまたここに戻ってきます。誰が何と言おうと、必ず。その時に──雪が溶けて春を迎えた野を、あなたと一緒に歩きたいのです」

「あっ……」

　じわり、と目め頭がしらが熱くなる。思わずブローチを取り落としそうになると、フォルスの大きな手がレリンの手を包み込んだ。

「再会の約束です。俺は王城での仕事を、あなたは審しん査さ会を無事終え、また会いましょう。その時に、もっと話をしましょう。野を歩くのはもちろん、前のように街を歩き、店を回りましょう」

「……ほん、とうに？　いいのですか？」

「ええ。冬が過ぎたら、またあなたに会いたい」

（嬉うれしい）

　この冬で、全すべてが終わるのではない。

　春になったら、また彼と会える。春のフランチェスカの野原を、彼と肩かたを並べて歩ける。

　──その瞬しゆん間かん、レリンの目の前がぱっと開けた。

　冬が過ぎたら──王都審査会がある。レリンは見事受賞して、「彼ら」との約束を果たして自由を手に入れられる。そしてフォルスとも再会して、二人で春を迎える。側そばにはルディアもいて、ジェーンもいて、そして仏ぶつ頂ちよう面づらのジオドールも。ヨランダたちも、シスター・イデアも、みんないる。

　──そんな、未来。

「……ありがとう、ございます」

「レリン嬢じよう──」

「私……審査会、頑がん張ばりますね。あなたのブローチをずっと身につけて、頑張ります」

「あなたならできる。……そうですね、それでは春に再会するときも同じように、ブローチを身につけてきてくれませんか」

　フォルスの言葉に、レリンは一も二もなく頷いた。

「もちろんです！　それじゃあフォルス様も……どんなに汚よごれても擦り切れていてもいいので、そのハンカチを持ってきてください」

「分かりました。……約束です」

「はい、約束──」

　レリンは右手を持ち上げた。意図を察したフォルスが、一瞬だけ不意打ちを受けたように固まった後、微笑ほほえんで自分の左手を持ち上げ、レリンの手と握り合わせる。

　手と手を握り合って、手首をひっくり返した後、相手の手の甲こうに自分の額を押しつける。

　フランチェスカに古くから伝わる、約束のおまじない。

　春になったら、また会おう。今贈りあったものを持ってこよう。一緒に野を歩こう。

（……フォルス様）

　目線を上げ、レリンはそっとフォルスを窺うかがった。同じように目線を上げたフォルスが、にっこりと微笑んでいる。

（私は、頑張れる）

　冬を迎えても決して消え去ることのないぬくもりが今、胸の奥に生まれたから。







　ルディアが去った聖堂学校は、どことなく寂しい雰ふん囲い気きだ。

　だが考えてみれば、秋の中なか頃ごろに彼女が編入してきてからが「異常」だった。聖堂学校の本来の姿に戻ったとも言えよう。

「雪が積もってきたわね」

　裁さい縫ほうの授業にて。

　隣となりの席のジェーンが巨きよ大だいな玉結びを作りつつ、呟いた。彼女は本物のジェーン。ルディアがいなくなってからも、彼女は完かん璧ぺきにルディアの仮面を被かぶって授業に臨のぞんでいた。

「毎年毎年嫌いやよねぇ、本当に」

「今年は例年よりも、寒さが厳しいみたいね」

「らしいわねー。寒いのは苦手よ。まだ夏の方がいい」

　屋外では、使用人の女性がせっせと雪ゆき搔かきをしていた。昼間になって気温が上がると足元がぬかるんでしまい転てん倒とうする恐おそれがあるので、朝の早いうちから雪を搔いて中庭の方に放ほうり出していた。おかげで少し前までは銀世界だったこの中庭は、泥どろ混じりの雪で埋うめ尽つくされることになる。景観は損そこなわれるが、それも仕方ないだろう。

「今日の夜は特に冷え込みが激しいそうよ。レリン、風邪かぜを引かないようにね」

「そうね。そろそろもう一枚毛布を出そうかしら」

　レリンとジェーンは顔を見合わせて、微笑む。

　──雪は夕方ごろに勢いを増し、夜には窓にピシピシと音を立ててぶつかってくるくらい、激しくなっていた。




　その日の夜。レリンは毛布にくるまり、読書をしていた。

　おもしろい物語についつい没ぼつ頭とうしてしまい、気が付いたときにはすっかり夜も更ふけてしまっていた。テーブルに載のせている燭しよく台だいのろうそくも、短くなっている。

（眠ねむい……でもその前に、あれをやっておこう）

　レリンは本を閉じ、寝ねる前の儀ぎ式しきを行うべく、引き出しの中から布包みを取り出した。

　揺ゆれるランプの炎ほのおに照らされて光るのは、白色のブローチ。花弁がくるんと巻かれた特とく徴ちよう的な形の花をモチーフにした、フォルスからの贈り物。

　そっと、針を外す。壊こわれ物を扱あつかうようにそれを持ち上げ、寝間着の胸むな元もとに針を通す。

　木も綿めんの地味な寝間着には到とう底てい似合わない、美しいブローチ。毎日布で磨みがいているので、表面はつやつやと光っている。

（フォルス様、元気にしてらっしゃるかな）

　ルディアよりもフォルスを気にする辺り、自分も相当だと思う。

（ルディア様にばれたら、拗すねてしまうかも）

　感情豊かな友のことを思い、クスッと笑う。

　明日が女王誕生日当日のため、王城は夜でも準備に忙いそがしい頃ころだろう。ルディアも母女王と一いつ緒しよに夜会に出るそうだし、ジオドールやフォルスも騎き士しとしての仕事があるだろう。

（あと少しの辛しん抱ぼうなんだ）

　窓の外は、豪ごう雪せつだ。だが、あと数十日経たてば雪の季節も終わり、春が来る。

（春は、必ず来るんだよね）

　フォルスがそう言ったのだ。だから必ず、春は来る。

　レリンはふーっと息をつき、ブローチを外して布にくるんだ。これをしてから寝ると、いい夢が見られる気がするのだ。

　春になって、このブローチを身につけて、フォルスと一緒に野原に出かける夢を。

　二人は野原に出かけて、手を繫つないで歩く。それから──

　ぽっ、と頰ほおが熱くなってレリンは呻うめいた。

（私、何を考えてるんだろう……）

　どうしようもない。自分の気持ちには、噓うそを吐つけない。

　レリンは、フォルスのことが好きになってしまっていた。

　好きな人にデートに誘さそわれて、嬉しい。その好きな人と、もっともっとたくさんのことをしたい。

（でも、世の中の人って、好きな人と一緒にどんなことをするんだろう）

　ふと、レリンは疑問に思う。街の図書館にも恋れん愛あい関連の小説は置いているのだが、それらのほとんどは「二人は愛し合い、結けつ婚こんしました。めでたしめでたし」で締しめくくられている。愛し合う二人が具体的に何をするのか、そこまで丁てい寧ねいに書かれたものは置いていないのだ。

　もし、「お互たがい好き同士」になったら、フォルスは教えてくれるだろうか。

（……ちょっとくらい夢を見ていても、いいよね）

　フォルスともっと一緒にいたい、恋こい人びとになりたいと願うだけなら、罪にはならないだろう。

　元の位置にブローチを戻もどしたレリンは、ベッドに向かおうと椅い子すから立ち上がり──

「──失礼します」

　遠えん慮りよも何もなしにいきなり部屋のドアが開いたため、小さな悲鳴と共に飛び上がった。

　ドアを開けたのは、使用人の女性。彼女はこちらがぞっとするほどの無表情で、不意打ちに驚おどろいて変な声を上げたレリンを見ても眉まゆ一つ動かさずに口を開いた。

「学校長様がお呼びです。すぐに、仕し度たくしてください」




「──先ほど、わたくし宛あてにあなたの実家から書簡が届きました」

　暖だん炉ろの炎が煌こう々こうと燃える学校長室。

　よほど悪さをしない限り学校長に呼ばれることはないと言われているため、レリンはひやひやしつつ部屋を訪おとずれ、そして告げられた内容に眉を寄せた。

「……フェドーレ家からですか」

「ええ。あなたのお父様名義です」

　中年女性である学校長は、デスク越ごしにレリンに書簡を見せた。確かにそこには、父の──養父の名前が記されていた。封ふう筒とうに書かれた宛先は、「レリン・フェドーレ殿どの」である。

　レリン・フェドーレ。それがレリンの名前。

　フェドーレと聞けば、王都に住むほとんどの人間であれば、すぐに「フェドーレ商会」のことだと分かるだろう。フェドーレ商会は服ふく飾しよく専門商会で、服飾小物の製造・販はん売ばいを得意としている。小規模ではあるが、国内の服飾関連商会との顔が利きき、自社製のハンカチや下着などはもちろん、小売店を多く従えており、服飾界を牛ぎゆう耳じる存在と言っていい。

　レリンはそんなフェドーレ商会の娘むすめである。といっても、家族との血の繫がりは一いつ切さいない、養女だ。むしろ──あの「約束」がなければ、彼らを家族とも思いたくないくらいである。

　レリンは学校で、必要なとき以外は決して自分の家名を持ち出さない。親しくしているヨランダたちでさえ、おそらくレリンの本名は知らないだろう。学校内で──特に平民階級の女子生徒たちは、お互いの家名を知らないことがざらにあるのだ。

　そんな養子先のフェドーレ家からの、手紙。レリンが聖堂学校に入学してからの二年間、一度たりともなかったことだ。

「……両親が、何と申しておりましたか？」

　こわごわ尋たずねる。彼らのことだから、どうせろくな内容ではない。義妹いもうとからの嫌がらせか、養母からの八つ当たりか、自じ慢まん話か。

　だが次に学校長が発した言葉は、レリンの全すべての予想を裏切った。

「……ジャスティン・フェドーレ殿からのご指示です。本日限りであなたを退学させるように、とのことです」




　ぱちん、と学校長の背後の暖炉で火が爆ぜる。

　しばし、レリンは硬こう直ちよくしていた。学校長の発言を理解するのに、かなりの時間を要する。

（……退学？）

　言葉の意味は、分かった。だが、納なつ得とくはできない。

「……どういう、ことですか？」

　声が、掠かすれる。

　噓だ、そんなはずはない、ともう一人の自分が絶ぜつ叫きようしている。

　今にも膝ひざから頽くずおれそうなレリンを、学校長はどこか哀あわれむような目で見てきた。

「……簡潔に申しますと、あなたのご両親の元に男の子が生まれたそうです。あなたを学校に通わせる必要がなくなったので家庭の事情による退学とし、実家に連れ戻すとのことでした」

「で、でも卒業までの学費は全額支し払はらい済みだと──」

　レリンは真っ白になりそうな脳みそを必死で回転させ、学校長に詰つめ寄る。

　義両親たちのことは好きになれない。さんざん辛つらい目にも痛い目にも遭あわされてきた。

　それでも彼らは自分たちの都合とはいえ、レリンが聖堂学校に就学するための準備を整え、学費も払ってくれていた。だからレリンも彼らへの義理を果たすべく、真ま面じ目めに授業を受けてきたのだ。

　だが、その言葉に学校長は眉を寄せた。厳格な学校長の目に、わずかな戸と惑まどいの色が浮うかんでいる。

「……それは妙みようですね。あなたのご両親は、あなた名義で後払いの借金とするとおっしゃっておりましたが」

「…………借金？」

（そんなの、聞いていない）

　レリンの顔色が変わったのを見、学校長はデスクの引き出しをしばし漁あさった後、やや黄ばんだ紙を引っ張り出した。

「こちらが、二年前にあなた方から受け取った学費関連の書類です」

　破損してはならないからと、学校長は「触さわらないように」と念押ししてデスクに書類を広げた。レリンはふらふらの足取りでデスクに向かい、書類に記された金額を見て目を瞠みはる。

（……何なの、この額!?）

　嫌いやな予感はしていた。学費の借金、と聞いてある程度の額は頭の中で計算できた。

　だが、それにしてもこの数字はおかしい。レリンが想像していた金額の、倍以上はある。

「なっ、何ですかこの数字!?」

「……基本学費に加え、ご両親は追加の学費希望も出されました。あなたの同意は得られているということだったのですが」

　そんな話、聞いていない。聞いていたとしたら間ま違ちがいなく、突つっぱねていた。

　だが学校長が提示した書類には確かに、レリン直筆のサインがあった。入学関係書類を書いた時のレリンは、養父母たちに「これを書け」と言われたから書く、「ここにサインしろ」と言われたからサインするという操あやつり人形状態だった。口答えすると殴なぐられるから、余計なことは何も言わず、書類の文面もろくに見ずにサインをしていた。そのことが今、仇あだになった。

　サインが偽にせ物ものであれば、何とでも異議を申し立てられた。だがこのサインは間違いなく、自分が記したものだ。「その時ほとんど意識がなかった」「両親に脅おどされていて、内容は読んでいなかった」などと証言しても、現実を覆くつがえせる見込みはない。

　借金のことをレリンが把は握あくしていなかったのは、学校長にとっても意外だったのだろう。彼女はしばし困こん惑わくしたようにレリンを見つめていたが、やがて大きく息をついて書類をデスクにしまった。

「……あなたの保護者がフェドーレ殿である以上、学校長に過ぎぬわたくしには何も申し上げられません。ジャスティン・フェドーレ殿は本日付での退学を申しん請せいされました。間もなくフェドーレ家の使用人が来るとのことですから、すぐさま部屋の片づけをなさい」

「そんな……学校長様！」

　レリンは必死の思いで学校長のデスクにかじりつく。そんなことをしても無む駄だだ、あの両親の元から逃にげることはできないと分かっていても。

（嫌だ！　私には、したいことがある……！）

　裁さい縫ほうの授業、街での買い食い、ジェーンとのお喋しやべり、審しん査さ会、フォルス、ルディア──いろいろなものがまぜこぜになって、頭の中が混こん沌とんとする。

　まだ、ここにいたい。

　まだ、するべきことがある。

　皆みんなと離はなれたくない。

　あの暗くて澱よどんだ世界に、戻りたくない。

　さすがにレリンを哀れに思ったのか、学校長は唇くちびるを嚙かみしめて緩ゆるく首を横に振ふった。

「……申し訳ありません、レリン。しかし、とにかく時間がありません。ご両親は、本人が何と言おうと連れ戻せとおっしゃっております。……あなたのためです。仕度をなさい」




（どうしよう……もう、逃げられない……？）

　レリンは呆ぼう然ぜんとしていた。目の前では、フェドーレ家から派は遣けんされてきた使用人たちが部屋のものを乱暴に片づけている。

　学校長室から自室に戻もどるまでの道程は、正直記き憶おくにない。ふらふらになりながら戻ると、部屋では既すでに使用人たちが待機していた。誰だれも彼も、フェドーレ家にいた頃ころに見かけたことのある者たちばかりだ。

　かろうじて、彼女らが触ふれる前に大切なもの──何よりもまず、フォルスからもらったブローチ。裁縫箱、ルディア王女やジェーンとお揃そろいで作ったリボン、ヨランダに譲ゆずってもらった本など──だけはもぎ取って鞄かばんに詰め、後は全て使用人たちに任せて部屋を飛び出した。使用人たちは胡う散さん臭くさそうな目でレリンを見送るだけで、すぐに自分たちの仕事に戻っていた。もともとレリンの私物は少ないので、あっという間に荷造りは終わって、豪ごう雪せつの中待っている馬車に放り込まれるだろう。

　レリンは廊ろう下かに据すえられた大時計を見上げた。日付が変わるまで、あと半刻もない。

（逃げられないなら……もう二度とここに戻れないなら、言葉だけでも伝えたい──）

　誰もいない廊下を駆かけ、レリンはとある部屋のドアを乱暴にノックした。

「ジェーン！　起きている？　ジェーン！」

「……レリン？」

　くぐもった声がする。その声は少しだけ眠ねむそうなので、ひょっとしたら既に寝ね入いっていたのかもしれない。

　睡すい眠みん中の邪じや魔まをしたことは心苦しいが、今は少しだけでも話がしたい。

（ルディア様たちがいないなら、せめて……）

　ゆっくりドアが開き、寝ね間ま着き姿のジェーンが不思議そうに目を細めてレリンを迎むかえる。

「こんな夜中にどうしたのですか、レリン──」

　その声は、ルディアの真似まねをしているときのそれではなくジェーンの地声だった。

　レリンはジェーンを見、泣きそうになるのをぐっと堪こらえる。

（泣いてる場合じゃない！　伝えないと……！）

「簡潔に言わせてください──ジェーン様、私は退学になりました」

「……は？」

「実家に義弟おとうとが生まれ、おそらく私をここで学ばせる価値がなくなったのでしょう。両親は私を連れ戻して、積もった借金を生しよう涯がいかけて払わせるつもりだと思います。たぶん、もう皆に会うことはないでしょう」

　ジェーンに言葉を挟はさませず、レリンは早口に捲まくし立てる。さしもの冷静なジェーンも状じよう況きようが読めなかったのか、ぽかんとしてレリンの弾だん丸がんトークを聞くばかりだ。

「時間がなくて……よかったら、ヨランダたちにも伝えてください。それに、春になったら戻ってくる皆にも──レリンは幸せだった、今までありがとう、と」

「レリン……待ちなさい、何を言ってるのですか！」

　目にもとまらぬ速さでジェーンの腕うでが伸のび、がしっと両りよう肩かたを摑つかまれる。ジェーンは本業が騎き士しだからか、その握あく力りよくは半はん端ぱではない。なすすべもなく、レリンはジェーンに拘こう束そくされてしまった。

「退学のことは──ああもう、それはいいです。それより何ですか、今の言い方は。まるで……もう二度と会えないと言っているみたいじゃないですか……」

「分かってるんです。両親はきっと、私を逃がしてくれません」

「なぜ、わたくしたちを頼たよらないのですか！」

「頼れません！　これは私の家の問題です。……お申し出は本当に有り難がたいのですが、ジェーン様たちにはこれ以上頼ることはできません」

「──せめて一日、待てないのですか。そうすれば早便で皆に知らせを……」

「日付が変わる前に出なければならないのです。……ごめんなさい、ジェーン様。私、迷めい惑わくを掛かけるばかりで……」

　かち、と廊下の時計の長針が動く。振り返って見れば、深夜まであと四半刻も残っていない。もう一いつ箇か所しよ、学校を去る前に寄りたいところがあるのだ。

　レリンを見つめるジェーンの目は、微かすかに潤うるんでいる。彼女を切り捨てる形になることが、言いようもなく辛つらい。その目を見ていると、彼女に縋すがりたくなる。

（でも、そんなことは許されない）

　ジェーンやフォルス、加えてルディアの力があれば借金の返済もなんとかなるかもしれない。だがそうすれば、レリンは彼らに金目的で近づいたことになる。

　せめて、この学校で出会った優やさしい人たちとは友好な関係のまま終わりたかった。彼らから資金援えん助じよをしてもらって生き延びるより、このまま皆の前から消えてしまった方が思い出も美しく残ってくれる。

　もう二度と会えない以上、思い出だけはきれいに取っておきたかった。

「レリ──」

「今までありがとうございました。……ルディア様に、そしてフォルス様やジオドール様に……どうか、よろしくお伝えください」

　レリンは軽く身を震ふるわせる。ジェーンの手の拘束はあっさり外れ、レリンは踵きびすを返して駆けだした。

　背後でジェーンが自分を呼ぶ声がする。騒さわぎを聞きつけたらしき別の部屋の生徒たちがぽつぽつ顔を覗のぞかせ、こちらを見ている。ヨランダが、クラスメートが、知った生徒たちが、こちらを見ている。

（泣かない……絶対に、泣かないんだから──！）

　ぐすっと鼻を鳴らし、レリンは振り返ることなく階段を駆け下りた。

　残されたあとわずかな時間で、「彼女」に会うのだ。




　レリンが向かったのは、教職員の宿舎棟とう。

「シスター・イデア……いらっしゃいますか」

　肩かたで息いきをつきつつ、レリンはドアの前で呼びかける。残り時間は数分。最後に、世話になったシスターには挨あい拶さつをしたかった。

　ゆっくり、内側からドアが開く。シスターはひょっとしたら全すべてを察していたのかもしれない。白い修道服姿のシスター・イデアはいつもと変わらない柔にゆう和わな笑えみを浮うかべたまま、寒さとショックで打ち震えるレリンの体をしかと抱だきしめてくれた。

「……学校長様から話は伺うかがいました。きっとわたくしの所に来るだろうと。……レリン、お別れのようですね」

「シスター……ごめんなさい、私、何もシスターに返せなかった……」

　レリンよりも小こ柄がらなはずのシスターだが、今はレリンの体をすっぽりと包み込み、優しく髪かみを撫なでてくれていた。それは、十年前に引き離された実母の温ぬくもりと全く同じ。

（あんなに親身になってくださったのに。あんなに励はげましてくださったのに！）

　何も成果を残せない。審しん査さ会にも出られず、シスターの努力や思いを全て踏ふみにじってしまう。

（何も、返せない……！）

　レリンの目め尻じりから、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれる。

　悔くやしくて、申し訳なくて、辛くて。

　シスターのくれた無む償しようの思いを、愛を、全て踏みにじって去っていくことしかできない。

　レリンの背中を撫で、シスターは一言一言嚙かみしめるように囁ささやいた。

「何を言いますか。レリン、あなたはわたくしが担当した中でも抜ばつ群ぐんの才能を持った生徒でした。あなたが真しん剣けんな眼まな差ざしで授業を受け、見事な作品を多数仕上げたこと。わたくしが持っている力をあなたが受け継ついでくれたことが、一番の恩返しになったのですよ」

「シスター……っ」

「あなたの未来がどうなるのか、わたくしには分かりません。ですが……どうか、悲しい目をしないで。あなたはもう、入学したときの小さなレリンではないのですよ」

「……私」

「今のあなたは、とてもすばらしい目を持っています。……諦あきらめないで、レリン。あなたが自由に羽ばたける可能性……それはゼロではないのです」

　ゆっくり、抱ほう擁ようが解かれていく。シスター・イデアは鼻を鳴らすレリンを優しく見つめ、鳥とり肌はだの立つ二の腕をさすってくれる。

「だから、さよならなんて言ってはいけませんよ。……お元気で、レリン」

「……はいっ……ありがと……ございました、シスター……！」

　廊ろう下かの向こうで、使用人がレリンの名前を呼んでいる。時間が来たようだ。

（みんな、また会うことができるの──？）

　使用人に囲まれ、レリンは凍こごえるように寒い屋外へと出た。

　雪のため夜空は灰色に曇くもり、一いつ切さいの光すら見えない。ブーツがくるぶしまで雪で埋うずまり、猛もう吹雪ふぶきが耳元で唸うなりを上げる。

（この雪もいつか止やんで、春が来るの？）

　つい先日までは見えていた、春へ続く道。明るい未来。

　その道が再び、厚い雪で閉とざされる。

　隣となりには、一いつ緒しよに冬を越こしてくれる友だちはいない。
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　レリン、一人だけ。

（──嫌いやだ！）

「やっ……嫌！」

「お嬢じよう様さま!?」

　四方を使用人に囲まれていたレリンは、堪えきれず絶ぜつ叫きようを上げた。

　──嫌だ、帰りたくない。

　ぎゅっと自分の腕を摑む。引っ搔かき傷やみみず腫ばれの痕あとが生々しく残る、二の腕。

　せっかく、光を見つけたのに。

　せっかく、光の中から手を差し伸べてくれる人たちと出会えたのに。

　行きたくない。皆みんなと離はなれたくない。

　あの狭せまい世界に、閉じこめられたくない。

　レリンは突とつ如じよ踵を返し、使用人たちを振ふり払はらうように学校の方へと駆かけ戻もどる。

「嫌っ……！　ジェーン！　シスター！　フォルス様ぁっ！」

「お嬢様！　お待ちください！」

「嫌だ、放して！　いやぁ！」

「くっ……黙だまりなさい！」

　それまでは暴れるレリンを押さえつけようとしていた使用人だが、ついに堪かん忍にんならなかったのか、中年の女性使用人がレリンの後頭部を思いっきり殴なぐってきた。

　相手は女性。特別な武術の訓練をしてきたわけでもない。だが既すでに心がボロボロに朽くち果てていたレリンは己おのれの体を支えることができず、どうっと雪の上に前のめりに倒たおれ込んだ。

　周りで、使用人たちがざわついている。

「ちょっ、お嬢様を殴っていいの!?」

「殴ってでも連れ戻せとのご命令でしょう！　ぐずぐず言わず、お嬢様を積み込みなさい！」

「は、はい！」

　体の半分以上が雪の中に埋まりながら、ああ──とレリンは捨て鉢ばちに笑う。

　殴ってもいい。怪け我がをしてもいい。

　レリンに両手があり、ちゃんと裁さい縫ほう仕事ができるなら、それ以外の部分は傷つけてもいい。

（私は所しよ詮せん、その程度の娘むすめなんだ）

　両りよう脇わきから引き上げられ、雪の道をずるずると引きずられる。もう、足の感覚も残っていない。耳元で吹雪ふぶいているはずの雪の音も、聞こえない。

（また、会える？　一緒に春を迎むかえられる──？）

　答えはどこからも、返ってこなかった。




　──季節は、一年で最も厳しい真冬に差し掛かかっていた。
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「名前は、リチャード。無知なおまえでも知っているでしょう？　初代女王フランチェスカ様の右みぎ腕うでとして活かつ躍やくした、伝説の騎き士しリチャード。彼にあやかって付けたのよ」

　冷たい床ゆか。凍えそうになる手足。

　レリンは絨じゆう毯たんも何も敷しかれていない床に這はいつくばるような格好で、養母の話を聞いていた。顔を上げると怒ど声せいと共に何か硬かたいものが飛んでくることは既に学習しているので、顔は伏ふせ、床に転がる小さな埃ほこりを見つめたままだった。

「リチャードを我がフェドーレ家の跡あと継つぎにすることは決定事じ項こう。既に城にも届けを出しているわ。男子の跡継ぎがいるとなれば、わたくしたちも大手を振って歩けるもの。来年の社交シーズンには──エリアーヌ、やっとおまえも社交デビューできるのよ」

「今から楽しみだわ、お母様」

　養母に答えるのは、はしゃいだ少女の声。部屋に入ったときからレリンは伏せ状態を強制されているため、久しぶりに会う義妹いもうとの姿も、まだ目にしていなかった。

（見たいとも、思わないけれど）

　そんなことを考え──そう考えるようになった自分に、驚おどろいた。学校に行く前までは、養子先の家族たちに対して反はん抗こう的なことなんて考えもしなかったのに。

「でも、お母様。わたくし不安です。だってリチャードが生まれるまでは、この汚きたならしい女が跡継ぎだったのでしょう？　皆に何と言われることでしょうか……」

「エリアーヌ、仮にもおまえの姉だろう」

　静かな声で義妹を諭さとすのは、養父。フェドーレ家三人の中で、彼だけは昔からレリンに手を上げなかった。

　だがそれは、彼がレリンに対して愛情を抱いだいていたからではない。怪我をすれば作業効率が落ちる。万が一顔を怪我して一生ものの傷を負おうものなら、今後に支障を来きたす。ヒステリーを起こした妻や娘を宥なだめるのは、彼女らによって家財道具を粉ふん砕さいされるのが厄やつ介かいだから。

　案の定、エリアーヌがフンと鼻を鳴らす音がする。

「姉？　嫌よ、お父様。リチャードが生まれた以上、もうこの溝どぶ鼠ねずみを姉にする必要はないんじゃなくて？　さっさと下僕の地位に落として、身の程ほどを知らせるべきです、お父様」

「わたくしもそう思います、ジャスティン。この小娘は、必要に迫せまられてフェドーレ家の跡継ぎにしただけ。聖堂学校で最低限の知識を得させたとはいえ、所詮下級庶しよ民みんの子ですもの。ましてや、フェドーレ家の一員として再び迎えるなんて──ああ、考えただけでも恐おそろしい！」

「リチャードの教育にもよくありませんもの──ねえ、お父様？」

　家族三人のやり取りを、レリンは半分以上聞き流していた。聞くだけ体力と精神の無む駄だである。聞いているふりをする技術だけは、幼い頃ころに身に付けていた。

　あの頃は、心の中を空っぽにするしかなかった。だが今は、床に這いつくばらされた状態でもなお、温ぬくもりを失わないものが胸の奥に宿っている。

（ジェーン……フォルス様……）

　目を閉じれば、ルディアの明るい笑い声が響ひびいてくるような気さえする。「早く授業に行こう」とヨランダがレリンの手を引き、「よくできましたね」とシスター・イデアが微笑ほほえみ、「レリンは、すごいね！」とジェーン──ルディア王女が笑う。そして──

「……ちょっと。聞いているの、この能なし！」

　エリアーヌの絶叫。

　怪かい鳥ちようの鳴き声じみたその声にレリンは我に返って顔を上げたが、遅おそかった。

　唸りを上げて飛んでくる、何か。回想に浸ひたっていたレリンは、反応が遅おくれてしまう。

　ガンッ──と鈍にぶい音と共に、額に激痛が走った。目の前に星が飛び、腕うで立たて伏せ状態だったレリンは床に倒れ込んでしまう。

「お父様、お母様！　わたくしやっぱり嫌です！　こんなのが姉なんて、嫌！　早く捨ててください！　わたくし、こんな不気味な女が姉だなんて知られると思うと、恥はずかしくて表に出られません！」

　甲かん高だかく主張するエリアーヌ。レリンは食いしばった歯の奥で呻うめきつつ、自分の傍かたわらに転がるものを見やった。

　陶とう磁じ器きのカフェオレボウルだ。先ほどの衝しよう撃げきでも壊こわれなかったということは、なかなかの強度のようである。

「なんてこと……！　あなた、エリアーヌがお嫁よめに行けません！」

　エリアーヌに迎げい合ごうして、同じように叫さけぶ養母。おそらく義弟リチャードは別の部屋に寝ねかされているのだろう。とはいえ、生まれたばかりの子どもが同じ屋や敷しきにいるというのにここまで声を張り上げられる二人は、ある意味すごいと思う。

　思い思いに叫ぶ養母と義妹に応えたのは、養父の疲つかれたようなため息だった。

「何度も言っているだろう。これからレリンは我が商会の裁縫師として使う。追い出せば、他ほかの商会に拾われるかもしれない」

「他の裁縫師を使えばよろしいでしょう！」

「これほどの裁縫師はそうそう見つけられない。だいたい、レリンを聖堂学校に入れたのだっておまえの我が儘ままだろう。レリンを家に置きたくないと言って。だがエリアーヌに裁縫の才能がない以上、レリンを後こう継けい者しやにするしかない。レリンのいない二年間でいかに業績が下落したか分かっているだろう、シュゼラ」

「わたくしは、エリアーヌのためと思って行動しただけですわ。あなたも、将来のための行ぎよう儀ぎ見習いになるならと、承しよう諾だくしてくださったはずでは？」

　夫に指し摘てきされても、養母はへそを曲げてそっぽを向くばかりだ。

（昔から、そうだった）

　額の鈍どん痛つうに顔をしかめつつ、レリンは思う。

（昔から、この二人の言動は相反していた。お父様は商会の経営方針に執しゆう心しんしていて、お母様は全然理解していない）

　レリンの聖堂学校入りを熱心に勧すすめたのは、養母だ。彼女は余所よそ者ものであるレリンを追い出したくて追い出したくて仕方がなかった。それは、レリンの裁さい縫ほうの腕前を見み出いだして養女に迎え入れたという養父の思おも惑わくとは相反する。

　実家の仕立屋が経営難に陥おちいり、実の両親と引き離はなされてフェドーレ家に引き取られてからの十年間。レリンは養父母のめちゃくちゃな言い分に振ふり回され、それでも反論を堪こらえて彼らに従属していたのだ。

（父さんと、母さんのために──）

　唇くちびるを嚙かみしめた。ほんのりと血の味がする。

　レリンの本当の両親。彼らの身み柄がらを保証する代だい償しようとして、養父母はいくつか条件を付けてきた。レリンをフェドーレ家の養女にすること。裁縫の才能がからっきしなエリアーヌの代わりにレリンがフェドーレ家の跡を継ぐこと。

　そして新たに付け加えられた約束。レリンが王都審しん査さ会で入賞するくらい腕を上げたなら、どこかで暮らしている実の両親と再会できる。レリンは今後も拘こう束そくされるが、レリンがフェドーレ家の皆みなを見返せるほどの実力を付けたならば、勝機はある。

　うまくいけば、全すべて手に入った。

（そのために、二年間努力してきた）

　養父母はなおも言い合いをしていたが、ふと煙けむりっぽい臭においがリビングに充じゆう満まんした。養父が葉巻を吸ったようだ。イライラしているときの彼のクセだ。

「……これ以上の問答は不要だ、シュゼラ。フェドーレ商会の跡継ぎはリチャードだ。エリアーヌには最高の嫁とつぎ先を準備させ、レリンは今後一いつ切さい外に出すことなく、裁縫をさせる。なに、レリン本人が望んだことだ」

　葉巻の臭いに鼻に皺しわを寄せていたレリンは、ふと瞬またたいた。

（……私が、望んだこと？）

　ふつふつと、胸の奥から熱い感情が湧わき上がる。それは、六歳の頃から失っていたもの。学校に入学して様々な人と接する中で徐じよ々じよに取り戻もどした──人間としての感性。

「……望んだことなんて、ない」

　ぽつんと、レリンの唇が呟つぶやく。

　それはごく小さな声だったのだが、部屋は水を打ったように静かになった。甲高く喚わめいていたエリアーヌでさえ、珍ちん獣じゆうを見るような目でレリンを凝ぎよう視ししている。

　それもそうだろう。レリンは今までずっと、反抗なんてしなかった。殴なぐられようと蹴けられようと、黙だまって作業をする子。それが聖堂学校に入る前のレリンだった。

（そう、それは昔の私）

　ずっと前に捨てた、過去の自分。何もできない、小さなレリン。

　エリアーヌは、何年経たっても姉は変わることがないと思いこんでいたのだろう。最初だけ打ちのめされたように呆ぼう然ぜんとしていたが、やがてぐっと喉のどを鳴らし、大おお股またでレリンに歩み寄ってきた。

「……誰だれが口答えしていいと言ったのよ、この溝鼠！」

「ここで一生幽ゆう閉へいされたいなんて、思ったことありません！」

　レリンは声を張り上げる。そうして立ち上がったレリンを見、家族は三人ともぎょっとしたように身をすくめた。

　彼らの予想を上回るほど、レリンが成長していたからだ。

　屋敷に着くなり使用人に引きずられて這はいつくばる姿勢を取らされていたから、分からなかっただけ。聖堂学校の食事は簡素だったが、量は十分にあった。入学当初は瘦やせぎすだったレリンはあっという間に標準体重になっていた。小こ柄がらなエリアーヌはもちろん、幼い頃は恐きよう怖ふの対象でしかなかった養母でさえ、今ではレリンの方が身長や体格で上回っている。

　レリンは服に付いていた埃ほこりを手で払はらい、静かな目でリビングを見回した。

　相変わらず趣しゆ味みの悪い内装だ。自己顕けん示じ欲よくの表れなのか、あちこちに飾かざられたジュエリーや調度品は、暖だん炉ろの炎ほのおを受けて品なく光っている。

　革かわ張ばりのソファに座る養父は、小太りで威い厳げんの欠片かけらもない出いで立ち。養母は瘦せぎすで鶏とりガラのようで、少々年ねん齢れいを考えた方がいいだろう、きついオレンジ色のドレスを着ていた。

　義妹エリアーヌは、黙っていれば可愛かわいらしい顔立ちをしている。だが眉み間けんにはいつもきつい縦皺が刻まれており、髪かみを振りながら絶ぜつ叫きようするクセがあるので髪をきれいにセットしても台無しだ。

　レリンは一歩、エリアーヌに詰つめ寄った。思いがけず長身で、しかも底知れぬ迫はく力りよくのある姉に気け圧おされたのか、エリアーヌはとたんに及および腰ごしになってじりりと後退する。

（もう、ただ言われるだけはこりごりだ）

　せめて、自分の主張だけは通したい。

　レリンは大きく息を吸い、三人を順に見み渡わたした。

「……十年前。私の実家が倒とう産さんし、フェドーレ家に助けてもらいました。そして私があなた方の養女となり、フェドーレ家の跡あと継つぎならびにギルドにも認められるような裁縫師になることを条件に、両親の庇ひ護ごを約束してくださりました。そのために私は聖堂学校で修学して見聞を広げ、王都審査会で受賞するべく裁縫の腕前を磨みがいて参りました」

　静かに語るレリン。威い圧あつされたのか、養母でさえ姦かしましい口を閉じてコクコクと頷うなずいている。

　だが──

「……え？　何言ってるの。お父様たちがおまえの親の庇護をするはずないでしょう」

　エリアーヌが口を挟はさんだとたん、養父母の顔色が変わった。

　両親の異変に気づくことなく、エリアーヌはけろっとして言葉を続ける。

「何勘かん違ちがいしているの？　馬ば鹿かなおまえと違って、わたくしはちゃーんと知ってるわ。おまえの両親はどこかの田舎いなかで──」

「エリアーヌ！」

　養父がエリアーヌを制する。彼がこれほどまで鋭するどい声を上げるのは、滅めつ多たにないことだった。

　なぜ自分が叱しかられたのか分からないエリアーヌはきょとんとしているが、リビングの空気は既すでに変わっていた。

（そういうことなのね）

　レリンは嘆たん息そくする。笑ってやりたい。そういうことなのか、と思いっきり笑い飛ばしたい。

　でも、できなかった。

　体の横で固めた拳こぶしが震ふるえる。

　悔くやしくて、憎にくらしくて、涙なみだがこぼれそうになる。

（最初から、約束なんて一つもなかったんだ──）

　レリンの両親の庇護なんて、していない。

　学費の全額負担なんて、していない。

　約束なんて、守るつもりもない。

（全部、噓うそだった──）




　今なら分かる。きっと実家の倒産だって、偶ぐう然ぜんの出来事ではない。

　フェドーレ家は小規模の裁縫店を吸収し、傘さん下かに置いてきた。路頭に迷う裁縫師たちを救済しようという養父母の善行だと聞かされていたが、それは全て計算のうちだった。

　レリンの実家を始めとした、優ゆう秀しゆうな裁縫師を抱かかえる店を潰つぶしてその裁縫師を取り込む。レリンのように、金や人間などを盾たてに脅おどして、フェドーレ商会の裁縫師として酷こく使ししてきた。レリン以外にも裁縫師の従業員はいるとは聞いていたが、彼らと会ったことはない。レリンはいつも暗い部屋で一人、作業をさせられていたから。

　レリンを聖堂学校に入学させたのは、養父と養母、そしてエリアーヌのそれぞれの主張をぶつけ合った末の折せつ衷ちゆう案だろう。その際も、義ぎ理り堅がたいレリンが逃にげださないように「学費は全て負担している」と噓を吐ついた。万が一レリンが真実に気づいても、既にその肩かたには多額の借金が乗っかっている。

　全部、噓。レリンを縛しばり付けるための噓。

　ほぼ不可能だろうと思われていた男の子が生まれてからは、レリンを外に出す必要はなくなった。レリンが婿むこを取る必要もない。あとは一生、作業場に閉じこめて死ぬまでこき使うだけ。

　──レリンがこれほどまで強くなっていなければ、うまくいっていたかもしれない。

　そして、エリアーヌが口を滑すべらせなければ。

　エリアーヌの失言により、レリンの思いは固まった。

（……もう、ここにいる必要はない）

　レリンは嘆息し、ゆっくり歩きだした。ちゃんと、両りよう脚あしが動く。震えることなく、前に進んでいる。

　すっかり怖おじ気づいたエリアーヌは驚おどろいたようにソファまで後退したが、さすがに年の功と言うべきか、養父母は気を取り直したらしい。

「待て、どこに行く」

「……事実が分かった以上、私がここにいる義理はありません」

　制止する養父に、レリンは冷めた視線を返す。

「私の両親はどこかに行ってしまった。フェドーレ家には跡継ぎが生まれた。……なら、もう私がここにいる必要はありません。学費なら、私の方で学校に返します」

「養われる身で……何という口を利きくんだ！　このガキ！」

　怒いかりに顔を真っ赤にした養母が立ち上がり、テーブルに置いていたティーポットを摑つかむ。

　養母やエリアーヌは昔から、激げき怒どすると近くにある手て頃ごろなものを投げつけてくる。先ほどのカフェオレボウルのように。

　そしてレリンの予想通り、養母は中身が入っているはずのティーポットを投げつけてきた。

　昔から、変わらない。

　だが、レリンの方は変わった。

　ひらりと、レリンは体を捻ひねった。重心も危あやうい状態で飛んでくる物体を避よけるのには、それだけの動作で十分だった。標的を外れたティーポットが壁かべにぶつかり、派手な音を立てて砕くだけ散る。

　陶とう器きの欠片と共に、茶色の液体が四方に飛んでいく。自分が投げたくせに養母が甲かん高だかい悲鳴を上げ、レリンは眉まゆを寄せて服の袖そでに掛かかった滴しずくを拭ぬぐう。

「な、何をしているんだ、この無能！」

「ティーポットを避けただけです」

「なぜ避ける！」

「むしろ、なぜわざわざ当たりに行かないといけないのですか」

　きょとんとして逆に問うてやると、養母は絶句した。今のレリンは、二年前の自分が見たら卒そつ倒とうしてしまうほど反はん抗こう的だった。

　レリンは家族に反抗している。だが、決して手を上げているわけではない。己おのれの信じることを主張し、理り不ふ尽じんな攻こう撃げきから身をかわしただけ。

　考えてみれば、それは当然のことだ。加えて今は昔のように、家族に対する片寄った恐怖心すら抱いだいていないのだから。

　びちゃびちゃに床ゆかを塗らす紅茶の滴を見、レリンはゆっくり息をついた。養母とエリアーヌはおろか、養父でさえ、レリンの眼まな差ざしに怯ひるんだように身を縮こまらせている。

（勝てる）

　両親のために、自分のために、そして──

（フォルス様、あなたとの約束のために）

　養父母との約束は、粉こな微み塵じんに砕かれた。いや、約束なんて最初からなかった。

　だが、フォルスは違う。あの時握にぎり合わせた手の温かさは、見つめてくれる眼差しの優やさしさは、偽いつわりではない。

（私も、あなたに会いに行きます）

　フォルスとの約束を叶かなえるために。

　堂々とリビングから飛び出してやろうとしたレリンだが、ドアが外から開いたため出で端ばなを挫くじかれてしまう。当然、この屋や敷しきには養父母たち以外にも使用人がいるのだ。

「失礼します」

　ノックもなしに入ってきたのは、老年の使用人。彼は床に飛び散るティーポットの残ざん骸がいや紅茶の染み、そして自分のすぐ脇わきで立ち上がっているレリンと、そんなレリンに威圧されたフェドーレ家三人を順に見渡す。

　──昔から、レリンはこの使用人が苦手だった。蠟ろう人にん形ぎようのように表情がうつろで、人間味が感じられない。

「お取り込み中失礼します。──奥様のご命令でそちらの娘むすめの荷物を探さぐっていたところ、珍めずらしい品を発見致いたしましたので、ご報告を」

「な、何なの」

　養母が裏返った声を上げる。レリンは使用人の台詞せりふに一いつ瞬しゆん顔をしかめた後、はっと息を吞のむ。

　養母がレリンの荷物を漁あさらせたということには呆あきれるばかりだが、使用人の言葉に一つだけ、思い当たるものがあったのだ。確か、あれを入れた鞄かばんも他ほかの荷物と同じように、玄げん関かんに置きっぱなしにしてしまっていた。

（まさか……！）

　青ざめるレリンを一いち瞥べつし、使用人は背後に回していた手を前に向け、その手の平に載のるものを掲かかげてみせた。

「見事な銀細工のブローチです。この娘にはふさわしくない、一級品かと──」

「あら、それきれいね。わたくしにちょうだいよ」

　先ほどまでの恐きよう怖ふ心はどこに行ったのか、美しいものに目がないエリアーヌが真っ先に行動に移った。

　エリアーヌはずんずんと部屋を横切って使用人の元まで行き、その手からかっさらうようにブローチを奪うばった。

「本当。きれいなブローチね。これは花かしら？」

　エリアーヌの指先が、繊せん細さいな花弁に触ふれる。

（やめて、触さわらないで）

「どうやっておまえがこれを手に入れたの？　まさか市で盗とったとか？」

（馬ば鹿かにしないで。それはフォルス様にもらったの）

「わたくしを貶けなした罰ばつよ。有り難がたくもらってあげるから、感謝しなさい」

　エリアーヌがブローチの裏側の針を外し、自分のドレスの胸むな元もとにかざす。

（やめて、着けないで）

（フォルス様との思い出を汚けがさないで！）

　レリンは、駆かけだしていた。レリンの表情で何かを察したのだろう、養父が立ち上がり、養母も甲高い悲鳴を上げる。

　だが、レリンは止まらなかった。

「返して！」

　エリアーヌが顔を上げる。得意気だったその顔が、瞬時に驚きの色に染まる。

　ほぼ、本能による行動だった。

　振ふり上げた右手がエリアーヌの手を叩たたく。ぱん、といい音が響ひびいた。

　ブローチを取り落とし、叩かれた手を庇かばって後じさるエリアーヌ。かつん、と音を立てて床に落下するブローチ。

（フォルス様！）

　エリアーヌには目もくれず、レリンはブローチを拾うべくしゃがんだ。ブローチを、フォルスが贈おくってくれたものを、取り返すために。

　だが手がブローチに届くより早く、レリンの背中にぐっと圧力が掛かった。背骨が圧あつ迫ぱくされ、押し潰されるように床に叩きつけられる。

「お嬢じよう様さまに何を！」

　頭上から、使用人の焦あせった声がする。踏ふみつけられ、床に押し倒たおされたレリンは、ぽかんとして横よこ倒だおしになった世界を見つめていた。少し離はなれたところに、ブローチが転がっている。

（フォルス様……）

「この……恩知らず！　無礼者！」

　養母が絶ぜつ叫きようを上げた。

　ブローチに向かって伸のばされた震ふるえる手は、途と中ちゆうでヒールの足に踏みつぶされた。女性の体重なんてしれているが、ピンヒールで全体重をかけて踏みつけられて、レリンは悲鳴を上げる。

「うっ……！　あぁっ……！」

「よくも、よくもわたくしの娘に手を上げたな……！」

　怒りに燃える目でレリンを見下ろす養母。彼女の目に一いつ切さいの理性も残っておらず、ただひたすらレリンを足あし蹴げにし、近くの棚たなに置いていた杖つえを鷲わし摑づかみにしてむちゃくちゃに叩きだした。

「死ね！　エリアーヌを殴なぐったおまえなんて！」

（死ぬ？）

　頭を、背中を、腰こしを殴られ、レリンは全身が砕けそうなほどの激痛の中、ぼんやりと思う。

（私、死ぬの？　何もできないまま？）

　手を、動かそうとした。だがヒールに踏みつけられた指先はぴくりとも動かず、それどころか既すでに指先の感覚がなくなっている。

（ううん、死にたくない）

（皆みんなに、会いたい）

　──側頭部を、蹴り飛ばされた。

　とたん、レリンの意識が真っ暗な世界に包まれる。

（……フォルス様）

（約束、守れなくてごめんなさい）

　薄うすれゆく意識の中、レリンは一筋だけ、涙なみだをこぼしていた。
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「……そこまでにするんだ、シュゼラ」

　静かな声で妻を諭さとすのは、ジャスティン・フェドーレ。彼はソファに腰を下ろし、部屋をぐるりと見み渡わたした。

　いろいろなものが壊こわれて騒そう然ぜんとなるリビング。レリンに叩かれたことがショックでぽかんとしているエリアーヌ。レリンを蹴り飛ばして、息も荒あらい使用人。なおも興奮冷めず、レリンを杖で殴おう打だし続ける妻。そしていつの間にか気を失い、ブローチに向かって手を伸ばしたまま倒れているレリン。

「……手を止めるんだ、シュゼラ。本当にレリンが死んでしまう」

「死ねばいいだろうが、こんな屑くず！」

「だがそうすれば、我々の商会はどうなる？……悔くやしい話だが、レリンを越こえる裁さい縫ほう師しはまだ現れない。レリンが残していった作品を買い求める客は、いまだに多い。レリンを殺してしまっては、我々の今後にも関かかわる」

「知らない！　わたくしは！　悪くない！　こいつが！　こいつが悪いんだ！」

「──お嬢様」

　夫に窘たしなめられてもなお殴打を止やめないシュゼラを見かねて、使用人がそっとエリアーヌに声を掛かける。シュゼラを止める最終手段はエリアーヌしかないと、彼も分かっているのだ。

　エリアーヌはまだショックが抜ぬけきらないのかおどおどとしつつも、使用人に促うながされて母親の元に歩み寄った。

「あの……お母様。わたくし、手が痛いの」

「！　そうね、そうよね！　待ってなさい、今お母様がこの屑を始末してあげるから──！」

「でも、そうしたらお母様の手も痛くなるわ。それは、だめだから……」

　つっかえつっかえ諭してくる娘に絆ほだされたのか、シュゼラはぴたりと動きを止める。目を見開いたままで息も荒い彼女は杖を脇に放ほうり出し、娘をひしと抱だきしめた。

「ああ、なんて優やさしい子なの、エリアーヌ。そうよね、お母様は少し興奮してしまったの」

「はい。……あの、お母様。そろそろリチャードも起きてしまうから、上に行きましょう」

「そうね、そうよね……」

　いつの間にか上じよう機き嫌げんになったシュゼラは、エリアーヌの肩かたを抱いてリビングを出ていく。つい数十秒前まで人を瀕ひん死しになるほど殴り飛ばしていた人間と同一人物とは思えない。

　後には、深く嘆たん息そくするジャスティンと使用人、そしてボロ雑ぞう巾きんのように横たわるレリンが残された。レリンはあまりにひどい状態ではあるが、微かすかに肩が上下している。かろうじて生きてはいるようだ。

「……ジャック。レリンの手当てをし、地下作業場に押し込んでおけ」

　ジャスティンは低い声で命じ、新しい葉巻に火を付けてふーっと煙けむりを吐はき出した。

「もう二度と、レリンを外には──いや、作業場から出すな」







　──鐘しよう楼ろうの鐘かねが、授業開始時間を告げる。

『なーにぼうっと立っているの、レリン！』

　ふわふわと白い世界の中、ぼんやりと立つレリンの背中を、ヨランダが叩いた。

『しゃきっとしないと！』

「……え？　あ、うん」

　我に返ったレリンは、安あん堵どの息をついて微笑ほほえむ。

（そうだ。私は聖堂学校の生徒なんだ）

　なんだか、とても怖こわい夢を見ていた気がする。

　ふっとヨランダたちの姿がかき消え、場面は裁縫教室に移っていた。教室の隅すみの暖だん炉ろの前にいたシスター・イデアとルディア王女が、振り返って笑え顔がおで手を振ってくる。

『遅おそかったね、レリン！』

『作業に没ぼつ頭とうしすぎですか？　目元に隈くまができていますよ』

「は、はい。ごめんなさい」

　レリンは泣き笑いを浮うかべ、目元を擦こすった。そうだ、そういえば昨夜も遅くまで作業をしていたのだ。

　──暗くて寒い、地下室で。

「っ!?」

　とたん、身を切るような冷気が襲おそいかかり、レリンはばっと己おのれの体を両りよう腕うでで抱きしめた。

　怖い。寒い。

『レリン嬢？』

　温かい声。優しい声。

　いつの間にかそこにはシスターとルディアの姿はなく、漆しつ黒こくの軍服姿のフォルスが立っていた。彼は床ゆかに座り込んで震えるレリンを見て、心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

『どうしましたか？』

「寒い……寒いのです、フォルス様」

　助けて。ここから、助けて。

　フォルスはその場にしゃがみ、レリンの頰ほおにそっと手の平を当てた。温かい。

『大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫ですよ、レリン嬢』

「フォルス様……」

『ああ。だからさっさと起きろ。この愚ぐ図ず、いつまで寝ねている！』

　笑顔のフォルスの口から放たれた、とんでもない台詞せりふ。しかもその声は、穏おだやかなフォルスのそれではない。

　耳に馴な染じみすぎたその声にレリンが硬こう直ちよくしている間に、ぼろぼろとフォルスの顔の造形が崩くずれ、剝はがれ落ち、憤ふん怒ぬの形相の中年女性に移り変わっていた。

「さっさと起きろ！　レリン！」

　鞭むちのような容よう赦しやない言葉に、ふっとレリンの意識が遠のいた──




「……ああ、くそ！　起きろ！」

　夢の中まで侵しん入にゆうしてきた怒ど声せい。ばさばさと降ってくる布の束に埋うもれ、窒ちつ息そくしそうになる。

　ぼんやりとした意識の中、レリンは目を覚ました。そこはもう、暖かい裁縫教室ではない。薄うす暗ぐらく、寒く、空気の澱よどんだ地下作業場。レリンが寝ね泊とまりする場所だ。

　階段上のドアが開いており、廊ろう下かの灯あかりを背にした養母が立ちはだかっていた。彼女はようやっと目覚めたレリンを一いち瞥べつし、持っていた紙束を放って寄よ越こす。

「注文が入った。明後日あさつてまでにそれだけを仕上げろ！」

　言うだけ言い、養母は踵きびすを返して荒あら々あらしくドアを閉めてしまった。天てん井じようから吊つり下げられたランプが振しん動どうでぐらぐら揺ゆれ、室内をまだらに照らす。

　布の山に埋もれていたレリンはもぞもぞと起き上がり、腕を伸のばして養母が放った紙束を拾い上げた。おぼつかない灯りの下でそれを読み上げ、低く呻うめいてしまう。

（なんて無む茶ちやな注文を……これを、明後日までに？）

　ハンカチ、サッシュベルト、ドロワーズ、キャミソール。レリンは大判のドレスなどはまだ作れないので、課された仕事はどれも、肌はだ着ぎや小物の製作だ。だが反面、量が半はん端ぱではない。

　注文数のゼロの数が一つ多いのではと思われるような指示書を読み、レリンは重い腰こしを上げた。その拍ひよう子しに布が床に落ちていく。まずは、これだけの布を種類ごとに分けなければ。

　体を起こすと、背筋にビシッと激痛が走る。寝る前に、「作業が遅い！」と養母に殴なぐられていたのだ。

　あちこち痛む体に鞭むち打うち、レリンはせっせと布の整理を始める。フェドーレ商会は布や糸などを準備するための金には糸目を付けないので、どれも高級品だ。

（学校にいた頃ころなら、こんな素す敵てきな布に触ふれられるだけでも幸せだったのに）

　かさかさになった指先で布地を撫なでる。絹の生き地じは無機質で、ひんやりとしていた。




　──レリンがこの作業場に放り込まれ、一体何日経過したのだろう。養母に踏みつけられた手が治ってからというものの、レリンは毎日この作業場でひたすら裁縫をさせられていた。

　両りよう脚あしは拘こう束そくされており、外界に繫つながるドアまで歩くことができない。この部屋には時計がない上、食事を持ってきてくれる使用人も、それが朝食なのか昼食なのか夕食なのか教えてくれない。最初の頃は食事を持ってくる回数を紙の端はしにメモしていたが、いずれそれもやめた。

　くたくたになった体をベッドに横たえてから見るのはいつも、優しい夢たちばかり。

　夢の中で、レリンは春の野原をフォルスと一いつ緒しよに散歩していた。時には、そこにルディアやジオドール、ジェーンやヨランダに、はたまたシスター・イデアまで参加することがある。

　夢の中のフォルスは、いつだって優しい。今朝の夢は途と中ちゆうで養母に妨ぼう害がいされてしまったが、彼は絶対あんなことは言わない。いつだってレリンを思い、気き遣づかってくれる。

　夢の中でフォルスは、レリンを恋こい人びとのように扱あつかってくれる。手を繫ぎ、甘い言葉を囁ささやき、頰にキスをしてくれて。時には、「結けつ婚こんしよう」と言ってくれたり。

「……そんなの、ありえないのに」

　ぽつんと呟つぶやく。そう、所しよ詮せん夢に過ぎないのだ。

　こんなものは、レリンの一方的な想おもいでしかない。もうレリンは外に出ることはできない。フォルスと会うことも、誰だれかと結婚することもできない。ボロボロに朽くちて死ぬまで、この作業場で働かされるだけ。

（ブローチ……取り返せなかった）

　フォルスの夢を見て目覚めた後、いつもそのことが悔くやまれる。あのブローチがどうなったのか分からないが、エリアーヌが身につけている可能性が高いだろう。

　エリアーヌは、裁縫の腕前はからっきしだし、デザインボードの出来も微び妙みようだ。そんな彼女だが、非常に見目がよくて客には愛あい想そがいい。養母からも溺でき愛あいされており、レリンが作った小物をエリアーヌが身につけ、客に見せているということだ。

　義弟リチャードが生まれるまでは、フェドーレ家の命運は裁さい縫ほう師しであるレリンに託たくされていた。レリンが婿むこを取る必要があり、エリアーヌの社交界デビューも足あし踏ぶみ状態だったのだ。

　今いま頃ごろエリアーヌは、鬱うつ陶とうしい姉もいなくなって思いっきり羽を伸ばしていることだろう。養父に何と言われようとあれこれ買いあさり、パーティーでめぼしい男を見つけるための準備をしているのではないだろうか。

（……みんなに、会いたい）

　こんな暗くて寂さびしい場所ではない。温かな場所へ──学校へ、帰りたい。

　ヨランダたちには、挨あい拶さつも何もできなかった。入学してすぐに知り合ったヨランダたちは平民同士、仲良くしていた。彼女らに会えなかったら、そもそもあの学校は心地ここちよい場所ではなかっただろう。

　そして、ルディアと出会った。

　レリンの手を引っ張り、光の差す方へと導いてくれる少女。いずれ女王になるという重責を負っても毅き然ぜんとしており、それでいて時折、普ふ通つうの少女としての顔を見せてくれるルディア。

　ルディアと出会うことによって、ジェーンやジオドールとも知り合えた。そして──

（フォルス様……）

　いつだってレリンのことを思ってくれる人。お互たがいの夢を語り合った人。再会の約束を交かわした人。

　──もう、会えないだろう人たちのことを思うと、辛つらい。

　きゅっと、レリンは拳こぶしを握にぎる。レリンの手の中で、絹が不快そうな呻き声を上げていた。







　春の陽気は穏やかで、道みち端ばたには色とりどりの花が咲さき乱れている。

　厳しい冬を乗り越こえたフランチェスカの大地は、美しい。「フランチェスカの春」は、近きん隣りん諸国が羨うらやむほどのすばらしい景観を誇ほこっていた。

　そんな初春の風に包まれる、ヨルミ公こう爵しやく領のとある街。商人の街として有名なその風景を、一人の青年が馬車の窓からじっと眺ながめていた。

　彼がこの街に来るのは今回が初めてではない。騎き士しとして、巡じゆん回かい視察や遠えん征せいの中ちゆう継けい地点などとして利用したこともある。だがその時に利用する店は限られていたし、街の隅すみ々ずみまで練り歩くことはしなかった。

（見た感じは、平和で無害そうな街並みだな）

　フォルス・バルクールは馬車の窓辺に寄り掛かかり、青緑色の目を細めた。

　彼の容姿は人を惹ひき付けるものがある。馬車の窓を開放しているので、外からもフォルスの姿がよく見える。彼の端たん麗れいな横顔を目にし、何人もの街娘むすめが黄色い声を上げていた。

　街で若い娘を見かけると、フォルスは必ず彼女らをじっくり見る。それは決してやましい下心があるためではなくて、ある一人の少女を捜さがしているからだった。

（レリン嬢じよう……あなたは本当に、この街にいるのか？）

　レリンとよく似た髪かみの色の少女が通りかかり、フォルスは思わず身を乗り出す。だがすぐに人ひと違ちがいだと分かり、すとんと席に腰を下ろした。

　フォルスは落らく胆たんのため息と共に座り直し、懐ふところに手を突つっ込む。「黒騎士団」制服の内ポケットから出したのは、蜜みつ蠟ろうに印が押された公文書。

（やっと、動ける。やっと、迎むかえに行ける）




　女王誕生日当日の昼前、聖堂学校に残っていたジェーンから連れん絡らくが入った。彼女らしくもなく焦あせった字で、レリンが急きゆう遽きよ退学したこと、そこには家庭の事情が絡からんでいると伝えてくれた。

　ただ単に実家に帰っただけならばまだいい。だが、ジェーンに別れを告げたときのレリンの様子は尋じん常じようではなく、もう一生会えないということをほのめかしていたという。

『レリンの素す性じようが分かったわ』

　王女ルディアは、毅然とした眼まな差ざしでフォルスとジオドールに告げた。

『レリンの本名は、レリン・フェドーレ。いろんな意味で有名なフェドーレ商会の、養女よ』

『フェドーレ……それはまさか、あのフェドーレですか』

『そう。──表向きは、弱小裁さい縫ほう店を保護する正義の味方。裏では己おのれのためならば他人を犠ぎ牲せいにすることを厭いとわない、腐くさった連中。お母様も前から、どうにかして潰つぶしたいと思ってらっしゃっていたようなのよね』

　資料をめくってルディアが苦々しく言う。それを聞いたフォルスも、レリンの前では一生やらないだろう、憎ぞう悪おと殺意に満ちた舌打ちをした。

『フェドーレ商会は、今までにも幾いく多たの裁縫師を吸収してきたからね。実家を潰され、家族などを人ひと質じちに取られて働かされる。レリンがどうして聖堂学校に入学できたのかは分からないけれど、養父母から愛情を与あたえられていたから、じゃないわね。それだとジェーンの報告と嚙かみ合わないもの』

　まさか、レリンがあの厄やつ介かいな一家の養女だったとは。

　だが彼女がフェドーレ家の養女というのは、不幸中の幸いであった。その境きよう遇ぐうを思うと手放しでは喜べないが、フェドーレ家があちこちで悪評の立つ連中であったから、フォルスたちは動けた。

　だが、レリンの素性やある程度の経歴が判明してから、実際にフォルスたちが動けるようになるまでが長かった。

　レリンを助けたい。その思いはルディアもフォルスもジェーンも、そしてまさかのジオドールも同じだった。だが、王太子であるルディアはもちろん、他ほかの三人も本職は騎士。「友だちを助けたい」という理由で動けるはずがない。
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　そこで、ルディアが母女王に次のように申し出たのだ。『裁縫ギルドの営業を阻そ害がいする、フェドーレ商会に監かん査さを入れたい』と。

（レリン嬢を助けたい、ではなく国のために動きたい、ならば女王陛下は頷うなずくしかなかった）

　国内に跋ばつ扈こする悪徳連中を取り除きたいと考える女王は、娘の綿密な計画を聞き、行動を許可してくれた。女王の許可を得られて初めて、フォルスたちはフェドーレ商会の調査を始める。叩たたけばいくらでも埃ほこりが出てくるので、怒いかりを通り越して呆あきれの笑い声を上げてしまった。

　そうして冬の間に準備を進めてようやく、ヨルミ公爵領にあるフェドーレ商会に乗り込むことになったのだ。

『行きなさい、フォルス。レリンを助けるのは、あなたにしかできない』

　出発するフォルスに、ルディアはそう声を掛けた。凜りんと告げる王女の双そう眸ぼうが微かすかに潤うるんでいたため、さしものフォルスも動どう揺ようしてしまったものだ。

　王女という身分の彼女は、現地に赴おもむくことができない。計画を立てた後は、騎士たちに任せて自分は城で待つしかない。友を自ら助けに行けない歯がゆい思いが──そして、『あなたにしかできない』と信じてくれるその思いが、フォルスの胸を打った。

（ここからは、俺が踏ふん張らなければならない）

　レリンを助けるために。

　あの笑え顔がおを取り戻もどすために。

　馬車に揺ゆられ、フォルスは軍服の胸ポケットにそっと触ふれる。そこには、きちんと鏝こてをかけた紫むらさき色いろのハンカチが収まっていた。




「──レリン！　起きろ！」

　脳天まで響ひびいてくる怒ど声せいが飛んできて、レリンは呻うめき声と共に微睡まどろみから目覚めた。ついさっきまで、夢の中でフォルスの温かい手の平に包まれていた自分の頰ほおに、冷たい風が吹ふき付けてくる。

　いきなり起こされたせいで偏へん頭ず痛つうを起こしたレリンには一いち瞥べつもくれず、ずかずかと作業場に入ってきた養母が使用人に命じた。

「上質なものを、ありったけ持っていきなさい！……レリン、おまえもさっさと在庫を出せ！　最上級の客が来る！」

「お客……ですか」

　掠かすれた声でレリンは問い、ベッドからずるりと這はい起きる。足首を縛いましめる鎖くさりが、嫌いやな音を立てた。

　養母は、いつになく立派な装いをしていた。基本的に外見だけはよい養母は今、城の舞ぶ踏とう会かいに行くのかと思うような豪ごう奢しやなドレスを纏まとっている。さすがに使用人たちに諭さとされたのか、あの、年ねん齢れいを鯖さば読よみしすぎた色ではなく、年相応の深いワインレッドの生き地じを基調としたドレスである。

「二度も言わせるんじゃない。今日、特上のお客が来る。なんたって、王女様の遣つかいだ。うちの商会が王家の目に留まる、またとない機会だ」

「……王女様？」

　聞き間ま違ちがいかと、レリンは掠れた声を上げる。この頃ごろあまりにも夢の中の世界に没ぼつ頭とうしすぎて、ついに幻げん聴ちようまで聞こえてきたのだろうか。

　だが「レリンに同じことは二度言わない」主義の養母は何も答えず、レリンの作業場兼けん私室に押し入ると、めぼしいものはないかと作品を漁あさりだした。そうしてぽいぽいと放っていったものを、彼女の後ろに控ひかえていた使用人たちが無表情でキャッチし、籠かごに詰つめ込んでいく。

「……これはだめだ。こっちは……ああ、この手て拭ふきならまだいいか……」

「……ルディア王女様への献けん上じよう物ですか」

　普ふ段だんなら仕事場に土足で踏み込まれたらさすがに不快を露あらわにするが、今日は違う。

　レリンの声に生気が灯ともったのに気づいた養母が振ふり返る。彼女は、レリンがやっと目を覚まして仕事モードに切り替かわったのだと思ったらしく、ふんと鼻息荒あらく顎あごを引いた。

「……そうだ。うちの商会が王家のお抱かかえになる機会が回ってきたんだ。もうじき、城から遣いの騎士がやってくる。その騎士にうちの最高傑けつ作さくを見せるんだよ」

「……それが騎き士し様の目に留まれば、王女様の元にも運ばれるのですか……？」

「多くを言わせるな！　そういうことだから、さっさと仕上げをしろ！　もう到とう着ちやくまで一刻もないんだ！」

　なんでこんな時に限って郵便の遅ち延えんが──とブツブツとぼやきつつ、養母は今度はレリンの方に、ぽいぽいと上質な作品を投げて寄よ越こす。それらは注文の品ではなく、店のディスプレイ用にということで作らされていたものだった。

　レリンはふいに、作業場の入り口に立つ少女の姿に気づいた。母と同じく見事なドレスを纏ったエリアーヌはレリンと目が合うと、ふんと高飛車に鼻を鳴らし、踵きびすを返して行ってしまった。

　その胸むな元もとに、レリンの白いブローチを着けたまま。

　ずくん──と胸が痛む。やはり、ブローチはエリアーヌに奪うばわれてしまった。

　だが、嘆なげいている場合ではない。

（チャンスが……あるのかも）

　レリンは養母の文句を聞き流しつつ、急ぎ裁縫箱を開けた。色とりどりの糸が行ぎよう儀ぎよく並ぶ中、レリンが迷いない手で取り出したのは、鮮あざやかな紫色。

　これが、誰だれかの目に留まれば。

　未いまだかつてないほどの速度で、レリンはハンカチに刺し繡しゆうを施ほどこす。デザインボードを使わなくても、針の進みが迷うことはない。

（これが、皆みんなの元に届いたら──）

「……できました」

　レリンが糸始末をして養母に差し出すと、養母はひったくるようにそのハンカチを奪った。

「遅おそいんだよ、愚ぐ図ず」

　そう言いつつも、養母は刺繡の出来には満足したらしい。廊ろう下かの灯りに模様を透すかして見ると、ふん、とエリアーヌと同じように鼻を鳴らした。

「遣いの騎士が気に入るかどうかは、おまえ次し第だいだ。気に入られなかったなら、覚えていろ。それから、おまえは黙だまって注文の品を仕上げていろ。一言も声を出すんじゃないよ」

「……かしこまりました」

　いつも通りの養母の言いつけに、レリンは大人しく返事をする。養母が使用人を連れて荒々しく立ち去り薄うす暗ぐらい部屋に一人取り残されると、ようやっと息をつくことができた。

　レリンの動揺と思おも惑わくが養母に伝わらなくて、助かった。

（あのハンカチが、フォルス様の目に留まれば……）

　レリンは先ほどのハンカチに、フォルスに贈おくったハンカチと全く同じ紫むらさきの薔ば薇らの刺繡を施した。さすがに柔やわらかいクリーム色の布地を紫に染めることはできなかったが、デザイン自体は瓜うり二ふたつだ。もし、あのハンカチがフォルスの元まで運ばれたなら、彼はすぐに気づくだろう。レリンが今、どこで何をして過ごしているのか。

（もう一度、皆に会いたい）

　夢の中だけで再会を果たすのは、もうお終しまい。

（私は、必ず春を迎むかえる）

　レリンはくっと顎を上げ、薄暗い部屋の奥を見み据すえた。

　闇やみに射さしてきた一いち条じようの光を決して逃のがすまいと、その茶色の双眸は熱く燃えていた。







「──遠路遥々お越こしくださり、誠まことに感謝致いたします」

「こちらこそ。急な来訪にもかかわらず、丁てい重ちようなもてなしをしていただき感謝する」

　レリンが急きゆう遽きよ刺繡をした、一刻後。

　フォルスはフェドーレ商会の屋や敷しきで、熱ねつ烈れつな歓かん待たいを受けていた。

　フォルスが帽ぼう子しを脱ぬいで胸元に当て、礼れい儀ぎの形に則のつとった挨あい拶さつをすると、商会の長おさであるジャスティン・フェドーレは丸い顔一いつ杯ぱいに笑みを浮うかべ、隣となりに立つシュゼラ・フェドーレ夫人は明らかな好こう奇きの眼まな差ざしでフォルスを舐なめるように見つめてきた。

　──フェドーレ商会へ軽い先制攻こう撃げきを与あたえるという名目で、フォルスはわざと、自分たちの来訪をギリギリまで伝えなかった。フォルス到着の数刻前に唐とう突とつに来訪を知らせ、準備不足のまま接待させたのだ。

　フォルスの姿を見たときの彼らの表情──とりわけ夫人の変化は実におもしろかった。

　若くて実力もあり、見目も優すぐれたフォルスが顔を出したとたん、夫人は目を見開いて甘えるような可か憐れんな声で挨拶をしたのだ。

　応接間に通されたフォルスは、ソファに座る前に室内をぐるりと見み渡わたす。

　服ふく飾しよく専門商会の屋敷らしく、壁かべには色とりどりのペナントが飾かざられ、棚たなには見事な刺繡の施されたハンカチや衣類が展示されている。部屋の隅すみには、ガラスのケース入りのトルソーがぽつんと佇たたずんでいる。トルソーが纏っているのは、派手なピンク色のドレス。レースをふんだんに使っており、やや時じ代だい遅おくれな感じもする。

（……不自然な空間だ）

　フォルスはソファに座った後、眉まゆを寄せる。

　壁紙は、見た感じかなり新しい。模様替がえをしたばかりと言えばそうなのだが、壁紙の表面がわずかにへこんだ場所が見られる。上から新しい紙を貼はって隠かくしたつもりだろうが、おそらくこの壁の表面にはかなりの凹おう凸とつがある。何かをぶつけた痕こん跡せきでもあるのだろうか。裕ゆう福ふくな商家らしくもない。

「──お待たせしました」

　ドアが開き、涼すずやかな声が耳じ朶だをくすぐる。

　十代の半ばくらいだろうか、若い娘むすめがティーセットの載のった盆ぼんを手に入室してきて、フォルスににっこりと微笑ほほえみかけてきた。

「フォルス・バルクール様ですね。お初にお目に掛かかります」

「まあ、エリアーヌ。わざわざあなたが運ばなくても……」

　フォルスの向かいの席に座っていた夫人が、妙みように甲かん高だかい声を上げて娘を見上げ、そしてちらっとフォルスにも視線を寄越してくる。

（娘を俺に差し出す気……か）

　毒づきたいのを堪こらえてフォルスが笑え顔がおで無言を通していると、娘の方が愛あい想そ良く話しかけてきた。

「いえ、わたくしがメイドに無理を言いました。……わたくし、エリアーヌ・フェドーレと申します」

「お初にお目に掛かります、エリアーヌ嬢じよう。お茶もありがとうございます」

　フォルスは言い、にこにこ笑顔で給仕するエリアーヌを観察する。

　金色の巻き毛に、深い緑色の目。肌はだは雪のように白くて染しみ一つない。茶器を扱あつかう指先はすんなりと細く、いかにも箱入りの令れい嬢じよう、といった雰ふん囲い気きの少女。

（レリン嬢とは、全く違うな）

　彼女はフェドーレ夫妻の実子、レリンは養女。そう考えると二人の容姿が似ていないのも当然である。

　大した収しゆう穫かくも得られなくて、フォルスはエリアーヌの顔から彼女の服の方へと視線をずらす。

　──そして、「その」存在に気づいた。

「……見事な銀細工のブローチですね」

　フォルスが低い声で言うと、エリアーヌは驚おどろいたように目を丸くする。そして自分の胸元を飾るブローチのことだと気づいたのか、慎つつましく目を伏ふせて微笑んだ。

「はい。王都の宝ほう飾しよく店で、お父様が買ってくださったのです。とてもきれいな花をモチーフにしていて、わたくしもこのブローチから元気をもらっているようで……」

「そうでしたか」

　フォルスは会話を打ち切る。フォルスの方から話題を振ふってきたのにさっさと興味なさそうに切り捨てられて、エリアーヌはやや不満そうだったが、さすがにそれを声に出すことはなかった。彼女はお茶を淹いれ終えて一礼し、さてどこに座ろうかと意味ありげに視線を動かしている。

　フォルスはソファを勧すすめられたときから、この夫妻の意図に気づいていた。部屋のソファは、ガラスのテーブルを挟はさむようにして二人掛けと三人掛けが向かい合って設置されている。夫妻は、二人掛けの方にフォルスを勧め、三人掛けの方を二人が占せん領りようしてしまった。

　二対一で商談をするならまだ分かるが、さてここにエリアーヌがやってきたならどうするのか。夫妻は三人掛けから移動するつもりはないようなので、必然的にフォルスの方に座らせることになる。

　だがここで「隣の席にどうぞ」と言えるほど、フォルスは寛かん大だいではない。特に親しくもない若い女性を隣に座らせることもいただけなかったし、何よりもあのブローチだ。

（レリン嬢から奪うばったのか……）

　レリンに贈った白い花のブローチ。フォルス自身が購こう入にゆうしたのだから、見み間ま違ちがえたりしない。

　エリアーヌは「王都の宝飾店で買った」と語っているが、とんだ作り話だと鼻で笑ってやりたい。確かに、見目だけは立派な銀細工のブローチだが、そんな高価なものではない。レリンにも言ったように、城下街の大通りの露ろ天てん商しようから買った品なのだ。

　フォルスの給金ならばそれこそ、王都の宝飾店から一級品を購入することもできた。だがそうすればレリンが余計に驚いてしまい、最悪受け取ってくれないだろうと分かっていた。だから、露天商の品ではあるが丈じよう夫ぶで銀メッキも上手なものを選んだのだ。そこそこ重みもあるので、高級品に見られてもおかしくはない。

　レリンが自分から進んで、ブローチをエリアーヌに譲ゆずるとは思えない。エリアーヌも巧こう妙みような噓うそを吐ついているあたり、レリンが大切に持っていたものを高級品だと勘かん違ちがいして強ごう奪だつしたのだろう。

　涼しい顔でぺらぺらと噓を吐くエリアーヌの顔を、思いっきり殴なぐってやりたい──と、乱暴な考えさえ浮かぶ。もちろん騎き士しとして、紳しん士しとして、それ以前に人としてそんな暴挙には移らないが。

　愛いとおしい少女に贈おくったものを奪われ、しかもまことしやかに噓を語られて怒いかりを感じるなと言われる方が、無理な話だ。レリンのためなら何でもしてやりたい、と横暴な考えさえ湧わくようになっていた。

（俺も、相当馬ば鹿かになったな）

　心の中で、フォルスは自じ嘲ちようの笑みを浮かべ、エリアーヌから視線を逸そらした。「おまえに興味はない」という意味を込めて。

　フォルスが意地でも自分の隣を勧めないと分かったのか、向こうの方が折れた。渋しぶ々しぶといったように夫妻は自分たちの席をずらし、空いた位置──フォルスの正面──にエリアーヌを座らせる。お見合いのような席次になったが、何か言うのも面めん倒どうなのでフォルスは本題に入ることにした。

「……では早速、王女殿でん下かの要望について話をしよう」

「よろしくお願いします」

　ジャスティン・フェドーレが礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げる傍かたわら、夫人と娘は澄すました顔でフォルスを観察しており、二方向からビシビシと熱い視線を感じる。

　とりあえず、まともに話ができそうなのは当主のみのようだ。フォルスは視線を彼だけに向け、傍らに置いていた鞄かばん──先ほど、エリアーヌを避さけるために隣となりの席に置いていた──から資料を取り出して交こう渉しようを始めた。

　──設定は、こうだ。

　ルディアは、市民階級の裁さい縫ほう師しに興味を持っている。母女王が設立した裁縫ギルドの仲ちゆう介かいも受けながら、身分問わず服飾会の流通を学びたいと考えている。そのために、フェドーレ商会とも懇こん意いにしていきたい、と。

　夫人とエリアーヌは目を輝かがやかせてフォルスの資料に見入っていたが、ジャスティンは丸っこい顔に不安そうな影かげを落としている。

「……非常に魅み力りよく的なお話ですが、我々フェドーレ商会は女性用服飾小物や下着を専門としております。王女殿下のご要望を叶かなえられるか、いささか不安でございまして──」

「何を言っているの、あなた。我が商会の裁縫師に不可能はありませんわ」

　慎ましく説明する夫の隣から、夫人が首を突つっ込む。彼女は娘が淹れた紅茶を一口飲んで湿しめしたぽってりとした唇くちびるを軽く突き出すような形にして、フォルスに流し目を送ってきた。

　フォルスはその視線を完全無視する。

「フォルス様。我が商会には非常に優ゆう秀しゆうな裁縫師がおります。体が弱くて外には出られませんが、彼女はドレスだって王都の仕立屋に負けず劣おとらずのものを仕上げますのよ」

「シュゼラ……」

　ジャスティンは困ったように隣の妻を見やっている。彼はフェドーレ商会の長おさとして、自分のところの裁縫師の限界は分かっているのだろう。だからこそ、いざ登用されてから恥はじを搔かかずに済むように慎しん重ちように商談を進めようとしている。その慎重さには、拍はく手しゆを送ってやりたい。

　一方夫人は、フェドーレ商会の実力が分かっていない。それでいて、自分たちの利益になることであればどこまでも首を突っ込んでいく。夫とフォルスの会話を聞いていて、フォルスがフェドーレ商会の登用を見送ってしまったらまずいと、無む理り矢や理りに前面に押し出そうとしているのだろう。

（……ふぅん。体の弱い女性裁縫師、か）

　思わず唇の端はしを曲げてしまったのを紅茶のカップで隠かくしつつ、フォルスは突っ込む。

「なるほど……フェドーレ商会には、そのような優秀な裁縫師がいるのだな。その女性は、ギルドに登録されているのか？」

「……いえ、まだです」

　夫人の失言に気づいたのか、ジャスティンは硬かたい声で答える。

「先ほど妻が申し上げたように、その裁縫師は若いのですが非常に体が弱く、外に出ることもままならない状態です。裁縫が何よりも好きということで裁縫の仕事を与あたえていますが、人見知りも激しくてギルドの登録に向かうのも難しいかと……」

「なるほど」

　フォルスは貼はり付けた笑え顔がおの奥でふつふつと、苛いら立だちの炎ほのおを燃やしていた。

　彼らが話題に出している「裁縫師」はきっと、レリンのことだろう。彼らは気づいていないようだが、郊こう外がいにあるフェドーレ商会の工場は既すでにジオドールたちで包囲している。強制労働させられていた裁縫師たちも全員救出したとのことだが、その中にレリンの特とく徴ちように該がい当とうする若い女性裁縫師はいなかった。さらに救出された裁縫師の証言により、最も優秀な裁縫師であるレリンは聖堂学校から連れ戻もどされた後も、自じ邸ていで作業させられているということも判明している。

　フォルスは、心底残念そうに肩かたを落として資料をまとめる。

「……フェドーレ商会の事情はよく分かった。どうやら、再検討の必要がありそうだ」

「そんな──」

　すかさず突っ込んできた夫人を全力で無視し、フォルスは壁かべに掛かかっている数々の作品を手で示した。

「フェドーレ商会はハンカチなどの小物を得意分野としているということだ。王女殿下に必要なものは、なにもドレスや宝ほう飾しよく品ひんのみではない。殿下の肌はだ着ぎやハンカチ、小物入れなど専門の裁縫師を採用することもできる」

「そ、そういうことなら！」

　とたんに活力を取り戻した夫人が立ち上がり、ぱんぱんと手を叩たたく。すると、どうやら廊ろう下かで待機していたのだろう、ワゴンを押した使用人がやってきた。ワゴンに積まれているのは、たくさんの布製品。

「ハンカチや手て袋ぶくろ、靴くつ下したやサッシュベルトが得意分野ですのよ」

　なぜかここで解説役を買って出たのは、夫人。彼女は細い指先でざくざくと作品を搔き分け、フォルスに小鳥が鳴くような甲かん高だかい声で説明をしてくる。

「我が商会の品物は、品質第一。国内最高級の布と糸を仕入れ、裁縫師に一級品を作らせております」

　夫人の説明を適当に聞き流しながら、フォルスはハンカチを一つ、手に取ってみる。

（縫製としては、レリン嬢じようが作ったものと同じだ。いくつかを持って帰れば、姫ひめ様にも納なつ得とくいただけるだろうか……）

　今、フォルスのポケットにあの紫むらさきの薔ば薇らのハンカチが入っている。あの縫ぬい目や完成度はルディアもよく観察していたので、並べて見れば同作者のものだと分かるだろう。

　決定的な証しよう拠こが得られないのは残念だが、仕方ない。そう思ってフォルスがいくつかの品を目で選んでいると──

「──ちなみにバルクール殿どの、我が裁縫師の最高傑けつ作さくがこちらにございます」

　それまでずっと沈ちん黙もくを守っていたジャスティンが口を開き、傍らにいた使用人が平べったい箱を差し出してきた。

　その箱のサイズからして、中に入っているものを察するのは難解ではない。

「これは、ハンカチ……だろうか」

「そうです。うちの裁縫師が是ぜ非ひ王女殿下に、ということで朝一で刺し繡しゆうを施ほどこしましたの」

　またしても口を挟はさんでくる夫人。もう諦あきらめたのか、ジャスティンは呆あきれ顔で妻を一いち瞥べつした後、彼女のしたいがままに任せることにしたようだ。

　夫人は持っていたサッシュベルトを放ほうり、使用人が差し出した箱を横からかっさらう。

「その裁縫師は裁縫の腕うでもさることながら、刺繡も見事なものを仕上げます。こちらなんて……そうですね、エリアーヌのような清らかな娘むすめに贈るのに相応ふさわしい品だと思いますよ」

「お母様、こちらの品は王女殿下に献けん上じようするのです。わたくしではそんな、引き合いに出されるのも恐きよう縮しゆくですわ」

「あら、そうかしら？」

　母娘おやこの不毛なやり取りは聞き流し、フォルスは夫人から平らな箱を受け取った。見た目よりもずっと軽いその蓋ふたを、丁てい寧ねいに取り除く。

　──ふわりと、優やさしい匂においがした。

　箱の底に丁寧に折りたたまれて鎮ちん座ざする、正方形のハンカチ。震ふるえそうになる指先でそっと、それを摘つまみ上げる。

　折りたたまれていた部分がめくれ、丁寧な刺繡がフォルスの目に飛び込む。

『たくさんの想おもいも込めました！』

　頰ほおをうっすら紅色に染めて、フォルスに生誕祭の贈おくり物を差し出してくるレリン。繊せん細さいな紫色の薔薇の刺繡が施された、手縫いのハンカチ。

　それと全く同じ柄がらのハンカチが、自分の手元にあった。

　だが、それだけではない。

　ハンカチをひっくり返す。ちょうど、紫の薔薇の刺繡が施された裏側。そこには花と同じ色の糸で、流れるような筆記体の文字が刺繡されていた。

　きっと夫人がこれを見たとしても、何も思うことはなかっただろう。そんな、詩的ではあるがありふれた言葉。

　その言葉が、フォルスの胸を打った。




　──私は春を待っている──




（レリン──！）

　くらりと、目の前が一いつ瞬しゆん暗くなる。

　レリンは、待ってくれている。冬の聖堂学校で交かわしたあの約束を、覚えてくれている。

　夫人は先ほど、裁縫師が朝一でこの刺繡を施したと言っていた。フォルス来訪の知らせがこの屋や敷しきに入ったのが、約二刻前。その短期間で作品を仕上げたとなれば、レリンを他ほかの場所に移動させる暇ひまはないはずだ。

　となれば、レリンのいる場所は──

「……バルクール殿？」

　ジャスティンの声にフォルスは我に返り、ハンカチをそっと木箱に戻した。

「失礼した。少し……考え事を」

「それは、今回のお抱かかえの件でしょうか」

「いえ、それとは別件のことを」

　フォルスはそう言い、視線を落とした。テーブルの上には、乱雑に放られた作品が皺しわになっている。

　──これらは全すべて、レリンが仕上げたもの。彼女の血と汗あせと涙なみだで作ったもの。

　それを、夫人は市し販はんの量産品であるかのように乱雑に扱あつかった。きっとそれは、夫人がレリンと接するときの態度と同じ。

（迷うことはない）

　迷うことも、情けを掛けることも、温情を与える必要もない。

　徹てつ底てい的に、叩き潰つぶすまでだ。

　フォルスは立ち上がり、胸に手を当てて深く頭を下げた。

「……このような場を借りて申し上げるのも無礼だとは思いますが……フェドーレ夫妻。私があなた方のご令れい嬢じように求きゆう婚こんすることを、お許しください」

「……は？」

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったように調子の外れた声を出したのは、ジャスティン・フェドーレ。

　彼は火を付けようとくわえていた葉巻をぽろりと取り落とし、こぼれんばかりに目を見開く。

「……娘と？　いや、それは……」

「まあ、なんてすばらしい話なのでしょう！」

　またしても夫の言葉を遮さえぎって飛び込んでくる、フェドーレ夫人。

　彼女はもはや商談なんて頭にないらしく、隣となりで父同様ぽかんとしている娘の手を無む理り矢や理り取り、ぶんぶんとその場で大きく上下に振ふりだした。

「喜びなさい、エリアーヌ！　次期バルクール侯こう爵しやくがあなたに求婚してくださるのよ！」

「え？……まあ！　わたくし、侯爵夫人になるのですね！」

「ええ！　あなたのような娘を持てて、わたくしは幸せですわ！」

　きゃっきゃと盛り上がるフェドーレ夫人と、エリアーヌ。フォルスはそんな二人を冷めた目で見た後、ジャスティン・フェドーレに視線を動かす。

　ジャスティンはすっかりお花畑状態の妻と娘に対し、どこか怯おびえたような目でフォルスを見上げるばかりだ。

　彼は、気づいたのだろう。「ご令嬢に求婚する」と言ったくせにフォルスの表情が凍こおり付いており、冷れい笑しようすら浮うかんでいることに。そしてハンカチの入った木箱をまるで宝石箱か何かのように、大切に手にしていることに。

「……フェドーレ殿。確かあなた方にはもう一人、ご息女がいたはずだ」

　唇くちびるを引き結び、フォルスを静かに見上げるジャスティン。ようやっとその場の異様な空気に気づいたのか、はしゃぐのをやめてこちらをこわごわと見やるエリアーヌと、わけが分からずぽかんとしている夫人。

「あなた方のもう一人の娘、レリン・フェドーレ嬢が……そうだな？」

　誰だれも、何も言わない。だがその沈黙が肯こう定ていを表していた。

　フェドーレ家の跡あと継つぎは、生まれたばかりの息子むすこリチャードになった。だが夫ふう婦ふはレリンを縛しばり付けるためか、彼女を養よう子し縁えん組ぐみから外していない。まだレリンは彼らの娘なのだ。

　つまり、先ほどのフォルスの言葉が意味するのは──

「──改めて、自己紹しよう介かいを。私はフォルス・バルクール。ルディア王女殿でん下かのご命令を受け、フェドーレ商会の監かん査さに参った」

　フォルスの言葉の途と中ちゆうで、にわかに玄げん関かんの方が騒さわがしくなった。フェドーレ家の使用人の叫さけぶ声が聞こえたかと思うと、バン、と応接間のドアが荒あら々あらしく叩たたき開けられる。

「……出番か、フォルス」

　ドアを開けて先頭に立っていたのは、黒に近い灰色の髪かみを持つ筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした若者。軽装な軍服姿であるフォルスと違ちがってしっかり甲かつ冑ちゆうを着込んでおり、背せ丈たけとその射殺さんばかりの視線もあいまって魔ま王おうの像であるかのように立ちはだかっている。

　しかも、乱入してきたのは彼だけではない。彼の背後には同じような黒光りする甲冑姿の騎き士したちがぞろぞろと控ひかえ、抵てい抗こうする使用人たちを取り押さえているのがちらりと見えた。

　異様な光景に、さしもの夫人とエリアーヌも悲鳴を上げる。

「ひいっ……！　な、なんですの、この者たちは！」

「フォルス様！　娘に求婚しておきながら、何という仕打ちを！」

　泡あわを吹ふいて卒そつ倒とうしそうになるエリアーヌを抱だきしめ、夫人が柔にゆう和わな表情をかなぐり捨てて鬼き神しんのごとき形相でフォルスを睨にらんでくる。どうやらこれが彼女の本ほん性しようらしい。

　突とつ撃げき隊の先頭にいたジオドールは、夫人の悲鳴を聞いて眉まゆを寄せ、フォルスに訝いぶかしげな視線を送る。

「……おまえ、そういう趣しゆ味みだったのか？　人のことを言えないのではないか」

「馬ば鹿か。こっちの娘じゃなくて、あの人に決まっているだろう」

「それもそうか」

　あっさり納なつ得とくしたジオドールはずかずかと応接間に押し入り、怯えて縮こまるジャスティン・フェドーレに向けて一枚の書状を差し出した。隅すみに女王陛下の印が押された、公文書だ。

「……説明するのも面めん倒どうだが、おまえたちフェドーレ商会が今まで服ふく飾しよく業界で行ってきた悪事の数々を全て調べ上げている。詐さ欺ぎ、恐きよう喝かつ、賃金未み払はらい、裁さい縫ほうギルドへの妨ぼう害がい行こう為いに各裁縫店への圧力──よくもまあ、これだけやらかしているというのに面の皮が厚いことだ」

「あなた……！」

「被ひ害がい者しや面をするな。虫むし唾ずが走る」

　ジオドールは殺人的な視線を夫人に送る。その眼まな差ざしは、ついさっきまでジャスティンを見ていたときの数段、凶きよう悪あくだ。

「貴様も同じだ、シュゼラ・フェドーレ。昨年の上流階級サロンで起きた毒入りワイン事件──その首しゆ謀ぼう者しやが貴様だろう」

　ひっと、夫人が息を吞のむ。母親に抱きかかえられていたエリアーヌはジオドールの言葉に目を見開き、体を起こして自分の母に疑いの眼差しを向ける。

「お母様……何のことですか？」

「し、知らないわ！　この男の出任せよ──」

「なるほど、では細かく説明しよう。エリアーヌ・フェドーレ、貴様の母親は、昨年の夜会で年若い貴族の娘むすめに毒入りのワインを飲ませるよう、使用人を脅おどした。いずれ社交界デビューする貴様のライバルを減らそうという魂こん胆たんでな」

　フォルスは玄関に控えていた騎士たちに指示を出しつつ、同どう僚りようの後ろ姿を苦笑混じりに見守っていた。

　ジオドールは相手が女子どもでも基本的に容よう赦しやしない。今回の場合、主君であるルディアが「敵に容赦はしないでいいからね」と事前に命じていたため、彼はとことんまでこの一家を追いつめる気でいるのだ。

「買収された使用人はすぐさま、控えていた騎士に事の経緯いきさつを語った。彼女に渡わたしていた毒はすぐに回収し、ターゲットになっていた令嬢たちには事情を話した上で、護身のためということで早めに帰宅させたのだ。──あの時はなぜ、彼女らが深夜を待たずに去ってしまったのか、不思議でならなかっただろう？」

「噓うそです！　そんなこと、わたくしが……」

　血走った目でジオドールに摑つかみかかろうとする夫人だが、寸前で自分のドレスにつまずいて派手に転てん倒とうした。夫はもちろん、娘でさえ助け起こしてくれず、夫人はよろよろになりながら立ち上がってジオドールを忌いま忌ましげに睨み上げた。

「なぜわたくしに濡ぬれ衣ぎぬを着せようとするのですか！　第一その使用人はもう生きては……」

「ああ、その使用人はこの冬に死んだ。彼女は最後の最後まで首謀者の名は明かさなかったが、死の間ま際ぎわに親族に伝えたそうだ。相当罪の意識に苛さいなまれていたようだが、まあそれはさておき。……無関係だと主張するおまえが、なぜ使用人の生死に触ふれたのだ？」

　夫人の軽けい率そつさが、彼女の退路を遮った。夫人の顔から表情という表情が消え、その場に力なく頽くずおれる。エリアーヌも呆ぼう然ぜんとしており、既すでに三人は戦意すら失うせてしまったようだ。

　騎士たちによって彼らが拘こう束そくされる中、屋や敷しき内の捜そう査さをしていた部下が報告にやってきた。

「失礼します。……バルクール様のご命令で屋敷を捜そう索さくしたところ、地下に裁縫師用らしき作業場を発見致いたしました」

「中に人は」

「一人、若い女性が足を拘束されておりました」

　騎士の報告を聞き、フォルスはすぐさま反応した。

「悪い、後は頼たのんだ、ジオ」

「ああ」

　いつになく協力的なジオドールに感謝しつつ、フォルスは応接間を飛び出す。

　──何よりも大切な少女を、助けに行くために。







　──外が騒がしい。

　作業台に向かって裁縫していたレリンは、顔を上げた。

（また、癇かん癪しやくを起こしているのかな）

　もしかすると、交こう渉しようがうまくいかなかったのかもしれない。あの紫むらさきの薔ば薇らとメッセージを刺し繡しゆうしたハンカチが使者の手に渡らなければ、作戦失敗だ。

（私に八つ当たりしに来るのかな）

　半ば諦あきらめていたので、いきなり作業場のドアが荒々しく叩き開けられた時も、レリンは養母の暴力を堪こらえるために反射的にぎゅっと目を瞑つむった。

「……裁縫師、発見！」

　だが、聞こえてきたのは養母のヒステリックな怒ど鳴なり声ではなく、知らない男性の声。レリンがゆっくり目を開くと、地下室の入り口に立っていた人物が背後にいた別の人に何か言付け、こちらに降りてきた。

「……あなたは？」

　レリンが掠かすれた声で問うと、降りてきた人物がレリンの足元にしゃがみ、レリンの足を縛いましめる鎖くさりの鍵かぎ穴あなに針金のようなものを突つっ込んだ。

「私はフランチェスカ王国『黒騎士団』の者です。……ご安心ください。あなたを助けるために参りました」

「……私を？」

　かちゃん、と鎖の鍵が外れる。騎士が一言詫わびて、レリンの足首を持ち上げて鎖から外した。そのまま彼は鎖を放ほうり捨て、腰こしに下げていた鞄かばんからふわふわした布を取り出すと、それでレリンの足をくるんでくれた。

「……もうしばらくお待ちください。間もなく上司が参りますので」

「……ジョーシ？」

　ジョーシという名前の人が来るのかと首を傾かしげていたレリンだが、ばたばたと足音を立てて戸口に現れた人を見て、はっと息を吞んだ。

　逆光でもよく分かる、整った顔立ち。すらりとした体たい軀くに、日光を浴びて輝かがやく赤金色の髪。

　レリンの傍かたわらにいた騎士が立ち上がり、一礼して部屋を出ていく。入り口に立っていた青年はすれ違い様に騎士に一言感謝の言葉を述べ、そして大おお股またで部屋に降りてきた。

「レリン──！」

（噓……）

　幻まぼろしだと、思った。これも夢の続きなのかと思った。

（だって、まさかこんな所に……）

「レリン！」

　がっしりした腕うでが伸のびてくる。そのまま、レリンの体は前に倒たおれ込む。

　温かい腕の中。夢の中で見た幻。

（なんて、幸せな夢なんだろう）

　大好きな人の温ぬくもりと匂においに包まれ、レリンは静かに意識を手放した。

　それは数ヶ月ぶりに訪おとずれる、穏おだやかで優やさしい眠ねむりだった。
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　ゆらゆら、揺ゆれる。左右に、一定のリズムで体が揺れる。

　レリンは体を緩ゆるく揺さぶられる不快感で、眉み間けんに皺しわを寄せた。なぜ床ゆかがこれほど揺れるのだろうか。それに、枕まくらもなんだか硬かたくて据すわりが悪い。

（眠い……）

　ふわふわの毛布でもないかと、レリンは目を閉とざしたまま手を伸ばす。だが手の平はすぐに、これまた硬こう質しつな壁かべのようなものにぶつかってしまう。手て触ざわりは布のようなのに、硬い。

（……これ、何？　お布ふ団とん？）

　さわさわと壁を撫なで回していたレリンだが、ふいに小さく笑う声がした。

「……あなたに愛あい撫ぶされるなんて幸せなことですが、そろそろ目覚めませんか？」

「……ん？」

　しっとりと艶つやのある声が、耳元で響ひびく。吐と息いきが耳じ朶だをくすぐるので、思わず身じろぎして体をくねらせた。

「んん……くすぐったい……」

「…………すみません、レリン。なんだか俺がいろいろと我が慢まんできなくなるので、起きてください」

「え？」

　困ったような声に、レリンはぱちくり瞬まばたきする。

　まず視界に入ったのは、黒い布地。レリンは、その布にぺたっと左の手の平を押し当てていた。

（……あれ？）

　横伏ふせ状態になっていたレリンは、ころんと体を仰あお向むかせた。そうして目に入るのは、目め尻じりを垂らして苦く笑しようする美しい青年の顔。

「……目覚めましたか？　おはよう、レリン」

「おはよ……う……え？」

　一気に脳が覚かく醒せいし、レリンは跳とび起きた。レリンの顔を覗のぞき込んでいた青年は、すばらしい反射神経でレリンの頭ず突つきを回かい避ひする。

（……な、なんで、どうして!?）

　心臓がバクバク鳴っている。それはいきなり起きたためでもあり、ありえない展開に驚きよう愕がくしたためでもある。

　今、レリンは立派な馬車に座っていた。先ほどから横に揺すぶられているのは、馬車の座面に寝ねていたからだった。

　おそるおそる、背後を振ふり返る。そこには、優しい笑えみを浮うかべる青年が。

「元気そうで何よりです……レリン」

「……フォルス、様？」

「はい、俺です」

「……夢？」

「いいえ、現実です。俺たちは今、ヨルミ公こう爵しやく領を離はなれて王都に向かっています」

　フォルスは絶賛混乱中のレリンを支え、体の向きを直して席に座らせてからこれまでのことを語ってくれた。

　女王の許可を受け、ルディアがフォルスたちにフェドーレ商会の監かん査さならびにレリンの救出に向かわせたこと。フォルスとジオドールでフェドーレ商会の不正を暴あばき、一家四人には相応の罰ばつが与あたえられたこと。そして現在、レリンはフォルスと一いつ緒しよに王都へ向かっていること。

「……そう、だったのですか。でも私、王都に戻もどっても行き場がありません」

　事の次し第だいを悟さとったレリンは、しょぼんと肩かたを落とす。

　フェドーレ家は潰つぶれ、レリンと同様に酷こく使しさせられていた裁縫師たちは解放された。同時に、レリンと引き離された実の両親も現在、騎き士し団によって捜索されているという。

　それは非常に有り難がたいのだが、今のレリンは宿無し無職、しかも借金持ちだ。王都に戻ったからといって、何かをできるわけでもない。

　だがフォルスは首を横に振った。

「いや、まずは王都審しん査さ会に出る必要があるでしょう」

「審査会──？」

　ぽかんとレリンはオウム返しに問う。

（審査会……あ、ああああ！　そうだ、エントリーしたんだった！）

　フェドーレ家に戻ってからの絶望の日々の中で、王都審査会のこともすっかり忘れていた。

「し、審査会はいつですか!?」

「今日の昼過ぎですね。今は早朝ですが、ついさっき馬を替かえたばかりだから十分間に合うでしょう。……もしかして、審査会に出たくなくなりましたか？」

「まさか！　出られるならもちろん、参加します！……でも、道具も何も持っていません。それに、参加証明書も──」

　言葉途と中ちゆうで、レリンはうつむいてしまう。

　レリンが持って帰ったほとんどのものは、養母によって捨てられてしまった。二年間愛用してきた裁さい縫ほう箱も、学校の制服や教科書も。そしてもちろん、シスター・イデアから受け取った王都審査会の参加証明書も。

（これじゃあ。会場に行っても何もできない……）

　しょぼくれるレリンの頰ほおをそっと指の先で撫でたフォルスは、励はげますように力強く声を掛かけてきた。

「行ってみなければ分からないでしょう……大だい丈じよう夫ぶ、王都では、あなたの帰りを待っている人たちがたくさんいるのですよ」

「……待っている人？」

「ええ。だから、元気を出して」

　そう言って優しく微笑ほほえむフォルスに、レリンはほんの少しだけ慰なぐさめられた。




　フォルスの読み通り、レリンたちの馬車は正午に城下街の門をくぐった。レリンは馬車の中で食事を済ませており、簡単に体も清めた。この馬車は大型で、しかも座席でカーテンを引くことができる。着き替がえ用のワンピースも持ち込んでくれていたので、フォルスにはカーテンの向こうで待機してもらい、その間に少しでも身だしなみを整えることができたのだ。

「すごい人だかりだな……」

　車窓から城下街の大通りを見やっていたフォルスは、眉間に皺を寄せた。

「そうか、今日は審査会だけでなく定期市が開かれているんだ……」

「あっ、定期市の日は、馬車の通行が規制されるんですよね」

　同じく窓の外を見ていたレリンも呟つぶやく。月に二度ほど開かい催さいされる定期市の日は、大通りにたくさんの露ろ店てんが並ぶため大型馬車は通行止めとなる。小型馬車ならば馬車用の道路を通ればいいのだが、それでも道は混こむ。そのため、定期市開催中の馬車の利用は推すい奨しようされていない。

「やはり馬で行くしかないな……一いつ旦たん降りましょう、レリン」

「は、はい！」

　フォルスに促うながされ、レリンは馬車を降りた。いつの間にか、フォルスはレリンのことを「レリン嬢じよう」から呼び捨てに変えていた。嬢、と付けられているときは丁てい寧ねいではあるがなんだか他た人にん行ぎよう儀ぎな感じがしていたので、呼び捨てされて少しだけ嬉うれしい。

　フォルスの手を借りて馬車を降りると、とたんに広場の向こうから声が上がった。

「あっ！　いたいた！　お帰り、レリン！」

　明るい声に振り返ると、大通りの人混みを搔かき分けながらやってくる少女たちが。皆みな、聖堂学校の制服を着ている。フェドーレ家に連れ戻されるなりレリンの制服は使用人にズタズタに切り裂さかれてしまったので、可愛かわいらしい制服を見て懐なつかしさに胸が高鳴る。

　だが、懐かしいのは制服だけではない。こちらに駆かけてくる少女たちは、いずれも見知った顔──先頭のジェーンを始めとした、裁縫クラスの同級生たちだった。

「よかったー！　レリンが退学するって聞いて、もうどうしようかと！」

　ヨランダたちが涙なみだながらに言い、ジェーン──見たところ、本物の方だ──は腰こしに手を当て、ニッと笑った。

「レリンなら絶対大丈夫、審査会の日には戻ってくるって信じてたんだ。今日はシスターにお願いして、授業をサボ──じゃなくって休ませてもらって、みんなで応おう援えんに来たの。……ほら」

　ジェーンは振り返り、背後にいた少女から何かを受け取った。そのまま渡わたされた「それ」を見て、レリンは目を見開く。

「これ……裁縫箱？」

「うん！　二次審査で使う布や糸は、全部自前なんでしょ？　どんなお題が出てもいいように、いろんな種類のを揃そろえたから。もちろん、針も鋏はさみも大丈夫だよ」

　にこにこと語るジェーンの顔から、レリンは視線を離せなかった。差し出された裁縫箱にも手を伸のばせず、呆ぼう然ぜんとする。

　ジェーンだけに手て柄がらを取られまいと思ったのか、ヨランダたちも詰つめ寄ってきた。

「あーっ、ジェーンだけずるい！　私たちも準備したのよ！」

「譲ゆずれそうなものは私たちのを入れているの！　まち針セットはクリス、鋏はメリッサが貸してくれたのよ！」

「チョークは、ちょうど新しいのを買ってたから私のを何本か入れてるわ！　あと、刺し繡しゆう糸いとはシスターもいくつか譲ってくださったわ！」

「学校長がね、あのきっつーい学校長がね、審査会の参加証明書の再発行を申しん請せいしてくださったの！　箱の一番下に入れているからね！」

「……みんな……」

　瞼まぶたが熱い。手が震ふるえる。

　クラスメートたちが、満面の笑みでレリンを見つめている。もう二度と会えないと思っていた人たちが、レリンのために駆けつけ、私物を譲り、応援してくれている。

（みんな、待っていてくれた……私が帰ってくると信じてくれていた……！）

　言葉を失ったレリンの手にジェーンが裁縫箱を押しつけ、ニッと笑う。

「私たちは会場まで入れないけど……でも、応援しているから！」

「行ってらっしゃい、レリン！」

「裁縫クラスの期待の星だからね！」

　口々に応援の言葉を述べるクラスメートたち。

　ジェーンに握にぎらされた裁縫箱が、重い。

　少女たちの気持ちが、温かい。

（みんな、私を応援してくれる。それじゃあ、私にできるのは……）

　レリンは、笑った。裁縫箱を抱だきしめ、仲間たちに精せい一いつ杯ぱいの笑顔を向ける。

「……ありがとう！　行ってきます！」




　ヨランダたちとはそこで別れ、ジェーンだけが残る。先ほどから少し離れて一部始終を見守っていたフォルスがゆっくり微笑み、人混みの向こうを手で示した。

「ジオも到とう着ちやくしたようです。……あいつを先に行かせて、馬の手配をしてもらっていて正解でしたね」

　間もなく人混みを搔き分け、立派な黒馬に跨またがったジオドールが駆けつけてきた。軍用とおぼしき黒馬は大おお柄がらで、それに乗るジオドールも体格のいい男性なので、すれ違ちがう者たちはぎょっとして彼らのために道を譲っていた。

「フォルス、馬は準備した。後は頼たのむぞ」

「ありがとう、ジオ。おかげで間に合いそうだ」

「……あ、ありがとうございます、ジオドール様！」

　レリンは裁縫箱を胸に抱いだき、ぺこっと頭を下げた。馬から下りて手た綱づなをフォルスに渡したジオドールは、目をすがめてレリンを見下ろす。

「……礼を言われるようなことは、していない」

「でも──」

　ジオドールは首を横に振ふった。そしてレリンの腰を両手で摑つかみ、ひょいっと持ち上げて馬の上に乗せてしまう。

　先に騎き乗じようしていたフォルスの前に座る形になりきょとんとするレリンを見上げ、ジオドールは厳いかめしい表情のまま続ける。

「……おまえは、よく分からない人間だ。だが、悪い女ではない。おまえが悲しむと、姫ひめ様が悲しまれる。だから手を貸した」

「喜んでください、レリン。これはジオドールにしては珍めずらしい、相手を認めた証しよう拠こですよ」

　呆あきれ半分に言うのは、ジオドールの隣となりに立つジェーン。騎き士しの口調になった彼女はレリンにふっと微笑みかけた後、視線をずらしてフォルスを見つめる。

「……フォルス、レリンを頼みます」

「任せろ」

　フォルスが短く答え、馬の横腹に蹴けりを入れた。

　レリンは首を捻ひねり、ジオドールとジェーンを見やった。そして、ジオドールの胸ポケットに鍋なべ敷しき──のようなハンカチが入っているのを見て、ふふっと笑う。

「……ありがとうございます！　ジオドール様、ジェーン様！」

　馬が、駆けだす。フォルスは片手で手綱を握り、もう片方の腕うではレリンの腹部に回して、落馬しないように支えてくれている。

（大丈夫）

　フォルスの体に背中を預けると、腹部に回された腕に力がこもる。

（前を見ないと。皆の思いを、無む駄だにはしない！）

　レリンの双そう眸ぼうは、過去十六年間で一番だろう、強い光を放っていた。




　定期市が開かれている大通りを突とつ破ぱすれば、後はなんてことなかった。

　フォルスは見事な手綱捌さばきで通行人を避よけ、広場の時計が審しん査さ会開始時刻十五分前を告げるときには、黒馬は会場前に到着していた。

「中に入れるのは、参加者と審査員、その他招待された者のみです」

　フォルスに抱かかえられて下馬したレリンは、頷うなずく。ここからは、レリンしか行けない。

「……フォルス様、本当にありがとうございます」

「どういたしまして……そうだ、これを」

　フォルスは手綱を持ち直し、空いた手を上着の内ポケットに入れる。何をするのかと見ていると、彼が差し出した手の平の上には、白い花の輝かがやきがあった。

　まさか、とレリンが目を瞠みはる中、フォルスは肩かたを落とす。

「……少し傷が付いているようですね。すみません」

「い、いえ！　私こそ……エリアーヌに、奪うばわれたままだと……」

「奪われたものは、奪い返すのみ。これは本来、あなたのものです」

　そう囁ささやき、フォルスは丁寧な仕草でブローチの針を外し、レリンのワンピースの胸むな元もとに通した。

　失われたと思っていた。もう二度と戻もどってこないと思っていた。

　私物の大半が始末された中、エリアーヌに奪われていたために養母による処分から逃のがれてこうしてレリンの手元に戻ってくるなんて、皮肉な話だ。

　生誕祭の贈おくり物としてフォルスにもらったブローチ。その白銀の花が再び、レリンの胸元に蘇よみがえった。

「……俺も、ちゃんと持っています。これで対等ですね」

　そう言ってフォルスは自分の胸ポケットを軽く叩たたく。ジオドールの場合はルディアのハンカチがしまわれていたそこに、紫むらさき色いろのハンカチがちらと覗のぞいていた。

　じわじわと、胸が温かく、そして熱くなる。

（持っていてくださった……！）

「……レリン」

「……えっ、あ、はい──」

　涙なみだが出ていないかと目元を擦こすっていたレリンは、名を呼ばれて顔を上げる。

　──とたん、レリンの視界は黒い布地で埋うめ尽つくされた。

　長い腕が、レリンの体を拘こう束そくする。熱い吐と息いきが旋毛つむじをくすぐる。

　──フォルスに抱きしめられている。

　届かない高たか嶺ねの花だと思っていた人。貴族の生まれの高潔な騎士が、ただの平民でしかないレリンを抱ほう擁ようしている。

　そのことに気づくまで、長くは掛かからなかった。

（……フォルス様!?）

「あ、あの……！」

「……行ってらっしゃい、レリン。あなたのことを、信じている」

　信じている。

　それはなんという、心強い言葉だろうか。

　レリンは喉のどの奥から勝手にこぼれそうになるいくつもの言葉を飲み込み、胸を張る。

　フォルスと真っ直すぐ目を合わせて、自分に出来る限りの笑え顔がおで。

「……行ってきます！」

　それは、決して疑うことのない約束の言葉だった。







　会場は、普ふ段だん観劇などで使用されるドーム型の建物である。

　今回はステージに参加者用の作業台が並べられている。そのため参加者用の通路は観客席ではなく、舞ぶ台たい裏に続いていた。

「エントリー番号十七番、レリン・フェドーレです」

　受付で参加証明書を提示する。

　学校長が再発行の申しん請せいをしてくれたという参加証明書は、クラスメートが言った通り裁さい縫ほう箱の一番下に入っていた。カードの右上隅すみに大きく「紛ふん失しつ・再発行」の判が押されているが、それくらいで気き後おくれしたりはしない。

　他ほかの参加者たちは既すでに会場に入り、舞台上に並べられた椅い子すに座っていた。開始時間ギリギリにやって来たレリンを、ある者は興味深そうに、ある者はあからさまな敵意を持って、見つめてくる。

　レリンは背筋をぴっと伸のばし、十七番の席に堂々と座った。隣の十六番は、貴族とおぼしき若い女性だ。豪ごう奢しやなドレスを纏まとった彼女はちらっとレリンを一いち瞥べつし、鼻を鳴らしていた。

「──これより、王都審査会を開かい催さいする」

　朗々とした声が響ひびき渡わたり、レリンをちらちら見ていた者たちも姿勢を正した。

　観客席から立ち上がったのは、背の高い女性。結ゆい上げた髪かみは一筋の乱れも見られず、やや瘦やせ気味の体からもその鋭するどい眼まな差ざしからも、彼女が厳格な審査員であることが分かる。

「わたくしは裁縫ギルド一級裁縫師、ゾフィア・ランクレー。今回、審査員長を務めさせていただきます」

　ゾフィアの言葉に、レリンは息を吞のんだ。

（一級裁縫師──「銀の紡つむぎ手」だ！）

　その尊そん称しようにふさわしい白銀のドレスを纏ったゾフィアは続いて、審査員の面々を紹しよう介かいする。「銀の紡ぎ手」はどうやら彼女だけらしく、後の者は二級、三級ばかりだ。それでも、多くの裁縫師の等級が十程度であることを考えると、彼らはまさに雲の上の存在だ。

「……それでは今から、二次審査に移りましょう。皆みな様さまには、この場で作品を製作していただきます」

　ごまかしが利きく一次審査と、利かない二次審査。

（……ちょっと前の私なら、倒たおれてしまっていたかもしれない）

　レリンは裁縫箱を作業台に置き、ゾフィアがお題を掲けい示じするのを静かに見守った。

　ゾフィアがステージ上に置いたプレート。そこに書かれているのは、「ハンカチもしくはコースター」と、「春」の文字。

「制限時間は二時間です。では……始め！」

　ゾフィアが声を張り上げると同時に、会場の隅すみに据すえられていた巨きよ大だいな砂時計が、男性審査員たちの手でひっくり返された。すぐさま参加者たちは裁縫箱やデザインボードを引っ張り出し、お題の作品を作るべく作業を開始した。

　レリンも落ち着いて、裁縫箱から小さめのデザインボードとチョークを取り出す。

　ハンカチと、春。

　どうやら幸運の女め神がみは、レリンに微笑ほほえみかけてくれたようだ。

（私の、春）

　デザインボードにささっと正方形を描かく。これを、どう調理するかだ。

　──学校でシスター・イデアに特訓してもらったときも、こうしてデザインボードに描く練習をした。その時に、「肩かた肘ひじを張りすぎている」「考えが意固地になって、やけになりかけている」と注意されたことがあった。そしてレリンの最大の欠点だった、「受賞することだけに躍やつ起きになって、大切なことを忘れている」点も。

（大だい丈じよう夫ぶ）

　テーブルに色チョークを広げる。赤、青、黄、緑。

　フランチェスカ王国の春は、美しい。

　空気は澄すみ、緑が萌もえ、花が咲さき乱れる。あまりに美しいので、過去に王国に戦争を仕し掛かけようとした国がその豊かな大地を踏ふみ荒あらすことを躊躇ためらい、兵を撤てつ退たいさせてしまった──そんな逸いつ話わさえ語られる、偉い大だいなる大地。

（空の青と、草木の緑、花の色──）

　チョークを持つ手が、すらすらと動く。

　まず、生き地じは水色にする。染せん色しよくする時間はないので、生地にどの色を選んだかが作品の出来にも影えい響きようするのだ。

　フォルスに贈ったハンカチは、隅に紫色の薔ば薇らを刺し繡しゆうした。今回は、生地の縁ふちにぐるりと刺繡を施ほどこす。

　ハンカチの中央部分は大きく空け、周辺部分で「春」を描く。

　デザインボードは、少々雑でもいい。描くことで脳のう裏りにより鮮せん明めいなイメージが浮うかび上がる点に意味があるのだから。

　デザインボードができたら、いよいよ実際に縫ぬう番だ。

　皆が準備してくれたものの中から水色の木も綿めんを取り出し、裁断した後チョークで下絵を描く。額がく縁ぶち縫ぬいで四辺を整え、刺繡枠わくをセットして、ひとつ息をついた。

（できる）

　針を刺繡針に持ち替かえ、糸を選ぶ。まずは、緑。「フランチェスカの春」と賛美される、新緑の輝かがやき。

　制限時間は限られている。だが、速さと正確さではベテランの裁縫師にも負けない自信がある。これまた皮肉ではあるが、あの地下作業場で日々無理難題を押しつけられたことが、今になって糧かてとなっている。

（葉っぱと、広葉樹。新芽の色）

　──クラスメートたちが譲ゆずってくれた緑の刺繡糸は、数種類あった。同じ緑でも、購こう入にゆうした店や媒ばい染せん具合、染色の際に使用した植物の種類で色は微び妙みように異なる。

　異なっているから、いい。自然の緑は、一色ではないのだから。

（次は、花の色）

　黄色、赤、ピンク。

　いちいち針に新しく糸を通す時間も惜おしいので、複数の針を駆く使しし、野に咲く花を彩いろどる。その中にひとつだけ、白い花を交ぜてみた。もちろん、フォルスに贈おくられたブローチがモデルだ。

（これは、みんなが導いてくれた、私の春）

　レリンが自由になるために動いてくれたルディア。

　技術だけでなく、裁縫師としての、人としての道を教えてくれたシスター・イデア。

　裁縫箱を準備し、想おもいを託たくしてくれた裁縫クラスの仲間たちに、参加証明書再発行の手続きをしてくれた学校長。

　陰かげながら支えてくれた、ジェーンとジオドール。

　そして──

（……フォルス様、あなたがいたから）

　レリンの心の支えになってくれた人。前を向き、ままならぬ運命に立ち向かう勇気をくれた人。

　自分の未来のために、皆の想いに報むくいるために。

　レリンは穏おだやかな気持ちで、針を進めた。




　二時間は、あっという間だった。

　ゾフィアの合図で、参加者たちは道具を下ろす。レリンのように達成感にあふれた顔をしている者もいれば、「もうちょっと時間がほしかった」と、恨うらめしそうに中ちゆう途と半はん端ぱな作品を睨ねめ付けている者もいる。

「お疲つかれ様でした。早さつ速そく、エントリー番号順に作品を審しん査さいたします」

　レリンは膝ひざの上に手を重ね、ふーっと長い息を吐はき出す。二次審査では、審査員六名が順番に作業台を回り、作品の品評を行う。当然、他の参加者の耳にもその声は届く。

　ゾフィアを始めとした審査員の評価はなかなか厳しい。おまけに、評価中は事前に提出していた一次審査の作品も持ってこられ、両方の作品を並べ置く。そのためもし不正があれば、即そつ刻こく判明してしまうのだ。

　──結果、十七人目のレリンよりも前に三人、不正を見破られた。彼らは一次審査で上級裁縫師の作品を購入するなどしてごまかそうとしたのだろう。

「サビア・ボーンス。わたくしたちの目をごまかせるとでも？……ここをご覧なさい。全く同じ縫ほう製せいになるはずなのに、縫い目も幅はばも、何もかも違ちがうでしょう」

　ゾフィアに冷たく指し摘てきされた女性裁縫師は、顔を真っ赤にして沈ちん黙もくしている。ゾフィアはついっと顔を背そむけ、次のテーブルに向かう。

「……まあ！　これは見事な──」

　ゾフィアたちの歓かん声せいが上がり、レリンはぎゅっと拳こぶしを固めた。ゾフィアに絶賛されている若い男性裁縫師は、笑え顔がおで作品の説明を始めている。肌はだの色が濃こく、異国風の顔立ちをしている。纏まとっているのも、フランチェスカではあまり見ることのない民族衣装だった。

「これは私の故郷に伝わるステッチです。布と糸にあえて原色を使うのがポイントです」

「なるほど。……あなたは確か、国外出身ですね。外国であれば、春の様相も違ったものになる、ということですね」

　青年の言葉に感心したのは、ゾフィアだけではない。レリンも目から[image: 鱗]うろこが落ちる思いで彼の話を聞いていた。

（そうか、国が違えば文化や気候も違う──）

　ゾフィアたちが次の作品を審査しに移動する。レリンが感かん嘆たんの想いを込めて青年を見ていると、青年も視線を合わせてきた。彼ににっこり微笑まれ、レリンは拳を固めて姿勢を正す。

（でも、大丈夫。あれは、あの人の春。これは、私の春なんだから）

　隣となりに座っていた十六番の女性は、「ありきたりですね」との評価でひどく不満そうだった。ゾフィアはそんな女性の視線も軽く受け流し、レリンの作業台までやって来る。

「十七番、レリン・フェドーレ。作品は？」

「はい、こちらです」

　腹の底からしっかり声を出し、ハンカチを差し出した。

　レリンの思う、春。春への希望を、ある限り詰つめ込んだ。

「これは……木綿製ですね」

　まずゾフィアが素材について述べた。とたん、先ほど「ありきたりですね」と言われた女性がクスッと笑う。おそらく参加者の中で、生地が絹でないのはレリンだけなのだ。

　だがゾフィアは素材についてはそれ以上言げん及きゆうせず、五人の審査員と共に縫製や刺繡について批評する。

「非常に丁てい寧ねいな縫製です。幅も均等で、糸の捻ねじれもない」

「これだけの刺繡を二時間で仕上げるというのは、なかなかできることではない」

「確かに──しかし、不思議な模様だな」

　審査員の一人がハンカチを掲かかげる。周りにいた参加者たちも、興味を惹ひかれたように覗のぞき込んできた。

「生地は水色。緑が植物を、黄色や赤が花を表しているのは分かるが、このデザインはどういうことかな、レリン・フェドーレ」

　解説を求められた。レリンは頷うなずき、そっと胸むな元もとのブローチに手をやって息を吸う。

「……はい。私はフランチェスカの大地に仰あお向むけになり、天てん穹きゆうを見上げた状態をイメージしました。ハンカチの外周が緑で中央が青なのは、晴れた春の空を見上げた状態だからです」

　去年の春は、ヨランダたちと一いつ緒しよに昼食時間に中庭で食事をした。準備のいい人がピクニック用のシートを持ってきていたので、それを広げて芝しば生ふの上で昼食を食べる。食べた後は、シートに寝ね転ころがった。

[image: ]

　その時に見た風景。ふわりと体が浮ふ遊ゆうし、そのまま青空に飛んでいってしまいそうな晴天。青々と茂しげった木々が視界の端はしに見え隠かくれし、花か壇だんの花が風を受けてそよぐ。だから、このようなデザインになったのだ。

　──レリンの説明を受け、数名の参加者が冷れい笑しようを漏もらした。おそらく彼らは貴族だ。貴族は、芝生に寝転がって空を眺ながめたりはしない。「庶しよ民みんの分際で──」そんな声が聞こえた気がした。

　だが、ゾフィアはあらゆる角度からハンカチを見た後、しっかり頷いた。

「……植物のデザインは、もう少し勉強する必要があります。どれも、同じ模様にしか見えません。しかしその柔じゆう軟なんな発想と、丁寧な縫製は評価致いたしましょう」

　ゾフィアの言葉に、他ほかの審査員たちも頷いた。とたん、レリンはいつの間にか肩かたに込めていた力を抜ぬき、ほうっと息をつく。

　後は、最終発表を待つだけだ。




　作業台も椅い子すも全すべて取っ払ぱらわれたステージに、二十三人の参加者が並ぶ。

　半円を描えがくように立つ彼らの中央に、ゾフィアが進み出た。

「……それでは早速受賞者の発表と講評を行います。まずは、奨しよう励れい賞──五番、ナサニエル・ヤード！」

　ゾフィアの声を受け、壮そう年ねんの男性がお辞じ儀ぎをして進み出た。ゾフィアは彼の作品を「年季を感じさせる、丁寧な縫製」「デザインはやや古風。現代の流行を取り入れるとなおよい」と講評した。

　他の参加者と同様に、レリンは彼に拍はく手しゆを送った。ナサニエルは参加者たちにも一礼し、列に戻もどる。

　奨励賞の次は、優ゆうし秀ゆう賞。場内の緊きん張ちようも高まっていく中、ゾフィアは紙をめくった。

「次、優秀賞──十三番、ドラン・エル・ロランソ！」

　ゾフィアの声を受け、肌の浅黒い青年が前に進み出た。レリンはその後ろ姿を見、はっと息を吞のむ。

（さっきの、あの人だ！）

　異国出身の青年が審査員から賞状を受け取り、「色しき彩さい、デザインの模も範はんとなる」「わずかな糸の捻れがなければ、最優秀賞にも推おせた」との講評を受けた。他の者も彼が賞に選ばれるのは妥だ当とうだと思っていたのだろう、皆みな納なつ得とく顔で彼に拍手を送る。

「次、最優秀賞──」

　紙をめくったゾフィアが、朗々と声を上げる。

　レリンはごくっと唾つばを吞む。ナサニエルとドラン以外の参加者も、同じだ。

　奨励、優秀、と来たら最後が最優秀。つまりは、この二十三人のトップに立つ者。

　ベテランのナサニエルよりも、独創的なドランよりも優すぐれた者。

　──どくん、どくん、と耳元で拍はく動どうが唸うなる。

　痛みを堪こらえるかのように、レリンはぎゅっと目を閉とざし──

「──二十一番、アランフィーネ・コルバート！」

　──ゾフィアが告げた瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になった。




　皆の注目を浴びながらステージに歩み出たのは、中年女性。

　最優秀賞を受賞し、ゾフィアの絶賛を冷静な眼まな差ざしで受けるアランフィーネを、レリンは魂たましいが抜けた状態で見つめていた。

（……受賞、できなかった）

　その真実が、じわじわと身に染しみこんでくる。

　指先が、冷たい。寒いわけではないのに、体が震ふるえる。

（……ううん、悲しむのはお門かど違ちがい。私は、頑がん張ばった）

　レリンよりも、ナサニエル、ドラン、アランフィーネの方が上だったというだけの話。

（頑張ったんだ──）

　だから、泣かない。笑顔でアランフィーネに拍手を送るのだ。

　講評と賞品を受け取ったアランフィーネが一礼し、列に戻る。彼女の抱かかえる賞状が、きらきら光る金のバッジが、眩まぶしくて、神こう々ごうしくて、今は直視できない。

（……フォルス様に、何て言おうか）

　フォルスだけではない。応おう援えんしてくれた皆と、どんな顔をして会えばいいのか。

　意い気き消しよう沈ちんし、もはや帰るモードに入っていたレリン。

　──彼女は、気づかなかった。

　同じように諦あきらめきった表情をしていた他の参加者も、気づかなかった。

　本来ならば、「最後、最優秀賞」と言うべきところを、ゾフィアは「次、最優秀賞」と言ったことに。

　ステージに立つゾフィアが、もう一枚、紙をめくったことに。

「……最後、特別賞」

　皆が、ざわつく。そして。

「──十七番、レリン・フェドーレ！」

　──周りの音が、全て消え去った。




　既すでにゾフィアに半分背を向けていたレリンは、そのままの姿勢で静止した。

（……今、何て？）

　とても都合のよい幻げん聴ちようが聞こえたような気がする。

　おそるおそる振ふり返ると、驚きよう愕がくの眼差しでレリンを見る参加者たちが。そしてステージには、呆あきれたようにこちらを見やるゾフィアたち審しん査さ員が。

「……なぜ帰ろうとしているのですか。十七番、レリン・フェドーレ、前へ！」

「は、はぎ！」

　舌を嚙かんだ。痛かった。だが、それどころではない。

　レリンはまろぶようにゾフィアの前まで来て、彼女の顔を見上げる。

「……特別賞、ですか？」

「はい。……知らなかったのですか？　毎年ではありませんが、奨励賞までは及およばずともそのまま切り捨てるには惜おしい人材を、特別賞として拾い上げることがあるのですよ」

（知らなかった──）

　両目がこぼれ落ちそうなほど、レリンは目を見開く。実じつ施し要よう項こうは隅すみから隅まで読んだが、そんな記き載さいはなかったはずだ。

　レリンや他の参加者たちの心を読んだのか、別の審査員が説明してくれた。

「特別賞に関しては、実施要項には書かないことにしているんだ。特別賞を毎年出したら、それこそ最優秀、優秀、奨励の三傑を決める必要がなくなるからね。どうしても落とすのは忍しのびない、でも三傑までは及ばない──そういう期待の星を拾い上げるための策が、特別賞だ。堂々と要項に書いたら、特別賞をあてにする人が出てくるだろうからね。前に特別賞を出したのは、五年近く前だったかな」

「し、しかしその娘むすめは、あろうことか木も綿めんを提出したのですよ！」

　審査員に嚙みつくのは、エントリー番号十六番の女性。彼女は最初からレリンにうろんな眼差しを送り、木綿の生き地じであることや地面に寝転がることにも冷笑していた。

　ゾフィアはそんな女性を見、ふんと鼻を鳴らす。

「……それこそ、実施要項に書いているはずです。今回の審査基準となるのは、縫ほう製せい、デザイン、色彩、技術全面。布や糸の素材は不問とする──読んでいなかったのですか？」

「銀の紡つむぎ手」にばっさり切り捨てられ、女性は真っ赤な顔を瞬時に青ざめさせ、黙だまってしまった。

　ゾフィアはレリンに向き直り、傍かたわらにいた審査員から賞状を受け取る。

「……あなたの作品は、まだ粗あらが見られました。しかし、従来の枠わくに囚とらわれない大だい胆たんな発想は、わたくしたちでは真似まねできないもの。加えて──作業をするあなたの表情に、胸を打たれました。あなたは本当に、裁縫が好きなのですね」

「は、はい……はい！」

　声が弾はずみそうになるのを堪え、レリンは何度も頷うなずく。

（シスター、あなたのおっしゃる通りでした）

　審査員は、レリンの思いを、熱意を、読み取った。読み取ってくれた。

　レリンは震える腕うでを伸のばし、賞状を受け取った。つやつやの賞状だが、今はこの冷たさがちょうどいい。

　レリンは顔を上げた。

　誇ほこりを胸に抱いだいたレリンの横顔は、他ほかの受賞者でさえ息を吞むほど、美しかった。







　授賞式終しゆう了りよう直後、今か今かと待ち構えていた野や次じ馬うまや記者たちが会場に突とつ撃げきした。受賞者四人は彼らに取り囲まれ、取材を求められ、とにかく揉もまれに揉まれまくった。その場に両りよう脚あしで立つので精せい一いつ杯ぱい、前に進むことなんて不可能。

　小こ柄がらなレリンが人波に埋うもれそうになったのを哀あわれんだのか、年長者のドランやアランフィーネたちが取材の盾たてになり、「先に帰りなさい」と通してくれた。

（ドラン様たちには、いつか会ったときにお礼を言わないと）

　くしゃくしゃになったワンピースの裾すそを直し、レリンは辺りを見回した。

　野次馬の突撃から逃のがれてきたレリンは、正面ではなく裏口から会場を脱だつ出しゆつした。針葉樹が立ち並ぶこの界かい隈わいは人ひと気けもなく、風通しもいいので火ほ照てった体を冷やしてくれる。

　緊きん張ちようの糸が解けると、こみ上げる笑えみを堪えることができなくなった。

　受賞できた。

　丸めた賞状が、これが夢む幻げんではないと教えてくれる。

　フォルスはきっと、表で待ってくれているだろう。何よりもまず、彼に報告したかった。

「……おや、こんなところに受賞者ちゃんか」

　おもしろがるような、女性の声。「受賞者ちゃん」との言葉に反応したレリンははっとし、こわごわ振り返る。

　いつからそこにいたのだろうか。針葉樹の幹に背を預け、三十代半ばとおぼしき女性が片手を挙げてこちらを見ていた。艶つややかな黒くろ髪かみの彼女はなんと、「薔薇ばら騎き士し団」の制服である臙えん脂じ色いろの軍服を着ている。ひょっとしたら、ジェーンたちの上司なのかもしれない。

（「薔薇騎士団」？　どうしてこんなところに……？）

　女性騎士は身構えるレリンを見、おもしろそうにくつくつ笑った。

「そう固くならないでくれ。何も君を取って食べようとは思わないから」

「……そう、ですか」

「そう。知り合いがここに参加したって聞いてね。ちょっくら様子を見たかったんだが関係者以外は立ち入り禁止だと、追い払はらわれてしまった」

　やれやれ、と女性は髪かみを搔かき上げる。女性の飾かざり気のない態度に、レリンは肩かたの力を抜ぬいた。

「……そうでしたか。すみません、知人の方を待たれているところに、私が来てしまったのですね」

「いや、気にしないでくれ。……それにしても、君のように若い子が受賞か」

　女性騎士はレリンの姿を上から下まで眺ながめ、ふふっと笑う。

「……その年で、なかなかやるようだね。一級裁さい縫ほう師しを目指しているのかい？」

「そう……ですね。子どもの頃ころからの夢なので」

「へえ。いい夢だね。君は、どんな裁縫師になりたいんだ？」

　女性に問われ、レリンはしばし考え込んだ。

（私が目指したい、裁縫師──）

「……人を幸せにできる裁縫師、です」

「ふぅん？　随ずい分ぶん抽ちゆう象しよう的だね」

　女性は含ふくみのある笑みを浮うかべる。レリンは背筋を伸ばし、女性を真っ直すぐ見み据すえて言葉を続けた。

「いろいろあると思うからです。……平民である私じゃないとできないこと、私にしか縫ぬえない模様、私にしか思いつかないデザイン。……それらをもっともっと勉強して、お客様への思いを込めて針を進め、皆みなを幸せにできる裁縫師──それが、私の理想です」

「……そうか。今日はその夢を叶かなえるための、第一歩だったってことだね」

　女性は木の幹から体を起こし、「おや」とおどけたように肩をすくめた。

「すまないね、こんなおばさんの立ち話に付き合わせてしまって」

「い、いえ！　私も自分を見つめ直せた気持ちです。……それじゃあ、失礼します」

「ああ。……受賞おめでとう、お嬢じようさん。君のこれからの活かつ躍やくを、楽しみにしている」

　笑顔で称しよう賛さんしてくれる女性に笑顔で頷き、レリンは踵きびすを返した。

（そう、今度は私が皆を幸せにする番）

　その足取りは、軽かった。







　茶色の髪の少女が去っていく。

　騎士団服姿の女性は、ふっと笑みを消した。そしてゆっくりと歩きだし、会場のバルコニーに続く階段を上がる。

　バルコニーの手て摺すりに身を預けると、会場前広場を一望することができた。ちょうど、茶色の髪の少女を見つけて赤茶ちや髪ぱつの騎士が猛もう進しんし、その小さな体を問答無用で抱だきしめたところだった。周りには人目もあるというのに、若い二人は抱き合っている。

　ふっと笑い、女性は手摺りから離はなれる。そうして、自分の黒髪に手を掛かけた。

「……聞いた通り、なかなか骨のある子だ。裁縫ギルドを作った甲か斐いがあったな」

　そうしてぐっと髪を引っ張ると、長い艶やかな髪はあっさり外れた。そこから現れた男性並みに短く切った金きん髪ぱつが日光を浴び、燦さん然ぜんと輝かがやく。

　女性は鬘かつらを弄もてあそびながら、静かな笑みを浮かべる。

「ルディア……おまえの見み出いだした少女は、この国に一体どんな風を吹ふき込んでくれるのだろうな」

　春の風が、吹く。

　風を受けて空に舞まう花弁を見つめ、女性は踵を返した。
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　王都サランの夏は、からりと乾かん燥そうしている。おかげで日中の室内でも窓を開けていると、それほど暑さを感じない。全開にした窓から、心地ここちよい風が吹いてくる。絶好の裁縫日和びよりだ。

「っあー！　レリン！　休きゆう憩けい中にごめん！」

　ばーん、とドアが廊ろう下か側から開く。レリンがゆっくり振ふり返ると、そこにはぜえぜえと肩で息をするヨランダが。また廊下を全力疾しつ走そうしたのだろう、髪がぼさぼさになっていて、制服の裾もめくれ上がっていた。

「どうしたのヨランダ。そんなに足を開いて立ったら、下着が見えてしまうわ」

「あらほんと……じゃなくって！　レリン、歴史学の教科書貸して！」

「なくしたの？」

「どこかにはあるんだろうけど、見つからないの！　捜さがすよりは借りた方が早いと思って……ほ、ほら、今日提出のレポート！　あれを仕上げたいから、貸して！」

「いいわよ。そこのテーブルに置いているから、持っていって」

「ううう、ありがとう！　今度、三番区カフェでおごるから！」

　教科書をひっ摑つかんだヨランダが、来た時と同じように慌あわただしく去っていく。

　レリンはヨランダの背中を見送って、ふふっと笑う。そうして、視線を窓の外へと移した。

　校庭には初夏の花が咲さき乱れており、この部屋まで控ひかえめな芳ほう香こうが漂ただよってくる。

（……帰ってきたんだな）

　レリンは目を閉じ、ここ数ヶ月間の出来事を思い返した──




　──春の王都審しん査さ会の後。

　見事特別賞を受賞したレリンは、待ち構えていたフォルスに見つかるなり、息も止まるような抱ほう擁ようを受けた。周りには他ほかの参加者や野や次じ馬うまたちがいたというのに。

　そしてそのまま彼に抱き上げられ、城下街の入り口まで乗ってきた馬車に放り込まれた。フォルスも同乗し、どこに行くのかと思いきや、連れて行かれた先はなんと、王城。待ち構えていた侍じ女じよによってレリンはフォルスから引き離されて部屋に放り込まれ、問答無用で風ふ呂ろに入れられてしまった。

　体を清め、伸のび放題だった髪を洗って適度な長さに切り、肌はだ触ざわりのいいレモンイエローのシンプルなドレスを着せられる。どういう縫製なのか知りたくて裾すそを裏返したら、「はしたない！」と侍女たちに怒おこられてしまった。

　その後、レリンは客間に通された。そこにいたのは、フォルスとジオドール、いつの間にか「薔薇ばら騎き士し団」の制服に着き替がえていたジェーン。そして──

「審査会の結果はわたくしの耳にも届いているわ。特別賞受賞おめでとう、レリン」

　そう言ってレリンを抱きしめるルディアは、豪ごう奢しやな深しん紅くのドレスを纏まとっていた。喉のどや腕うでには目も眩くらむような輝かしいアクセサリーを身につけた、王女の装いである。

　それでも、彼女がレリンの大切な親友であることには変わりない。

　再会の感動を分かち合った後、お茶が運び込まれた。王城に慣れていないレリンを気き遣づかって、部屋には他の侍女や騎士などはいない。給きゆう仕じは、ジェーンがしてくれた。

　ちなみに王女の背後にはジオドールが無表情で立っているが、なぜかフォルスはレリンの隣となりにちゃっかり座り、しかも左手を固く握にぎってきていた。

「……気持ちは分からなくもないけれど、それってどうなのかと思うわよ、フォルス」

　優ゆう雅がに紅茶のカップを持ち上げたルディアが、げんなり顔で言う。だがフォルスはけろっとしており、レリンを見つめてそっと微笑ほほえんできた。

「もう少し、手を握っていたいのです。……いいかな、レリン？」

「え？　あ、はい！」

「……あなた、そういう人間だっけ？……まあ、いいや。本題に入るわよ」

　そうして切り出された話題が「フェドーレ家」についてだったので、自然とレリンたちも背筋を伸ばした。




　──フェドーレ商会は、表向きは王都の服ふく飾しよく業界の重じゆう鎮ちんである。だが実質、フェドーレ夫妻は優ゆう秀しゆうな裁さい縫ほう師しを傘さん下かに置くべく、弱小商会に圧力を掛け、家族などを人ひと質じちにして裁縫師を奪うばう──ということを繰くり返していた。

（私も、同じ状じよう況きようだった……）

　ルディアの言葉を聞いたレリンは、唇くちびるを嚙かみしめた。いつか両親と再会できる、解放してくれる──そう頑かたくなに信じていたのだ。

　その時、レリンの左手がきゅっと優やさしく握られた。そちらを見ずとも分かる。

　フォルスの無言の励はげましを受け、レリンは深呼吸し、ルディアの話に耳を傾かたむける。

　──彼らの罪は、裁縫師に対する過か酷こくな強制労働のみではない。養母は娘むすめエリアーヌがいずれデビューする際に娘よりも異性に人気の出そうな令れい嬢じようを殺害しようと、毒を盛らせたという。

　さすがにこの情報にはレリンも耳を疑う。だが証人もおり、養母の逃にげ場はなくなった。

　結果、フェドーレ商会は没ぼつ落らく。フェドーレ夫妻は投とう獄ごくされ、娘エリアーヌは修道院送り。生まれて間もない息子むすこは貴族の養子として引き取られた。養母は最後まで抗こう議ぎしていたそうだが、養父は罪を全すべて受け止めた。エリアーヌも母の凶きよう行こうにすっかり意い気き消しよう沈ちんしたようで、修道院行きを大人しく受け入れたという。

「……レリンの救出は、フェドーレ商会の監かん査さ、という名目があったから果たせたのよ」

　そう言ってルディアは、切なそうに微笑んだ。

「わたくしにとって、あなたはかけがえのない親友。でも、わたくしが王女の身分を名乗ったからには、友情のみで兵を動かすことはできない。フォルスやジオ、ジェーンたちも同じよ。だからわたくしは、時間を掛けてでもお母様の許可を取る必要があったの」

「女王陛下の……」

　レリンは唸うなる。

（ルディア様の言う通りだ。ルディア様は王女だけど──王女だからこそ、「友だちの救出のため」なんていう理由で動くことはできないんだ）

　そして女王はルディアの計画を吟ぎん味みした末、「やるなら、完かん膚ぷ無なきまでにやれ」と承しよう諾だくしたのだ。そこからいよいよルディアたちは動きだし、フェドーレ家を女王の言葉通り、完膚無きまでに叩たたき潰つぶすために情報を集め、商会の不正を立証する準備を整えた。全てが王都審査会の日に間に合うように、逆算して。

　そうして満を持してジオドールが工場に突とつ撃げきして裁縫師たちを救出し、フォルスは「ルディア様の裁縫師選び」という餌えさでフェドーレ家を釣つって、レリンの救出に乗り出したのだ。

「……わたくしは、お母様の命で聖堂学校に編入したの。将来、良き女王となるために」

「姫ひめ様、よろしいのですか」

　すかさずジオドールが口を挟はさむ。レリンに打ち明けてもいいのかと心配しているのだろう。

　そんなジオドールに、ルディアは朗ほがらかに笑ってみせる。

「ええ。さっきお母様が許可してくださったの。レリンの実力を認められたからかしら。──お母様は、『自分の目で見たものを信じろ』と常々おっしゃるの。だから、わたくしが女王になる前に──比ひ較かく的てき自由に動ける王女のうちに、様々な経験をするようにと、聖堂学校編入を勧すすめてくださったのよ。ジェーンとの入れ替かわり作戦もお母様と考えて、学校長様の理解も得られていることなの」

「そう……だったのですね。でも、私のことは……？」

「前にもちらっと言ったかもしれないけれど、わたくしはこれから国を率いていく上で、貴族だけではなく一いつ般ぱん市民階級の皆みなとも親交を深める必要があったの。お母様も、今のうちに平民階級の友だちを作っておけとおっしゃっているわ。わたくしが王女であっても、変わらず接してくれるような人をね」

　ルディアの言葉に、レリンは去年の秋を思い出す。

（そういえば、ジェーンは私のことを「友だち一号」って言ってた……）

　次期女王の娘に平民の友だちを作らせるとは、メルテル女王の発想には驚おどろかされてばかりだ。だが実際、ルディアには身分差問わず接してくれる者の存在が必要だったのだろう。これから先、移り変わってゆく時代を統すべる上でも。

「まあ、編入してからいろいろあったけれど、聖堂学校に入ることで前々から鬱うつ陶とうしかったフェドーレ商会を潰せた。裁縫ギルドにもいい報告ができるし裁縫師たちも解放されたし、何よりレリンっていう心強い友だちもできたからね。手て柄がらにもなったし、お母様にもいい報告ができたわ」

　しれっと言うルディア。剛ごう胆たんで知られる女王の娘にしてはほわほわとした子だと思っていたが、やはりかなり強したたかな王女であるようだ。

　──さらにルディアは、レリンにとっておきの情報を教えてくれた。

「レリンのご両親も保護したわ。ずっと遠くの街で下した請うけをしていたらしくて──フェドーレ家に追放されてから、ご夫ふう婦ふで暮らしていたそうなの」

「……父さんと母さんが？」

　──空耳かと思った。

　思わず、両親を俗ぞくな呼び方をして立ち上がってしまう。だがルディアもフォルスもジェーンも──ジオドールでさえ、レリンの行動を咎とがめたりはしなかった。

「ええ。お二人とも、レリンのことを伝えたらとてもとても喜ばれたそうよ。今は国で保護している状態だけど、いずれ王都に呼ぶつもり。……よかったわね、レリン」

　ルディアはにこやかに教えてくれるが、そんな彼女に礼を言うことも、返事をすることもできない。

（父さんと母さんが、生きていた……無事だった……！）

　両親の安否は、絶望的だと思っていた。フェドーレ家に見捨てられ、家も金も失った彼らが十年経たった今も無事だとは限らない。最悪──ということも考えていた。

　だが、二人とも無事だった。国に保護されている。きっともうすぐ、再会できる。

（何も、手に入らないと思っていた）

　あの地下作業場に閉じこめられてからは、夢も希望も、何もかも失われたと思っていた。

　だが、今のレリンの手の平には、失われたと思っていたものがきちんとある。

　両親、裁縫師として生きる未来、親友、ブローチ、そして──

　レリンはジェーンに背中を撫なでられ、すとんとソファに腰こしを下ろした。そうすると、横からそっと肩かたを抱だき寄せられる。

「レリン──よく頑がん張ばった」

「フォルス様……」

　レリンは、フォルスを見た。フォルスも、レリンを見ている。

（諦あきらめなくて、よかった）

　なぜなら自分は今、とても満たされているのだから。




　その後もう少し五人で話をし、レリンは王城を発たつことになった。

「わたくしはこれからも、ジェーンと入れ替わりながら聖堂学校で勉強をするわ。世界を知るために、市し井せいで暮らす皆の生活を知るために」

　去り際ぎわ、ルディアはそう言ってちょこっとウインクした。

「レリン。わたくしたちは、これからもずっと友だちだから！　わたくし、聖堂学校に入って最初に声を掛かけた子が──隣となりにいてくれた子がレリンで、本当によかった！」

　あなたでよかった。

　その言葉に、レリンの目め尻じりが、胸が、熱くなる。

「……私も、あなたが隣に座ってくれて、本当によかった……！」

「ふふ。一いつ緒しよね」

　茶ちや目めっ気たっぷりに笑うルディアは、聖堂学校の裁縫教室で無む邪じや気きな声を上げる少女と、同じ眼まな差ざしをしていた。




　そうしてレリンは、ルディアたちに一いつ旦たんの別れを告げた。

　さてこれからどうしようかと困ったレリンだが、そんな彼女に二人の女性が声を掛けてくれた。聖堂学校の学校長と、先の審しん査さ会で審査員長を務めたゾフィア・ランクレーだ。

　ゾフィアは審査会後、レリンの今後について打だ診しんしたいと学校長に連れん絡らくを取った。

　レリンは実家の都合で聖堂学校を退学した。とはいえ、十六歳とまだ若く勉強の必要があるレリンは、今後も聖堂学校で学習を続けるべきである。レリンが十分な学力を身につけられたならば、裁さい縫ほうギルドは彼女の就職先なり進学先なりを共に検討したいということだった。

　ゾフィアの言葉に、学校長も同意を示した。フェドーレ家に連れ戻もどされるレリンに何もしてやれなかったことを、学校長も後こう悔かいしていたという。彼女は審査会の参加証明書の再発行を申しん請せいするだけでなく、再びレリンを生徒として迎むかえるということでレリンに償つぐないをしたかったのだという。もちろん、全すべての選せん択たく権はレリンにある、と念押しした上で。

　そうして彼女らは、レリンに今後の生活の案を提供してきたのだ。

　それは、王都審査会で特別賞を受賞した際の賞金を借金返済分含ふくめて学費に回すことで、今後もレリンが聖堂学校で学べるようにするというものだった。

「あなたの名前は、七級裁縫師としてギルドの名めい簿ぼに登録します。しかし、まだあなたは学ぶべきことが多くあります」

　厳おごそかな口調でゾフィアは語った。

「学校長殿どのも同意してくださりましたが、わたくしはあなたの成長を期待したい。あなたはまだ若い。多くのことを学び、吸収し、フランチェスカの服ふく飾しよく界の未来を担になってほしい……そう願っております」

　二人の提案に、レリンはすぐさま同意を示した。学校に戻れる。学費のことも家のことも気にすることなく、勉強できる場に、皆と語り合える場に、戻れる。

　さらに、地方から呼び戻された両親とも再会を果たし、二人は城下街で暮らせるようになった。両親は等級の高い裁縫師ではないが、経歴はレリンよりずっと長い。ゾフィアの紹しよう介かいを経て、両親は現在城下街の仕立屋で働いている。レリンが学校に戻ったとしても、同じ王都内なのでいつでも会うことができる。

　そうしてレリンはフェドーレの名を返上し、「レリン・ベルゼ」という十年ぶりの名で聖堂学校に舞まい戻ることができたのだった。

　レリンの帰き還かんにヨランダたちは泣いて喜び、悲ひ壮そうな別れをしたシスター・イデアとも抱ほう擁ようを交かわし、改めて再会したジェーンにも抱きしめられた。ジェーンは本職が騎き士しなので、手加減されず抱きしめられて危あやうく肋ろつ骨こつを折りそうになったが、それも今ではいい思い出である。







　夕方になると、屋外の暑さもだいぶ和やわらいで外出がしやすくなる。城下街の人々も、日が傾かたむいてきたこの時間に買い出しに行くことが多かった。

　柔やわらかな夕焼け色に染まる、聖堂学校。その門からこそこそと出てきたレリンは、壁かべに寄り掛かかるようにして立っていた青年を見、はっと息を吐はき出す。

「フォルス様！」

　胸をどきどき鳴らしながら呼びかけると、彼はすぐに反応して片手を挙げる。夏仕様で生き地じが薄うすめの軍服を纏まとう彼は、赤金色の髪かみを風に靡なびかせて緩ゆるやかに微笑ほほえんだ。

（会いたかった）

　今すぐその胸に飛び込みたい。思いっきり抱きつきたい──とうずうずする体を叱しつ咤たし、レリンは制服のスカートの裾すそをつまんでちょこんとお辞じ儀ぎをする。

「お久しぶりです、フォルス様」

「こんにちは、レリン。来てくれてありがとうございます」

　しばらくぶりにその声を聞くが、その甘さと柔らかさは変わらない。挨あい拶さつを交わしただけで、胸がときめく。

　フォルスはルディアの臣下として、春からずっと仕事に追われていた。ルディアは春から王太子としての仕事が忙いそがしくなったらしく、なかなか学校に姿を見せられなくなった。とはいえ、ジェーンが橋はし渡わたし役をしてくれているので、手紙のやり取りは頻ひん繁ぱんに行っている。

　今回も、フォルスが手紙をくれたのだ。そして日時と場所を指定し、こうして久方ぶりに彼と再会することができた。

　フォルスはレリンの姿を上から下までじっくり眺ながめ、ほっと息をついた。

「よかった、元気そうですね。学校は楽しいですか？」

「ええ！　ヨランダたちは毎日賑にぎやかだし、ジェーン様と一緒に裁縫の授業を受けるのも楽しいです。……フォルス様はいかがですか？」

「俺も上々ですよ。姫ひめ様は、『レリンと遊びたーい！』と愚ぐ痴ちってますね。どうやら春の一件に関して女王陛下からもたいそう高い評価を得られたらしく、あれやこれやと仕事を回されているそうなのです」

「……それって、私のせいでしょうか？」

「いいえ。自由奔ほん放ぽうなパフェ魔ま神じんには、ちょうどいいと思っています」

「……そういえば、そんな渾あだ名なも付けましたっけ」

　二人顔を見合わせて、くすくすと笑う。今いま頃ごろ、王城にいるルディアがくしゃみをしているのではないだろうか。

　フォルスは笑え顔がおのまま、上着のポケットに手を入れた。

「……ああ、そうです。あなたに渡わたしたいものがありまして」

「私に、ですか？」

「はい。……これ、覚えていますか？」

　そう言ってフォルスは、きれいにたたまれたハンカチを取り出した。てっきり冬に贈おくったハンカチかと思ったが、サイズが違ちがう。かなり小さいし、色も違った。

（……これを、私に？）

　しげしげとハンカチを眺めていると、フォルスは苦く笑しようしてレリンの目の前でハンカチを広げた。やはりレリンが冬に贈ったものよりも小さく、隅すみに刺し繡しゆうされた花は少しだけ歪ゆがんでいる。

「……これは？」

「さすがに覚えていないかな……これは、十年近く前にある少女にもらったハンカチです」

　フォルスの言葉に、レリンは眉まゆを寄せる。

　フォルスが昔、女の子からもらったハンカチ。

（……なんのこと？）

　眉を寄せるレリンを見つめ、フォルスは続けた。

「俺は剣けんの訓練後、ちょっと師し匠しようと喧けん嘩かをして訓練所を飛び出しました。額に傷を拵こしらえたまま、ね。そうして公園でぼうっと過ごしていると、妖よう精せいのように愛らしい小さな女の子が、このハンカチを差し出してくれたのです」

「……妖精」

「大きくなったら裁縫師になる。そのために刺繡の練習をしている。これは自分が刺繡したものだから、受け取ってくれって言ってね」

「……あっ」

　フォルスの説明を受けて、ようやくレリンの脳のう裏りに微かすかな記き憶おくがよみがえる。

　怪け我がをしている男の子。ハンカチを差し出した自分。「大きくなったら、さいほうしになる！」と語ったこと。

（そうだ。ずっと昔、男の子にハンカチをあげたことが……）

　おぼろげながら思い出したレリンは、おずおずと問う。

「……それって、私？」

「思い出しましたか？　その時、小さな妖精は自分のことをレリン、と呼んでいましたよ」

「……私、だ……」

　レリンは呆ぼう然ぜんと、フォルスの顔とハンカチを見比べる。

「……今の今まで、忘れていました」

「気にしなくていいですよ。あなたのほうが年下ですし、忘れられていても仕方ないと思っていましたから。ハンカチは俺の血で汚よごしてしまったけれど、いつか返そうと、ずっと実家に置いていたのです。そして、返す時にはあなたに──レリンに、俺の夢のことも語ろうと」

「夢？」

「あなたは俺に、将来裁縫師になるという夢を語ってくれたでしょう？　あんなに幼いあなたが立派に自分の夢を語っているのに、かたや自分は師匠と喧嘩をして、やさぐれていた。それが情けなくて。自分の夢と、それに向かっていく姿勢を考え直すきっかけになったのが、レリンだったのですよ。それに、あなたは俺の夢も聞きたがっていた。だから再会したら、俺の夢も語ろうって決めていたんです」

　去年の秋に、そちらの方は達成できましたけどね、と付け加え、フォルスはウインクする。

（……知らなかった）

　呆然と、レリンはフォルスの顔を見つめる。

　十年近く前、レリンが公園でフォルスと出会っていたというのならば、それはまだ両親と暮らしていたときの話。となれば、当時のレリンは六つかそこら。

（フォルス様は、ずっと私のことを覚えていてくださっていた……だから、フォルス様は私に親切にしてくださったんだ……）

　合点がいき、レリンはほーっと息をついた。

　秋に城下街デートしたことにしてもそう。つい先日会っただけの女子生徒に、どうしてこんなに親身になってくれるのだろうかと疑問に思っていたのだ。

　デートの時も、藪やぶから棒に「あなたには夢はあるか」と聞かれた。あれも、十年近く前の想おもいが胸に残っていたからだったのか。

　レリンはぎこちない動作で、フォルスからハンカチを受け取った。十年前、へたくそながらに一いつ生しよう懸けん命めい刺繡したハンカチは、とても小さい。

「……やっと、返せました」

　そう言って微笑むフォルスの声があまりにも優やさしくて──少しだけ、目が潤うるんでしまう。

　十年前、無む邪じや気きに夢を語った自分。十年経たった今、レリンは──

「フォルス様──私、新しい夢ができたのです」

　目め尻じりを指先でこすり、レリンは口を開く。フォルスは小首を傾かしげ、先を促うながしてくる。

　フォルスと、ルディアと、ジオドールやジェーン、皆みんなと出会ってからできた夢。

「私……これからも皆の側そばにいたい。今の私だと、フォルス様やジェーンと一いつ緒しよにいることはできません。だから……これからもっともっと腕うでを磨みがいて、ギルドで力を付けて──ルディア王女様の『ロイヤル・クチュリエール』になります」

「ロイヤル・クチュリエール」。それは、王家に認められた裁さい縫ほう師しの称しよう号ごう。

　一級裁縫師になり、「ロイヤル・クチュリエール」になれば、平民であるレリンも王城に上がれる。そしていずれ女王になるルディアの側で服を仕立て、女王を支え、皆と共に居ることができる。

　それは決して、たやすい道のりではない。

（でも、今の私は飛べる）

　養父母という足あし枷かせもなく、自信を失っていた頃ころの自分はもういない。

　皆がいる。前を向いて、皆と共に歩いていきたいと願うから、頑がん張ばれる。

　フォルスはレリンの決意を聞き、目を細めた。

「……それがあなたの夢なら、俺は全力であなたを応おう援えんします」

「フォルス様──」

「あなたがあなたの望む未来を摑つかめることを、俺も心から願っています」

　柔やわらかく微笑ほほえんで告げられ、レリンも笑みを返した。







　夏は日が暮れるまでは長いが、暮れてしまうとあっという間だ。

　夕日が山の端はに沈しずもうとしており、草原一帯が鮮あざやかな赤色に染まっている。

「……もう、夏になっちゃいましたね」

　レリンは、ふと呟つぶやいた。隣となりにいたフォルスは目を瞬またたかせ、顔をのぞき込んでくる。

「そうですね……何か、憂ういことでも？」

「……約束、果たせませんでした」

　フォルスに返してもらったハンカチを胸に抱いだき、レリンは沈んだ声を上げた。

　冬の聖堂学校で交かわした、約束。

　春になったらフランチェスカの野原を一緒に歩こうと、おまじないもしたのに。

（春は、もうとっくに過ぎちゃった……）

　冬から春にかけていろいろあったとはいえ、約束を破ってしまったのは事実だ。

　レリンは後こう悔かいに唇くちびるを嚙かむが、一方のフォルスは、「ああ」と納なつ得とくしたように呟いた後、そっと手を伸のばし、レリンの頰ほおに触ふれてきた。

「そんなに暗い顔をしないでください。確かに、春になったら一緒に散歩しようと約束しました。でも、『次の春』と限定はしてませんよね？　散歩するのは今年でなくてもいい。来年、再来年も、春は来ます」

　フォルスの言葉に、レリンはさっと顔を上げる。

　来年も、再来年も、春は来る。

　当たり前のことなのに、抜ぬけ落ちていた。しかも、それだけではない。

（来年、再来年も、フォルス様は私の側にいてくださる）

　今年限りではない。

　何年経っても、フォルスは待っていてくれる。

（ううん、フォルス様だけじゃない）

　聖堂学校の仲間たちも、先生たちも、ルディアも、ジェーンやジオドールも、十年ぶりに再会できた両親も。

　これから先も、皆と一緒に歩いていける。

（これからも、何度でも春は来るんだ……）

　胸が熱くなり、レリンはこわごわ微笑み、自分の右手を差し出した。

「わかりました。では……改めて、約束です。来年とは言わず、春になったらお散歩しましょうね、という約束です」

「約束？　それはいいけれど……これって確か、友だち同士で行うおまじないですよね？」

「え？　ええ、そうです」

　どうもフォルスは気乗りしていないようだ。にわかに不安になってきて、レリンは右手を微かすかに震ふるわせる。

（ひょっとして……フォルス様はもうこれ以上、私と約束をしたくない？）

　それとも、「おまじないは同じ人とは一回だけ」などというルールでもあったのだろうか。

　いっそ手を引っ込めてしまおうかと思っていたレリン。だが彼女はフォルスの次なる行動に、硬こう直ちよくしてしまった。

　フォルスの左手が、宙ぶらりん状態のレリンの右手首を捕とらえて軽く引き寄せる。彼に引っ張られるまま前ぜん傾けい姿勢になったレリンの視界いっぱいに、青緑色の瞳ひとみがあった。

　──唇が、あたたかいものに触れる。

　それは、一いつ瞬しゆんのことで。

　綿毛がかすめていったかのように、柔らかで。

「……『友だち用のおまじない』ではもう、満足できないから」

　口元から耳じ朶だへと移ったフォルスの唇が囁ささやき、そのしっとりとした甘い声こわ色いろに、ぞくぞくっと背筋が震える。

　幸せで、嬉うれしくて、体が痺しびれる。

（あたたかい。しあわせ）

　レリンは何も言えず、こっくりと頷うなずいた。そうしてごまかすように、真っ赤な顔を隠かくすように、ぼすっとフォルスの胸むな元もとに頭から突つっ込む。

[image: ]

　春は、何度でもやってくる。

　春を、フォルスたちと過ごすことができる。

（私は、大だい丈じよう夫ぶ──）

　これからも歩いていける。前を向いていられる。

（あなたが、いるから）




　自分の胸元に飛び込んできた少女を、フォルスは難なく抱だき留める。そうして愛いとしい少女のつむじを穏おだやかな顔で見下ろしていた。が、内心では歓かん喜きの笑えみを堪こらえることができない。

　──やっと、レリンを笑顔にすることができた。

　唇にちょこっとキスしただけで、真っ赤になって恥はじらうレリン。

　フォルスがフェドーレ家の面々の前で、「娘むすめと結けつ婚こんさせてもらいたい」なんてことを言ったと伝えれば、レリンはどんな反応をするだろうか。もしかすると、羞しゆう恥ちで爆ばく発はつしてしまうかもしれない。

（だが、今はこれでいい）

　自分たちにはこれから、時間があるのだから。

　レリンを軽く抱き寄せ、フォルスはふうっと幸福のため息をこぼす。

　レリンと共に見上げる夕暮れ時の空は、美しかった。








あとがき









　はじめまして。藤ふじ咲さき実み佳かと申します。このたび本作で、第十五回角川ビーンズ小説大賞優秀賞ならびに読者賞を受賞いたしました。審しん査さ員いんの先生、読者審査員の皆みな様さま、そして選考に携たずさわってくださった全すべての方々に、厚く御お礼れい申し上げます。

　担当様。改かい稿こうにあたって懇こん切せつ丁てい寧ねいに指導していただき、ありがとうございました。担当様のおかげで物語に華はなと暖かさが満ちあふれ、魅み力りよく的な世界になりました。その過程で、ある脇わき役やくが鬼き畜ちくキャラから良識溢あふれる人物に生まれ変わりました。よかったね、脇役Ｇさん！

　そして、挿さし絵え担当の柴しば田た五い十す鈴ず様。可愛かわいらしいレリンやクールなフォルスたちの美しいイラストを描かいてくださりありがとうございました！　ファイルを開いてニヤニヤしている変人、それは私です。

　そして、レリンたちの物語が書しよ籍せきとなる過程に関かかわってくださった全ての方、本作を手にとってくださった皆様に、心からの感謝を。

　それでは、皆様にまたお会いできることを願って。


藤咲実佳


















カバー・本文イラスト／柴田五十鈴

デザイン／須貝美華










王おう家けの裁さい縫ほう師しレリン




春はる呼よぶ出で逢あいと糸いとの花はな
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